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「高齢者参加」（女性・若者と比較して）を 

安倍総理の施政方針演説・所信表明演説・所感で検証します 

安倍政権（安倍晋三総理）は、２０１２年１２月に発足して以来５年、経済の「アベ

ノミクス」を初め、 成長戦略として「若者が活躍し女性が輝く社会」を創り上げると

して女性・若者への呼びかけを繰り返してきました。 

が、高齢者に関しては医療・介護で「支えられる高齢者」はともかく、経済を押し上

げる力をもつ「支える側の高齢者」についてはほとんど触れることがありませんでした。

それはここに安倍総理の施政方針演説・所信表明演説・所感を通じて明らかです。 

「月刊丈風」（２０１５・３）につづいて、その後の４演説を追加し検証してみました。

まだからだに感じられる程度の震度ですが、２０１５年の「一億総活躍」発言ののち、

２０１７年の「人生 100年時代」提案を経て、確実に「高齢者参加」への要請は強ま

りつつあります。 

１９９５年の「高齢社会対策基本法」の制定以来２０年、高齢社会対策は進まずに延

滞してきたため生じた「失われた２０年」の日本高齢社会は達成にむかって史的転回の

時期を迎えようとしています。硬派の官僚・学者・活動家のみなさんの執念が、政界の

岩盤を崩しつつあるのです。 

「丈風」は、若者・女性・高齢者三者が等しく扱われる日まで、ともに烽火を挙げつづ

けます。（２０１７・１１ 堀内記） 

 

 安倍総理の所感・演説を「高齢者参加」で読む  

７年間に７人という異常な「一年一相」のはじまり（２００６年）となり、おわ

り（２０１２年）となった安倍（晋三）総理は、師走総選挙（１２月１４日）の大

勝を受けて、平成27年１月１日、年頭の所感をのべた。選挙戦の公約にも議論にも

「高齢社会」はなかったし、年頭の所感にも「女性が輝く社会」の実現は新しい課

題として言及しているが、高齢者へのメッセージは何もない。そして２月１２日の

第１８９回国会における施政方針演説にも「女性が輝く社会」「若者の活躍」を取

り上げているが、あるべき「高齢者の社会参加」がない。 

就任以来の施政方針・所信表明演説を聞いてきたが、安倍総理には、「社会を支

えている高齢者」の存在と潜在力そしてその実人生への配慮がない。これではオー

ルジャパン、オールエイジズの「日本社会」を築きようがない。  

（２０１５．２  堀内 記） 

 

青字は高齢者・高齢化・お年寄り  赤字は女性  緑字は若者 です。 
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◎第 195回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説  平成 29年 11月 17日 

◎第 193回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説 平成 29年 １月 20日 

◎第 192回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説 平成 28年 9月 26日 

◎第 190回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説  平成 28年 1月 22日 

安倍総理所信表明・施政方針演説２原文 

 

◎第189回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説 平成27年2月12日  

◎安倍内閣総理大臣 平成２７年年頭所感  平成27年1月1日  

◎第187回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説 平成26年9月29日  

◎第186回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説 平成26年１月24日  

◎第185回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説 平成25年10月15日  

◎第183回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説 平成25年2月28日  

◎第 183回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説 平成 25年 1月 28日 

安倍総理所信表明・施政方針演説  「月刊丈風」２０１５年３月号 

 

原文 

◎第 195回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説  

平成29年11月17日 

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

一 はじめに 

 緊迫する北朝鮮情勢、急速に進む少子高齢化。今、我が国は、正に国難とも呼ぶべき課題

に直面しています。国民の信任なくして、この国難を乗り越えることはできません。 

 先般の総選挙の結果、衆参両院の指名を得て、引き続き、内閣総理大臣の重責を担うこと

となりました。 

 「安定的な政治基盤の下で、政策を、ひたすらに実行せよ。」 

 これが、総選挙で示された国民の意思であります。 

 お約束した政策を一つひとつ実行に移し、結果を出していく。全身全霊を傾け、国民の負託

に応えていくことを、この議場にいる自由民主党及び公明党の連立与党の諸君と共に、国民

の皆様にお誓い申し上げます。 

 我が国の未来を切り拓くことができるのは、政策です。そして、政策の実行であります。 

 この国会において、それぞれの政策を大いにたたかわせ、建設的な議論を行いながら、国

民のための政策を、皆さん、共に、前に進めていこうではありませんか。 

二 北朝鮮問題への対応 

http://jojin.jp/files/2017/12/高齢者参加を総理演説にみる２原文.pdf
http://jojin.jp/files/2015/03/！！！安倍総理所信・施政演説.pdf
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 今、我が国を取り巻く安全保障環境は、戦後、最も厳しいと言っても過言ではありません。

国民の信任を背景に、積極的な外交政策を展開してまいります。 

 北朝鮮による我が国を飛び越える相次ぐミサイルの発射、核実験の強行は、断じて容認で

きません。 

 先般、トランプ大統領が来日し、日米同盟の揺るぎない絆(きずな)を、世界に示しました。 

 トランプ大統領は、拉致被害者の一人ひとりの写真を、真剣なまなざしで見つめながら、御

家族の思いのこもった訴えに熱心に耳を傾けてくれました。御家族も御高齢となる中で、拉致

被害者の方が再び故郷(ふるさと)の土を踏み、御家族と抱き合うその日まで、私の使命は終

わりません。 

 北朝鮮の核、ミサイルの問題、そして拉致問題を解決する。北朝鮮にその政策を変更させ

なければならない。そのために、国際社会と共に、北朝鮮への圧力を一層強化してまいりま

す。 

 先日のＡＰＥＣ、東アジアサミットにおいても、ロシアのプーチン大統領や中国の習近平国家

主席をはじめ、各国首脳と、北朝鮮問題に対する緊密な協力を確認いたしました。 

 日中韓サミットを早期に開催し、三か国の連携を更に深めてまいります。 

 北朝鮮による挑発がエスカレートする中にあって、あらゆる事態に備え、強固な日米同盟の

下、具体的行動を取っていく。ミサイル防衛体制をはじめとする我が国防衛力を強化し、国民

の命と平和な暮らしを守るため、最善を尽くしてまいります。 

三 少子高齢化を克服する 

（生産性革命） 

 この五年間、アベノミクス「改革の矢」を放ち続け、雇用は百八十五万人増加しました。この

春、大学を卒業した皆さんの就職率は過去最高です。この二年間で正規雇用は七十九万人

増え、正社員の有効求人倍率は、調査開始以来、初めて、一倍を超えました。 

 この経済の成長軌道を確かなものとするために、今こそ、最大の課題である少子高齢化の

克服に向けて、力強く、踏み出す時であります。 

 「生産性革命」、「人づくり革命」を断行いたします。来月、新しい経済政策パッケージを策定

し、速やかに実行に移します。 

 人工知能、ロボット、ＩｏＴ。生産性を劇的に押し上げるイノベーションを実現し、世界に胎動

する「生産性革命」を牽(けん)引していく。二〇二〇年度までの三年間を「生産性革命・集中

投資期間」と位置付け、人手不足に悩む中小・小規模事業者も含め、企業による設備や人材

への投資を力強く促します。 

 大胆な税制、予算、規制改革。あらゆる施策を総動員することで、四年連続の賃金アップの

勢いを更に力強いものとし、デフレからの脱却を確実なものとしてまいります。 
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（人づくり革命） 

 「人生百年時代」を見据えた経済社会の在り方を大胆に構想し、我が国の経済社会システ

ムの大改革に挑戦します。 

 幼児教育の無償化を一気に進めます。二〇二〇年度までに、三歳から五歳まで、全ての子

どもたちの幼稚園や保育園の費用を無償化します。〇歳から二歳児も、所得の低い世帯で

は無償化します。 

 待機児童解消を目指す安倍内閣の決意は揺るぎません。本年六月に策定した「子育て安

心プラン」を前倒しし、二〇二〇年度までに三十二万人分の受け皿整備を進めます。 

 どんなに貧しい家庭に育っても、意欲さえあれば、高校、高専にも、専修学校、大学にも行く

ことができる。そういう日本に、皆さん、していこうではありませんか。真に必要な子どもたちに

は、高等教育を無償化します。 

 いくつになっても、誰にでも、学び直しと新しいチャレンジの機会を確保する。そのためのリ

カレント教育を抜本的に拡充します。 

 こうしたニーズに応え、「人づくり革命」を牽(けん)引する拠点として、大学改革を進めてまい

ります。 

 二〇二〇年代初頭までに五十万人分の介護の受け皿を整備する。その大きな目標に向か

って、介護人材確保への取組を強化します。他の産業との賃金格差をなくしていくため、更な

る処遇改善を進めていきます。 

 子育て、介護など現役世代が抱える大きな不安を解消し、我が国の社会保障制度を、お年

寄りも若者も安心できる「全世代型」へと、大きく改革してまいります。女性が輝く社会、お年

寄りも若者も、障害や難病のある方も、誰もが生きがいを感じられる「一億総活躍社会」を創

り上げます。 

 再来年十月に引上げが予定される消費税の使い道を見直し、子育て世代、子どもたちに大

胆に投資していく。消費税による財源を、子育て世代への投資と社会保障の安定化とに、バ

ランス良く充当することで、財政健全化も確実に実現してまいります。 

 少子高齢化を乗り越え、我が国が力強く成長する道筋を、皆さん、共に、描いていこうでは

ありませんか。 

四 世界の成長を取り込む 

 インドの広大な大地を、日本が誇る新幹線が駆け抜ける。この九月、高速鉄道の建設がス

タートしました。 

 二百回を超えるトップセールスが実を結び、インフラ輸出額は、五年間で十兆円増加しまし

た。我が国の高い技術やノウハウを世界に展開することで、少子高齢化の中でも、大きく成

長できるチャンスが広がります。 

 自由で公正なルールに基づく経済圏を世界に拡大していく。十一か国によるＴＰＰ協定の早

期発効を目指します。あわせて、ＲＣＥＰが、野心的な協定となるよう、交渉をリードしてまいり
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ます。 

 ＥＵとの経済連携協定が、四年以上に及ぶ粘り強い交渉の末、大枠合意に達しました。人

口六億人、世界のＧＤＰの三割を占める巨大な経済圏。アベノミクスの「新しいエンジン」です。 

 農家の皆さんの不安や懸念にもしっかり向き合い、安心して再生産できるよう、十分な対策

を講じてまいります。水田のフル活用を図り、我が国の豊かな中山間地域、美しい故郷(ふる

さと)を守り抜いてまいります。 

 世界への挑戦は、手間暇かけてこしらえた質の高い日本の農林水産物にとって、大きなチ

ャンスです。農林水産物の輸出は、本年も、五年連続で、過去最高を更新するペースで伸び

ています。四十代以下の新規若手就農者は、調査開始以来、初めて、三年連続で二万人を

超えました。 

 農政改革は地方創生の大きな切り札です。年内に、生産性向上に向けた、抜本的な林業

改革、水産業改革のプランを取りまとめます。 

 農林水産業全体にわたって改革を展開し、若者が将来に夢や希望を持てる「農林水産新時

代」を切り拓いてまいります。 

五 災害からの復旧・復興 

 東北の被災地では、農地の八割以上が作付け可能となり、全ての漁港が復旧しました。原

発事故で大きな被害を受けた福島では、帰還困難区域を除き、ほぼ全ての避難指示が解除

されたことに続き、先月から中間貯蔵施設が稼働しました。除染土壌の搬入を進め、二〇二

〇年には身近な場所から仮置き場をなくします。 

 被災地の復興を一層加速するため、今後とも、生業(なりわい)の復興、心の復興を力強く支

援してまいります。 

 本年も、全国各地で自然災害が相次ぎました。激甚災害の速やかな指定が可能となるよう、

その運用を見直します。事前防災・減災対策に徹底して取り組み、国土強靱(じん)化を進めて

まいります。 

六 おわりに 

 自由民主党と公明党が野党として過ごした、あの三年三か月。 

 私たちは、なぜ政権を失ったのか、痛切に反省し、国民の皆様の声に、耳を傾けるところか

ら、スタートしました。全国各地でミニ集会を行い、国民の皆様からの厳しい声を糧に、「政

策」を鍛え上げました。 

 そして、その「政策」の実行に、この五年間、私たちは、全力を尽くしてまいりました。 

 日本の未来をしっかりと見据えながら、今、何を為すべきか。与野党の枠を超えて、建設的

な政策論議を行い、共に、前に進んでいこうではありませんか。 

 互いに知恵を出し合いながら、共に、困難な課題に答えを出していく。そうした努力の中で、
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憲法改正の議論も前に進むことができる。そう確信しています。 

 政策の実行、実行、そして実行あるのみであります。我が国が直面する困難な課題に、真

正面から立ち向かい、共に、日本の未来を切り拓いていこうではありませんか。 

 御清聴ありがとうございました。 

 

 

 

◎第 193回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説. 

平成29年１月20日   

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

 

まず冒頭、天皇陛下の御公務の負担軽減等について申し上げます。現在、有識者会議で検

討を進めており、近々論点整理が行われる予定です。静かな環境の中で、国民的な理解の

下に成案を得る考えであります。 

一 はじめに 

 昨年末、オバマ大統領と共に、真珠湾の地に立ち、先の大戦で犠牲となった全ての御霊(み

たま)に、哀悼の誠を捧げました。 

 我が国では、三百万余の同胞が失われました。数多(あまた)の若者たちが命を落とし、

人々の暮らし、インフラ、産業はことごとく破壊されました。 

 明治維新から七十年余り経った当時の日本は、見渡す限りの焼け野原。そこからの再スタ

ートを余儀なくされました。 

 しかし、先人たちは決して諦めなかった。廃墟と窮乏の中から敢然と立ち上がり、次の時代

を切り拓きました。世界第三位の経済大国、世界に誇る自由で民主的な国を、未来を生きる

世代のため創り上げてくれました。 

 戦後七十年余り。今を生きる私たちもまた、立ち上がらなければならない。「戦後」の、その

先の時代を拓くため、新しいスタートを切る時です。 

 少子高齢化、デフレからの脱却と新しい成長、厳しさを増す安全保障環境。困難な課題に

真正面から立ち向かい、未来を生きる世代のため、新しい国創りに挑戦する。今こそ、未来

への責任を果たすべき時であります。 

 私たちの子や孫、その先の未来、次なる七十年を見据えながら、皆さん、もう一度スタートラ

インに立って、共に、新しい国創りを進めていこうではありませんか。 

二 世界の真ん中で輝く国創り 
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（日米同盟） 

 かつて敵として熾烈に戦った日本と米国は、和解の力により、強い絆（きずな）で結ばれた

同盟国となりました。 

 世界では今なお争いが絶えません。憎しみの連鎖に多くの人々が苦しんでいます。その中

で、日米両国には、寛容の大切さと和解の力を示し、世界の平和と繁栄のため共に力を尽く

す責任があります。 

 これまでも、今も、そしてこれからも、日米同盟こそが我が国の外交・安全保障政策の基軸

である。これは不変の原則です。できる限り早期に訪米し、トランプ新大統領と同盟の絆（き

ずな）を更に強化する考えであります。 

 先月、北部訓練場、四千ヘクタールの返還が、二十年越しで実現しました。沖縄県内の米

軍施設の約二割、本土復帰後、最大の返還であります。地位協定についても、半世紀の時を

経て初めて、軍属の扱いを見直す補足協定が実現しました。 

 更に、学校や住宅に囲まれ、市街地の真ん中にあり、世界で最も危険と言われる普天間飛

行場の全面返還を何としても成し遂げる。最高裁判所の判決に従い、名護市辺野古沖への

移設工事を進めてまいります。 

 かつて、「最低でも」と言ったことすら実現せず、失望だけが残りました。威勢のよい言葉だ

けを並べても、現実は一ミリも変わりません。必要なことは、実行です。結果を出すことであり

ます。 

 安倍内閣は、米国との信頼関係の下、抑止力を維持しながら、沖縄の基地負担軽減に、一

つひとつ結果を出していく決意であります。 

（地球儀を俯瞰（ふかん）する外交） 

 本年は、様々な国のリーダーが交代し、大きな変化が予想されます。先の見えない時代に

おいて、最も大切なこと。それは、しっかりと軸を打ち立て、そして、ぶれないことであります。 

 自由、民主主義、人権、法の支配といった基本的価値を共有する国々と連携する。 

 ＡＳＥＡＮ、豪州、インドといった諸国と手を携え、アジア、環太平洋地域から、インド洋に及

ぶ、この地域の平和と繁栄を確固たるものとしてまいります。 

 自由貿易の旗手として、公正なルールに基づいた、二十一世紀型の経済体制を構築する。 

 ＴＰＰ協定の合意は、そのスタンダードであり、今後の経済連携の礎となるものであります。

日ＥＵ・ＥＰＡのできる限り早期の合意を目指すとともに、ＲＣＥＰなどの枠組みが野心的な協

定となるよう交渉をリードし、自由で公正な経済圏を世界へと広げます。 

 継続こそ力。就任から五年目を迎え、Ｇ７諸国のリーダーの中でも在職期間が長くなります。

五百回以上の首脳会談の積み重ねの上に、地球儀を大きく俯瞰（ふかん）しながら、ダイナミ

ックな平和外交、経済外交を展開し、世界の真ん中でその責任を果たしてまいります。 

（近隣諸国との関係改善） 

 日本海から東シナ海、南シナ海に至る地域では緊張が高まり、我が国を取り巻く安全保障
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環境は厳しさを増しています。地域の平和と安定のため、近隣諸国との関係改善を積極的に

進めてまいります。 

 ロシアとの関係改善は、北東アジアの安全保障上も極めて重要です。しかし、戦後七十年

以上経っても平和条約が締結されていない、異常な状況にあります。 

 先月、訪日したプーチン大統領と、問題解決への真摯な決意を共有しました。元島民の皆さ

んの故郷(ふるさと)への自由な訪問やお墓参り、北方四島全てにおける「特別な制度」の下で

の共同経済活動について、交渉開始で合意し、新たなアプローチの下、平和条約の締結に

向けて重要な一歩を踏み出しました。 

 この機運に弾みをつけるため、本年の早い時期にロシアを訪問します。七十年以上動かな

かった領土問題の解決は容易なことではありませんが、高齢である島民の皆さんの切実な思

いを胸に刻み、平和条約締結に向け、一歩でも、二歩でも、着実に前進していきます。 

 本年、日中韓サミットを我が国で開催し、経済、環境、防災など幅広い分野で、地域レベル

の協力を強化します。 

 韓国は、戦略的利益を共有する最も重要な隣国です。これまでの両国間の国際約束、相互

の信頼の積み重ねの上に、未来志向で、新しい時代の協力関係を深化させてまいります。 

 中国の平和的発展を歓迎します。地域の平和と繁栄に大きな責任を有することを、共に自

覚し、本年の日中国交正常化四十五周年、来年の日中平和友好条約締結四十周年という節

目を迎える、この機を捉え、「戦略的互恵関係」の原則の下、大局的な観点から、共に努力を

重ね、関係改善を進めます。 

 北朝鮮が昨年、二度にわたる核実験、二十発以上の弾道ミサイル発射を強行したことは、

断じて容認できません。安保理決議に基づく制裁に加え、関係国と協調し、我が国独自の措

置も実施しました。「対話と圧力」、「行動対行動」の一貫した方針の下、核、ミサイル、そして

引き続き最重要課題であり、発生から長い年月が経つ拉致問題の包括的な解決に向け、北

朝鮮が具体的な行動を取るよう強く求めます。 

（積極的平和主義） 

 真新しい国旗を手に、誇らしげに入場行進する選手たち。 

 南スーダン独立後、初めての全国スポーツ大会には、異なる地域から、異なる民族の選手

たちが一堂に会しました。 

 その会場の一つとなる、穴だらけだったグラウンドに、一千個を超えるコンクリートブロックを、

一つひとつ手作業で埋め込んだのは、日本の自衛隊員たちです。 

 最終日、サッカー決勝は、奇（く）しくも、政治的に対立する民族同士の戦い。しかし、選手も、

観客も、フェアプレーを貫きました。終了後には、勝利した側の選手が、負けた側の選手の肩

を抱き、互いの健闘を称（たた）えあう光景が、そこにはありました。 

 幼い息子さんを連れて観戦に来ていたジュバ市民の一人は、その姿に感動し、こう語ってい

ます。 
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 「毎日、スポーツが行われるような平和な国になってほしい。」 

 隊員たちが造ったのは、単なるグラウンドではありません。平和を生み出すグラウンドであり

ます。自衛隊の活動一つひとつが、間違いなく、南スーダンの自立と平和な国創りにつながっ

ている。 

 灼熱（しゃくねつ）のアデン湾では、今この時も、海賊対処に当たる隊員諸君がいます。三千

八百隻を上回る世界の船舶を護衛してきました。 

 平和のため黙々と汗を流す自衛隊の姿を、世界が称賛し、感謝し、頼りにしています。与え

られた任務を全力で全うする彼らは、日本国民の誇りであります。 

 テロ、難民、貧困、感染症。世界的な課題は深刻さを増しています。こうした現実から、我が

国だけが目を背けるようなことは、あってはなりません。今こそ、「積極的平和主義」の旗を高

く掲げ、世界の平和と繁栄のため、皆さん、能(あた)う限りの貢献をしていこうではありません

か。 

三 力強く成長し続ける国創り 

（「壁」への挑戦） 

 昨年、大隅良典栄誉教授がノーベル医学・生理学賞を受賞し、三年連続で日本人がノーベ

ル賞を獲得。世界の真ん中で輝く姿に、「やれば、できる」。日本全体が、大きな自信と勇気を

もらいました。 

 「未来は『予言』できない。しかし、『創る』ことはできる。」 

 ノーベル賞物理学者、デニス・ガボールの言葉です。 

 五年前、日本には、根拠なき「未来の予言」があふれていました。「人口が減少する日本は、

もう成長できない」、「日本は、黄昏(たそがれ)を迎えている」。不安を煽る悲観論が蔓延して

いました。 

 まさにデフレマインド、「諦め」という名の「壁」が立ちはだかり、政権交代後も、「アベノミクス

で成長なんかできない」。私たちの経済政策には、批判ばかりでありました。 

 しかし、日本はまだまだ成長できる。その「未来を創る」ため、安倍内閣は、この四年間、三

本の矢を放ち、「壁」への挑戦を続けてきました。 

 その結果、名目ＧＤＰは四十四兆円増加。九％成長しました。中小・小規模事業者の倒産

は二十六年ぶりの低水準となり、政権交代前と比べ三割減らすことに成功しました。 

 長らく言葉すら忘れられていた「ベースアップ」が三年連続で実現しました。史上初めて、四

十七全ての都道府県で有効求人倍率が一倍を超えました。全国津々浦々で、確実に「経済

の好循環」が生まれています。 

 格差を示す指標である相対的貧困率が足元で減少しています。特に子どもの相対的貧困

率は二％減少し、七・九％。十五年前の調査開始以来一貫して増加していましたが、安倍内

閣の下、初めて減少に転じました。 

 「出来ない」と思われていたことが次々と実現できた。かつての悲観論は完全に間違ってい
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た。そのことを、私たち自公政権は証明しました。 

 この「経済の好循環」を更に前に進めていく。今後も、安定した政治基盤の下、力を合わせ、

私たちの前に立ちはだかる「壁」を、次々と打ち破っていこうではありませんか。 

（中小・小規模事業者への好循環） 

 景気回復の風を、更に、全国津々浦々、中小・小規模事業者の皆さんにお届けする。 

 先月、五十年ぶりに、下請代金の支払いについて通達を見直しました。これまで下請事業

者の資金繰りを苦しめてきた手形払いの慣行を断ち切り、現金払いを原則とします。近年の

下請けいじめの実態を踏まえ、下請法の運用基準を十三年ぶりに抜本改定しました。今後、

厳格に運用し、下請取引の条件改善を進めます。 

 四月から、成長の果実を活かし、雇用保険料率を引き下げます。これにより、中小・小規模

事業者の負担を軽減し、働く皆さんの手取りアップを実現します。更に、賃上げに積極的な事

業者を、税額控除の拡充により後押しします。 

 生産性向上のため、今後二年間の設備投資には、固定資産税を三年間半減する。この仕

組みを、製造業だけでなく、小売・サービス業にも拡大することで、商店街などにおいても攻

めの投資を促します。 

（地方創生） 

 一日平均、二十人。人影が消え、シャッター通りとなった岡山の味野(あじの)商店街は、そ

の「壁」に挑戦しました。 

 地場の繊維産業を核に、商店街、自治体、商工会議所が一体で、「児島ジーンズストリート」

を立ち上げました。三十店を超えるジーンズ店が軒を並べ、ジーンズ柄で構内がラッピングさ

れた駅からは、ジーンズバスやジーンズタクシーが走ります。 

 まさに「ジーンズの聖地」。今や、年間十五万人を超える観光客が集まる商店街へ生まれ変

わりました。評判は海外にも広がり、アジアからの外国人観光客も増えています。 

 地方には、それぞれの魅力、観光資源、ふるさと名物があります。それを最大限活かすこと

で、過疎化という「壁」も必ずや打ち破ることができるはずです。 

 自分たちの未来を、自らの創意工夫と努力で切り拓く。地方の意欲的なチャレンジを、自由

度の高い「地方創生交付金」によって、後押しします。 

 地方の発意による、地方のための分権改革を進めます。空き家や遊休地の活用に関する

制限を緩和し、自治体による有効利用を可能とします。 

 故郷（ふるさと）への情熱を持って、地方創生にチャレンジする。そうした地方の皆さんを、安

倍内閣は、全力で応援します。 

（観光立国） 

 一千万人の「壁」。政権交代前、外国人観光客は、年間八百万人余りで頭打ちとなっていま

した。 



11 

 

 安倍内閣は、その「壁」を、僅か一年で突破しました。四年連続で過去最高を更新し、昨年

は、三倍の二千四百万人を超えました。 

 日本を訪れる外国クルーズ船は、僅か三年で四倍に増加。秋田港で竿燈(かんとう)まつり、

青森港でねぶた祭、徳島小松島港で阿波おどり、各地自慢の祭りを巡る外国のクルーズツア

ーが企画されるなど、地方に大きなチャンスが生まれています。 

 民間資金を活用し、国際クルーズ拠点の整備を加速します。港湾法を改正し、投資を行う

事業者に、岸壁の優先使用などを認める新しい仕組みを創設します。 

 沖縄はアジアとの架け橋。我が国の観光や物流のゲートウェイです。新石垣空港では、昨

年、香港からの定期便の運航が始まり、外国人観光客の増加に沸いています。機材の大型

化に対応するための施設整備を支援します。 

 全国の地方空港で、国際定期便の就航を支援するため、着陸料の割引、入国管理等のイ

ンフラ整備を行います。羽田、成田両空港の二〇二〇年四万回の容量拡大に向け、羽田空

港では新しい国際線ターミナルビルの建設に着手します。 

 いわゆる「民泊」の成長を促すため、規制を改革します。衛生管理などを条件に、旅館業法

の適用を除外することで、民泊サービスの拡大を図ります。 

 あらゆる政策を総動員して、次なる四千万人の高みを目指し、観光立国を推し進めてまいり

ます。 

（農政新時代） 

 地方経済の核である農業では、高齢化という「壁」が立ちはだかってきました。平均年齢は

六十六歳を超えています。 

 しかし、攻めの農政の下、四十代以下の新規就農者は二年連続で増加し、足元では、統計

開始以来最多の二万三千人を超えました。生産農業所得も、直近で年間三兆三千億円、過

去十一年で最も高い水準まで伸びています。 

 更なる弾みをつけるため、八本に及ぶ農政改革関連法案を、今国会に提出し、改革を一気

に加速します。 

 農業版の「競争力強化法」を制定します。肥料や飼料を一円でも安く仕入れ、農産物を一円

でも高く買ってもらう。そうした農家の皆さんの努力を後押しするため、生産資材や流通の分

野で、事業再編、新規参入を促します。委託販売から買取販売への転換など、農家のための

全農改革を進めます。数値目標の達成状況を始め、その進捗をしっかりと管理してまいりま

す。 

 牛乳や乳製品の流通を、事実上、農協経由に限定している現行の補給金制度を抜本的に

見直し、生産者の自由な経営を可能とします。 

 農地バンクの下、農地の大規模化を進めます。世界のマーケットを目指し、生産行程や流

通管理の規格化、ＪＥＴＲＯの世界ネットワークを活用したブランド化を展開し、競争力を強化

します。 
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 農政改革を同時並行で一気呵(か)成に進め、若者が農林水産業に自分たちの夢や未来を

託することができる「農政新時代」を、皆さん、共に、切り拓いていこうではありませんか。 

（イノベーションを生み出す規制改革） 

 チャレンジを阻む、あらゆる「壁」を打ち破ります。イノベーションを次々と生み出すための、

研究開発投資、そして規制改革。安倍内閣は、三本目の矢を、次々と打ち続けます。 

 医療情報について、匿名化を前提に利用可能とする新しい仕組みを創設します。ビッグデ

ータを活用し、世界に先駆けた、新しい創薬や治療法の開発を加速します。 

 人工知能を活用した自動運転。その未来に向かって、本年、各地で実証実験が計画されて

います。国家戦略特区などを活用して、自動運転の早期実用化に向けた民間の挑戦を後押

しします。 

 民間の視点に立った行政改革も進めます。長年手つかずであった各種の政府統計につい

て、一体的かつ抜本的な改革を行います。 

 本年四月からガスの小売りを完全に自由化します。昨年の電力自由化と併せ、多様なサー

ビスのダイナミックな展開と、エネルギーコストの低廉化を実現します。 

 水素エネルギーは、エネルギー安全保障と温暖化対策の切り札です。これまでの規制改革

により、ここ日本で、未来の水素社会がいよいよ幕を開けます。三月、東京で、世界で初めて、

大容量の燃料電池を備えたバスが運行を始めます。来年春には、全国で百か所の水素ステ

ーションが整備され、神戸で水素発電による世界初の電力供給が行われます。 

 二〇二〇年には、現在の四十倍、四万台規模で燃料電池自動車の普及を目指します。世

界初の液化水素船による大量水素輸送にも挑戦します。生産から輸送、消費まで、世界に先

駆け、国際的な水素サプライチェーンを構築します。その目標の下に、各省庁にまたがる

様々な規制を全て洗い出し、改革を進めます。 

四 安全・安心の国創り 

（被災地の復興） 

 再生可能エネルギーから大規模に水素を製造する。最先端の実証プロジェクトが、福島で

動き出しました。 

 南相馬では、町工場の若い後継者たちが力を合わせ、災害時に水中調査を行うロボットを

開発しました。その一人、金型工場の二代目、渡邉光貴(こうき)さんが、強い決意を私に語っ

てくれました。 

 「南相馬が『ロボットの町』と言われるよう、若い力で頑張る。」 

 原発事故により大きな被害を受けた浜通り地域は、今、世界最先端の技術が生まれる場所

になろうとしています。 

 福島復興特措法を改正し、イノベーション・コースト構想を推し進めます。官民合同チームの

体制を強化し、生業（なりわい）の復興を加速します。 
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 今年度中に、帰還困難区域を除き、除染が完了します。廃炉、賠償等を安定的に実施する

ことと併せ、二〇二〇年には身近な場所から仮置き場をなくせるよう、中間貯蔵施設の建設

を急ぎます。帰還困難区域でも、復興拠点を設け、五年を目途に避難指示解除を目指し、国

の負担により除染やインフラ整備を一体的に進めます。 

 東北三県では、来年春までに、九十五％を超える災害公営住宅が完成し、高台移転も九割

で工事が完了する見込みです。農業、水産業、観光業など、生業（なりわい）の復興を力強く

支援します。 

 熊本地震以来通行止めとなっていた、俵山トンネルを含む熊本高森線が先月開通し、日本

が誇る観光地・阿蘇へのアクセスが大きく改善しました。今後、熊本空港ターミナルビルの再

建、更には「復興のシンボル」である熊本城天守閣の早期復旧を、国として全力で支援してま

いります。 

（国土の強靱（じん）化） 

 昨年の台風十号では、岩手の岩泉町で、避難が遅れ、九名の高齢者の方々が川の氾濫の

犠牲となりました。現場に足を運び、御冥福をお祈りするとともに、再発防止への決意を新た

にしました。 

 水防法を抜本的に改正します。介護施設、学校、病院など避難に配慮が必要な方々がいら

っしゃる施設では、避難計画の作成、訓練の実施を義務化します。中小河川も含め、地域住

民に水災リスクが確実に周知されるようにします。 

 治水対策の他、水害や土砂災害への備え、最先端技術を活用した老朽インフラの維持管

理など、事前防災・減災対策に徹底して取り組み、国土強靱（じん）化を進めます。 

（生活の安心） 

 糸魚川の大規模火災で被災された方々に、心よりお見舞いを申し上げます。一日も早い生

活再建、事業再開に向け、国も全力で支援してまいります。 

 お年寄りなどを狙った悪質業者が後を絶ちません。被害者の救済を消費者団体が代わって

求める新しい訴訟制度が、昨年スタートしました。これを国民生活センターがバックアップする

仕組みを整え、より迅速な救済を目指します。 

 三年後に迫ったオリンピック・パラリンピックを必ず成功させる。サイバーセキュリティ対策、

テロなど組織犯罪への対策を強化します。受動喫煙対策の徹底、ユニバーサルデザインの

推進、多様な食文化への対応など、この機を活かし、誰もが共生できる街づくりを進めます。 

 昨年七月、障害者施設で何の罪もない多くの方々の命が奪われました。決してあってはな

らない事件であり、断じて許せません。精神保健福祉法を改正し、措置入院患者に対して退

院後も支援を継続する仕組みを設けるなど、再発防止対策をしっかりと講じてまいります。 

五 一億総活躍の国創り 
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 障害や難病のある方も、女性も男性も、お年寄りも若者も、一度失敗を経験した方も、誰も

が生きがいを持って、その能力を存分に発揮できる社会を創る。 

 一億総活躍の「未来」を切り拓くことができれば、少子高齢化という課題も必ずや克服できる

はずです。 

 しかし、家庭環境や事情は、人それぞれ異なります。何かをやりたいと願っても、画一的な

労働制度、保育や介護との両立など様々な「壁」が立ちはだかります。こうした「壁」を一つひ

とつ取り除く。これが、一億総活躍の国創りであります。 

（働き方改革） 

 最大のチャレンジは、一人ひとりの事情に応じた、多様で柔軟な働き方を可能とする、労働

制度の大胆な改革。働き方改革です。 

 アベノミクスによって、有効求人倍率は、現在、二十五年ぶりの高い水準。この三年間ずっ

と一倍を上回っています。正規雇用も一昨年増加に転じ、二十四か月連続で前年を上回る勢

いです。雇用環境が改善する中、民間企業でも、定年延長や定年後も給与水準を維持する

など、前向きな動きが生まれています。 

 雇用情勢が好転している今こそ、働き方改革を一気に進める大きなチャンスです。三月に

実行計画を決定し、改革を加速します。 

 同一労働同一賃金を実現します。昇給の扱いが違う、通勤などの各種手当が支給されない、

福利厚生や研修において扱いが異なるなど、不合理な待遇差を個別具体的に是正するため、

詳細なガイドライン案を策定しました。今後、その根拠となる法改正について、早期の国会提

出を目指し、立案作業を進めます。 

 一年余り前、入社一年目の女性が、長時間労働による過酷な状況の中、自ら命を絶ちまし

た。御冥福を改めてお祈りするとともに、二度と悲劇を繰り返さないとの強い決意で、長時間

労働の是正に取り組みます。いわゆる三六協定でも超えることができない、罰則付きの時間

外労働の限度を定める法改正に向けて、作業を加速します。 

 抽象的なスローガンを叫ぶだけでは、世の中は変わりません。重要なことは、何が不合理

な待遇差なのか、時間外労働の限度は何時間なのか、具体的に定めることです。言葉だけ

のパフォーマンスではなく、しっかりと結果を生み出す働き方改革を、皆さん、共に、進めてい

こうではありませんか。 

（女性の活躍） 

 「人は、幾つからでも、どんな状況からでも、再出発できる。」 

 十六年間子育てに専念した後、リカレント教育を受け、再就職を果たした、島千佳さんの言

葉です。役職にも就き、仕事に大変やりがいを感じているそうです。島さんは、笑顔で、私にこ

う語ってくれました。 

 「子育ての経験をしたからこそ、今の職場で活かせることがたくさんある。」 

 子育てや介護など多様な経験を持つ人たちの存在は、企業にとって大きなメリットを生み出
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すはずです。 

 「百三万円の壁」を打ち破ります。パートで働く皆さんが、就業調整を意識せずに働くことが

できるよう、配偶者特別控除の収入制限を大幅に引き上げます。 

 出産などを機に離職した皆さんの再就職、学び直しへの支援を抜本的に拡充します。復職

に積極的な企業を支援する助成金を創設します。雇用保険法を改正し、教育訓練給付の給

付率、上限額を引き上げます。子どもを託児所に預けながら職業訓練が受けられる、また、

土日・夜間にも必要な講座を受講できるなど、きめ細かく、再就職支援の充実を図ります。 

（成長と分配の好循環） 

 保育や介護と、仕事の両立を図る。 

 子育てを理由に仕事を辞めずに済むよう、育休給付の支給期間を最大二歳まで延長します。

地方と連携し、子育て世帯に対する住宅ローン金利を引き下げ、三世代の近居や同居を支

援します。 

 「待機児童ゼロ」、「介護離職ゼロ」。その大きな目標に向かって、保育、介護の受け皿整備

を加速します。国家戦略特区で実施してきた都市公園に保育園や介護施設の建設を認める

規制緩和を全国展開します。 

 人材を確保するため、来年度予算でも処遇改善に取り組みます。介護職員の皆さんには、

経験などに応じて昇給する仕組みを創り、月額平均一万円相当の改善を行います。保育士

の方々には、概ね経験三年以上で月五千円、七年以上で月四万円の加算を行います。 

 加えて、全ての保育士の皆さんに二％の処遇改善を実施します。これにより、政権交代後、

合計で十％の改善が実現いたします。他方で、あの三年三か月、保育士の方々の処遇は、

改善するどころか、引き下げられていた。重要なことは、言葉を重ねることではありません。責

任を持って財源を確保し、結果を出すことであります。安倍内閣は、言葉ではなく結果で、国

民の負託に応えてまいります。 

 年金受給資格期間を二十五年から十年に短縮します。消費税率引上げを延期した中でも、

十月から、新しく六十四万人の方々に年金支給を開始します。自治体による国保の安定的な

運営のため財政支援を拡充します。最低賃金が大きく上昇を続ける中、失業給付について、

若い世代への支給期間を延長するなど改善を実施します。 

 来年度予算では、政権交代前と比べ、国の税収は十五兆円増加し、新規の公債発行額は

十兆円減らすことができました。こうしたアベノミクスの果実も活かし、「成長と分配の好循環」

を創り上げてまいります。 

 同時に、将来にわたり持続可能な社会保障制度を構築するため、改革の手も決して緩めま

せん。 

 薬価制度の抜本改革を断行します。二年に一回の薬価改定を毎年実施することとし、国民

負担の軽減と医療の質の向上の両立を図ります。医療保険で、高齢者の皆さんが現役世代

より優遇される特例に関し、一定の所得がある方については見直しを実施します。 
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 累次の改革が実を結び、かつて毎年一兆円ずつ増えていた社会保障費の伸びは、今年度

予算に続き来年度予算においても、五千億円以下に抑えることができました。引き続き、経済

再生と財政再建、社会保障改革の三つを同時に実現しながら、一億総活躍の未来を切り拓

いてまいります。 

六 子どもたちが夢に向かって頑張れる国創り 

（個性を大切にする教育再生） 

 我が国の未来。それは、子どもたちであります。 

 子どもたち一人ひとりの個性を大切にする教育再生を進めます。 

 先般成立した教育機会確保法を踏まえ、フリースクールの子どもたちへの支援を拡充し、い

じめや発達障害など様々な事情で不登校となっている子どもたちが、自信を持って学んでい

ける環境を整えます。 

 実践的な職業教育を行う専門職大学を創設します。選択肢を広げることで、これまでの単

線的、画一的な教育制度を変革します。 

（誰にでもチャンスのある教育） 

 「邑(むら)に不学の戸なく、家に不学の人なからしめん」 

 明治日本が、学制を定め、国民教育の理想を掲げたのは、今から百四十年余り前のことで

した。 

 それから七十年余り。日本国憲法が普通教育の無償化を定め、小・中学校九年間の義務

教育制度がスタートしました。 

 本年は、その憲法施行から七十年の節目であります。 

 この七十年間、経済も、社会も、大きく変化しました。子どもたちがそれぞれの夢を追いかけ

るためには、高等教育もまた、全ての国民に真に開かれたものでなければなりません。学制

の序文には、こう記されています。 

 「学問は身を立(たつ)るの財本(もとで)ともいふべきもの」 

 どんなに貧しい家庭で育っても、夢を叶（かな）えることができる。そのためには、誰もが希

望すれば、高校にも、専修学校、大学にも進学できる環境を整えなければなりません。 

 高校生への奨学給付金を更に拡充します。本年春から、その成績にかかわらず、必要とす

る全ての学生が、無利子の奨学金を受けられるようにします。返還についても卒業後の所得

に応じて変える制度を導入することで、負担を軽減します。 

 更に、返還不要、給付型の奨学金制度を、新しく創設いたします。本年から、児童養護施設

や里親の下で育った子どもたちなど、経済的に特に厳しい学生を対象に、先行的にスタートし

ます。来年以降、一学年二万人規模で、月二万円から四万円の奨学金を給付します。 

 幼児教育についても、所得の低い世帯では、第三子以降に加え、第二子も無償とするなど、

無償化の範囲を更に拡大します。 
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 全ての子どもたちが、家庭の経済事情にかかわらず、未来に希望を持ち、それぞれの夢に

向かって頑張ることができる。そうした日本の未来を、皆さん、共に、切り拓いていこうではあ

りませんか。 

七 おわりに 

 子や孫のため、未来を拓く。 

 土佐湾でハマグリの養殖を始めたのは、江戸時代、土佐藩の重臣、野中兼山(けんざん)だ

ったと言われています。こうした言い伝えがあります。 

「美味しいハマグリを、江戸から、土産に持ち帰る。」 

 兼山(けんざん)の知らせを受け、港では大勢の人が待ち構えていました。しかし、到着する

や否や、兼山(けんざん)は、船いっぱいのハマグリを全部海に投げ入れてしまった。ハマグリ

を口にできず、文句を言う人たちを前に、兼山(けんざん)はこう語ったと言います。 

 「このハマグリは、末代までの土産である。子たち、孫たちにも、味わってもらいたい。」 

 兼山(けんざん)のハマグリは、土佐の海に定着しました。そして三百五十年の時を経た今も、

高知の人々に大きな恵みをもたらしている。 

 まさに「未来を拓く」行動でありました。 

 未来は変えられる。全ては、私たちの行動にかかっています。 

 ただ批判に明け暮れたり、言論の府である国会の中でプラカードを掲げても、何も生まれま

せん。意見の違いはあっても、真摯かつ建設的な議論をたたかわせ、結果を出していこうで

はありませんか。 

 自らの未来を、自らの手で切り拓く。その気概が、今こそ、求められています。 

 憲法施行七十年の節目に当たり、私たちの子や孫、未来を生きる世代のため、次なる七十

年に向かって、日本をどのような国にしていくのか。その案を国民に提示するため、憲法審査

会で具体的な議論を深めようではありませんか。 

 未来を拓く。これは、国民の負託を受け、この議場にいる、全ての国会議員の責任でありま

す。 

 世界の真ん中で輝く日本を、一億総活躍の日本を、そして子どもたちの誰もが夢に向かっ

て頑張ることができる、そういう日本の未来を、共に、ここから、切り拓いていこうではありませ

んか。 

 御清聴ありがとうございました。 

 

◎第 192回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説  

平成28年9月26日   

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 
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一 はじめに 

 世界一への執念。 

 歴代最多のメダルラッシュとなったリオ五輪では、世界の強豪たちに真っ向勝負を挑み、最

後の一瞬まで勝利を諦めない選手たちの姿に、日本中が感動しました。 

 四年後の東京オリンピック・パラリンピックは、必ずや、世界一の大会にする。何としても、成

功させなければなりません。同時に、我が国の「未来」を切り拓く。私たちもまた、世界一暮ら

しやすい国、世界一信頼される国を目指し、新たなスタートを切る時です。 

 参議院選挙で、自由民主党と公明党の連立与党は、目標の改選過半数を大きく上回る勝

利を得ることができました。 

 「この道を、力強く、前へ」 

 これが、選挙で示された国民の意思であります。安定的な政治基盤の上に、しっかりと結果

を出していく。国民の負託に応えていく決意であります。 

 この国会に求められていることは、目の前の課題から逃げることではありません。挑戦です。

いかに困難な課題にもチャレンジし、建設的な議論を行って「結果」を出すことであります。 

 一億総活躍、地方創生、農政新時代、そして地球儀を俯瞰する外交。安倍内閣は「未来」へ

の挑戦を続けます。世界の真ん中で輝く、日本の「未来」を、皆さん、共に切り拓いていこうで

はありませんか。 

二 災害復旧・復興 

 この夏、台風十号をはじめ記録的な豪雨が相次ぎました。お亡くなりになった方々に哀悼の

意を表し、被災された全ての皆様にお見舞いを申し上げます。北海道、東北を中心に各地で、

生活インフラ、収穫間近であった農作物などに甚大な被害が発生しており、激甚災害として、

その復旧に全力を挙げてまいります。更なる防災・減災対策に取り組み、国土強靱化を進め

ます。 

 熊本地震から五か月。仮設住宅への入居はほぼ完了しましたが、更に災害公営住宅の建

設、保育所や介護施設の復旧など、被災地の生活再建を加速します。中小・小規模事業者、

農林漁業者の皆さんの事業再開を支援し、生業の復興も進めます。特別交付税を増額し、被

災自治体の財政負担を軽減します。一日も早い復興を目指して取り組んでまいります。 

 東北では、外国人宿泊者が昨年、震災前を上回りました。「観光先進地・東北」を目指し、新

たなチャレンジを支援します。福島では、中間貯蔵施設の建設、除染など住民の帰還に向け

た環境整備、廃炉・汚染水対策を着実に進めながら、未来のエネルギー社会を拓く「先駆け

の地」として、新しい産業の集積を一層促進してまいります。 
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 あの大震災、困難の日々を胸に刻みながら、被災地の皆さんと力を合わせ、新しい東北の

未来を切り拓いてまいります。 

三 アベノミクスの加速 

（国際協調） 

 英国のＥＵ離脱、失速する新興国経済。世界経済は今、大きなリスクに直面しています。 

 新たな危機に陥ることを回避するため、Ｇ７が協力して、全ての政策対応を行う。伊勢志摩

の地で合意しました。英国のＥＵ離脱の判断に際し、Ｇ７が緊密な協議を行い、速やかに行動

しました。 

 先般のＧ２０では、中国をはじめ新興国とも、この危機感を共有しました。世界経済の成長と

市場の安定のため、国際協調の強化に、更なるリーダーシップを発揮してまいります。 

（政策総動員） 

 Ｇ７の議長国として、日本はその責任を果たす。あらゆる政策を総動員いたします。事業規

模二十八兆円を超える経済対策を講じ、内需を力強く下支えします。アベノミクスを一層加速

し、デフレからの脱出速度を最大限まで引き上げてまいります。 

 有効求人倍率は、四十七全ての都道府県で一倍を超えています。史上初めての事です。

実質賃金もプラスに転じ、六か月連続でアップ。雇用の拡大、賃金の上昇による「経済の好

循環」が生まれています。 

 この流れをより確かなものにする。本年、最低賃金を、時給方式となって過去最大の二十五

円引き上げます。千円を目指し、社会全体の所得の底上げを図ります。 

 「経済の好循環」の成否は、全国の中小・小規模事業者の皆さんの元気にかかっています。

生産性向上、販路開拓などの努力を後押しします。下請法の運用基準を十三年ぶりに抜本

改訂し、下請取引の条件改善を進めます。低利融資による資金繰り支援と併せ、地域経済を

支える金融機関のセーフティネットである金融機能強化法を延長します。 

 消費税率十％への引上げを三十か月延期します。平成三十一年十月の実施に向け、軽減

税率導入へ準備を進めます。それまでの間、逆進性対策として、所得の低い世帯への給付を

行います。 

 消費増税が延期された中にあっても、二〇二〇年度の財政健全化目標を堅持します。アベ

ノミクスの果実も活かし、優先順位を付けながら社会保障を充実していきます。無年金者対策

は喫緊の課題であり、来年度中に、年金受給資格期間を二十五年から十年へと短縮します。

「成長と分配の好循環」を創り上げてまいります。 

四 一億総活躍 

   経済対策のキーワードは「未来への投資」。一億総活躍の「未来」を見据え、子育て支援、

介護の拡充を進めます。 
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 「介護離職ゼロ」を目指し、五十万人分の介護の受け皿を前倒しで整備します。介護休業に

積極的な事業者を新たな助成金で支援します。 

 「介護の仕事は、本当にやりがいがある。そのことを国民の皆さんに正しく理解してもらいた

い。」 

 介護福祉士を目指す学生、小金栞さんから聞いた言葉が、私の耳から離れません。大きな

希望を持って介護や保育の道を進んだ、こうした皆さんの高い使命感に、私たちはしっかりと

応えていかなければなりません。 

 技能や経験に応じた給料アップの仕組みを創るなど処遇の改善に取り組みます。補助者の

活用などにより現場の負担軽減を進めます。再就職準備金を倍増する他、あらゆる手を尽く

して、必要な人材の確保に努めていきます。 

 保育の受け皿整備を加速します。小学生の放課後の受け皿づくりも、学校施設を活用し、

全国で展開します。子育て支援を拡充することで、「希望出生率一・八」に向かって、歩みを進

めてまいります。 

 「みんな限界にチャレンジしている」 

 パラリンピック三大会に出場した佐藤真海さんが、かつて私に語ってくれました。リオ・パラリ

ンピックでは、限界を全く感じさせないアスリートたちの姿に、日本全体が勇気をもらいました。 

 障害や難病のある人も、お年寄りも若者も、女性も男性も、一度失敗を経験した人も、誰も

が生きがいを感じられる社会を創ることができれば、少子高齢化というピンチも、大きなチャン

スに変えることができるはずです。 

 二〇二〇年、そしてその先の未来に向かって、誰もがその能力を存分に発揮できる社会を

創る。一億総活躍の「未来」を皆さんと共に切り拓いてまいります。 

 その大きな鍵は、働き方改革です。働く人の立場に立った改革。意欲ある皆さんに多様なチ

ャンスを生み出す、労働制度の大胆な改革を進めます。 

 子育て、介護など多様なライフスタイルと仕事とを両立させるためには、長時間労働の慣行

を断ち切ることが必要です。 

 同一労働同一賃金を実現します。不合理な待遇差を是正するため、新たなガイドラインを年

内を目途に策定します。必要な法改正に向けて、躊躇することなく準備を進めます。「非正

規」という言葉を、皆さん、この国から一掃しようではありませんか。 

 定年引上げに積極的な企業を支援します。意欲ある高齢者の皆さんに多様な就労機会を

提供していきます。 

 各般にわたる労働制度の改革プラン、「働き方改革実行計画」を、今年度内にまとめます。

可能なものから速やかに実行し、一億総活躍の「未来」を切り拓いてまいります。 

 若者こそ、我が国の「未来」。若者への投資を拡大します。本年採用する進学予定者から、

その成績にかかわらず、必要とする全ての学生が、無利子の奨学金を受けられるようにしま

す。給付型の奨学金も、来年度予算編成の中で実現いたします。  



21 

 

五 地方創生 

 一人の若き農業者と、先日、山形で出会いました。 

 「美しい田んぼを守っていきたい」 

 二十二歳の工藤ひかりさんは、農業の道を志した理由をこう語ってくれました。汗水流して

収穫したラズベリー。「おいしかったよ」という声に大きなやりがいを感じているそうです。 

 農家の平均年齢は今、六十六歳を超えています。他方、一見困難に思える、その世界に飛

び込み、チャレンジする若者たちがいます。 

 過疎化、高齢化。地方が直面する困難は、深刻です。しかし、特色ある農林水産物、豊かな

自然、伝統・文化。それぞれの地方が持つ個性は、いまだ十分に活かされているとは言えま

せん。ここに、大きなチャンスがあります。 

 安倍内閣は、地方創生の未来に、大胆に投資していきます。 

 財政投融資を活用し、リニア中央新幹線の全線開業を最大八年間前倒しします。整備新幹

線の建設も加速し、東京と大阪を大きなハブとしながら、全国を一つの経済圏に統合する「地

方創生回廊」を整えます。それぞれの地方が、自らのアイデアで、自らの未来を切り拓く。自

治体による地方創生への挑戦を、新しい交付金によって応援します。 

（観光立国） 

 宮崎の油津港では、海外からのクルーズ船が、四年前の三倍に増えました。英語での観光

案内を地元の高校生たちが買って出るなど、地域に活気が生まれています。 

 旅行収支が、昨年、史上初めて一兆円の黒字となりました。外国人観光客は、三年間で二

倍以上に増え、本年、過去最高、二千万人を大きく上回る見込みです。 

 次は、四千万人の高みを目指し、観光分野に大胆に投資します。 

 岸壁の整備、客船ターミナルの建設など、クルーズ船受入れのための港湾整備を進めます。

滑走路の増設など地方空港の機能を強化します。那覇空港や高松空港では、来月から入国

審査手続の一部を事前に行うバイオカートを導入し、審査待ち時間を最大三割短縮します。

最先端技術を積極的に活用し、世界一の出入国管理体制を整えてまいります。 

 二〇一八年を目途に、三大メガバンクのＡＴＭコーナーの半分、三千台で、海外発行のカー

ドを使えるようにします。クレジットカードのＩＣ対応を義務化し、外国人観光客の皆さんが安心

して決済できる環境を整えます。 

 世界一安全な国創りも欠かせません。多くの若者たちの将来を奪った軽井沢スキーバス事

故の教訓を踏まえ、貸切バス事業への監査機能を抜本的に強化し、許可更新制を導入しま

す。 

 ホテルなどの建設を後押しするため、本年から容積率規制を大幅に緩和しました。Ｗｉ‐Ｆｉの

整備なども支援します。「観光インフラ整備プログラム」を年内に策定し、外国人観光客四千

万人時代を見据え、投資を加速してまいります。 
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（農政新時代） 

 これからの成長の主役は、地方。目指すは、世界であります。 

 三年連続で過去最高を更新してきた農林水産物の輸出は、本年も、昨年を上回るペースで

す。 

 ＴＰＰの早期発効を大きなチャンスとして、一兆円目標の早期達成を目指します。その先に

は、欧州とのＥＰＡの年内大筋合意を目指すなど、「良いものが良い」と評価される経済ルー

ルを世界へ広げ、おいしくて、安全な日本の農林水産物を、世界に売り込みます。輸出基地、

輸出対応型施設を全国に整備します。国際的に遜色ない生産性を目指し、経営規模の拡大

も支援します。 

 農政新時代。その扉を開くのは改革です。農家の所得を増やすため、生産から加工・流通

まであらゆる面での構造改革を進めていきます。肥料や飼料を一円でも安く仕入れ、農産物

を一円でも高く買ってもらう。そうした農家の皆さんの努力を後押しします。年内を目途に、改

革プログラムを取りまとめます。 

 夢や情熱を持って、農林水産業の「未来」に挑戦する。そうした皆さんを、全力で応援してま

いります。 

（世界一を目指す気概） 

 世界シェア七割。 

 欧州、アジアなど世界中で、今、カニ蒲鉾が一世を風靡しています。その製造装置で、世界

の市場を制覇したのは、地方の中小企業です。 

 百年前に誕生した一軒の蒲鉾店は、機械化の工夫を凝らした先に、ものづくり企業へ生ま

れ変わりました。蒲鉾だけでなく、豆腐や菓子の製造装置など新製品を次々と開発。高い技

術力を活かし、世界の食品メーカーに販路を拡大してきました。 

 「限りなき挑戦で、世界のオンリーワンを目指す」。宇部から、世界へ、挑戦を続けています。 

 ひたすらに世界一を目指す気概。オンリーワンで世界を席巻する匠の技。こういう皆さんが

挑戦を続ける限り、日本はまだまだ成長できる。皆さん、今こそ、臆することなく、自信を持っ

て、世界一を目指していこうではありませんか。  

六 地球儀を俯瞰する外交 

 「一生懸命頑張れば、東京ではメダルを取れるかもしれない」 

 リオ五輪・水泳に参加したユスラ・マルディニ選手の言葉です。内戦のシリアを逃れ、凍える

寒さの海を泳ぎ切りました。暗い海で、ボートの中の子どもたちを安心させるため、笑顔を見

せながら泳ぎ続けたそうです。 

 ドイツでも諦めずに練習を続けました。そして目標の地、リオへ。初の難民代表団の一員と

して、夢のプールサイドに立ったユスラさんは、世界中の難民の人たちに、このメッセージを

送りました。 

 「夢は叶えられる」 
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 二〇二〇年「夢」の舞台となる我が国は、その国際社会の期待に応えなければなりません。 

 地域紛争、大量の難民、相次ぐテロ、地球温暖化。世界は多くの困難に直面しています。日

本は、積極的平和主義の旗を高く掲げ、国際社会と手を携え、世界の平和と繁栄に貢献する

決意であります。 

 日本の外交・安全保障の基軸は、日米同盟。これは不変の原則です。日米の絆を一層強

化し、「希望の同盟」として世界の諸課題に共に立ち向かってまいります。 

 その強い信頼関係の下、抑止力を維持しながら、沖縄の基地負担軽減に全力を尽くします。 

 北部訓練場、四千ヘクタールの返還を、二十年越しで実現させます。沖縄県内の米軍施設

の約二割、本土復帰後、最大の返還であります。〇・九六ヘクタールのヘリパッドを既存の訓

練場内に移設することで、その実現が可能となります。もはや先送りは許されません。一つひ

とつ、確実に結果を出すことによって、沖縄の未来を切り拓いてまいります。 

 今月、プーチン大統領と十四回目の会談を行いました。領土問題を解決し、戦後七十一年

を経ても平和条約がない異常な状態に終止符を打ち、経済、エネルギーなど日露協力の大

きな可能性を開花させる。本年中に大統領訪日を実現し、首脳同士のリーダーシップで交渉

を前進させていきます。 

 韓国は、戦略的利益を共有する最も重要な隣国であり、未来志向、相互の信頼の下に、新

しい時代の協力関係を深化させてまいります。 

 中国の平和的発展を歓迎します。地域の平和と繁栄、世界経済に大きな責任を持つことを、

共に自覚し、「戦略的互恵関係」の原則の下、大局的な観点から、関係改善を進めてまいりま

す。 

 これまで延べ百を超える国・地域を訪れ、地球儀を俯瞰する視点で積極的な外交を展開し

てきました。自由、民主主義、基本的人権、法の支配といった基本的価値を共有する国々と

連携を深めてまいりました。 

 「我々は、核兵器のない世界を希求する勇気を持たなければならない」 

 本年、現職の米国大統領として初めて、オバマ大統領による被爆地・広島への訪問が実現

しました。唯一の戦争被爆国として、我が国は、「核兵器のない世界」を目指し、国際社会と

共に、努力を積み重ねてまいります。 

 北朝鮮がまたも核実験を強行したことは、国際社会への明確な挑戦であり、断じて容認でき

ません。弾道ミサイルの発射も繰り返しており、強く非難します。このような挑発的な行動は、

北朝鮮をますます孤立させ、何の利益にもならないことを理解させるべく、国際社会と緊密に

連携しながら、断固として対応してまいります。核、ミサイル、そして、引き続き最重要課題で

ある拉致問題の包括的な解決に向けて具体的な行動を取るよう強く求めます。 

 東シナ海、南シナ海、世界中のどこであろうとも、一方的な現状変更の試みは認められませ

ん。いかなる問題も、力ではなく、国際法に基づいて、平和的・外交的に解決すべきでありま

す。 

 そして、我が国の領土、領海、領空は、断固として守り抜く。強い決意を持って守り抜くことを、
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お誓い申し上げます。 

 現場では、夜を徹して、そして、今この瞬間も、海上保安庁、警察、自衛隊の諸君が、任務

に当たっています。極度の緊張感に耐えながら、強い責任感と誇りを持って、任務を全うする。

その彼らに対し、今この場所から、心からの敬意を表そうではありませんか。  

七 おわりに 

 先月、天皇陛下が、国民に向けておことばを発せられました。天皇陛下の御公務の在り方

について、御年齢や御公務の負担の現状に鑑みる時、その御心労に思いを致し、有識者会

議において国民的な理解の下に議論を深めていく考えであります。 

（未来への架け橋） 

 橋を架ける。 

 熊本の白糸台地は、江戸時代、水に乏しい不毛の大地でした。この困難の中に、布田保之

助は、希望を見出しました。 

 水路橋を架け、山から水を引く。 

 高さ二十メートルもの石橋は当時存在しませんでした。三十億円を超える費用を捻出しなけ

ればならない。高い水圧、大雨、想定外の事態に何度も失敗しました。 

 それでも、保之助は、決して諦めませんでした。三十年以上にわたる挑戦の末に、「通潤

橋」を完成させました。熊本地震で一部損壊したものの、今でも現役。百五十年にわたり白糸

台地を潤し、豊かな実りをもたらしてきた。 

 まさに「未来への架け橋」となりました。 

 少子高齢化、不透明感を増す世界経済、複雑化する国際情勢、厳しい安保環境。我が国

は、今も、様々な困難に直面しています。  私たちに求められていることは、悲観することで

も、評論することでも、ましてや、批判に明け暮れることでもありません。建設的な議論を行い、

先送りすることなく、「結果」を出す。私たちは、国民の代表として、その負託にしっかりと応え

ていこうではありませんか。 

 憲法はどうあるべきか。日本が、これから、どういう国を目指すのか。それを決めるのは政

府ではありません。国民です。そして、その案を国民に提示するのは、私たち国会議員の責

任であります。与野党の立場を超え、憲法審査会での議論を深めていこうではありませんか。 

 決して思考停止に陥ってはなりません。互いに知恵を出し合い、共に「未来」への橋を架け

ようではありませんか。 

 御清聴ありがとうございました。 

 

◎第 190回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説  

平成 28年 1月 22日 
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青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

一 はじめに 

（未来へ挑戦する国会） 

 開国か、攘夷か。 

 百五十年前の日本は、その方針すら決められませんでした。終わらない議論、曖昧な結論、

そして責任の回避。滅び行く徳川幕府を見て、小栗上野介は、こう嘆きました。 

 「一言以て 国を亡ぼすべきもの ありや、 

  どうかなろう と云う一言、これなり 

  幕府が滅亡したるは この一言なり」 

 国民から負託を受けた私たち国会議員は、「どうにかなる」ではいけません。自分たちの手

で「どうにかする」。現実を直視し、解決策を示し、そして実行する。その大きな責任がありま

す。 

 経済成長、少子高齢化、厳しさを増す安全保障環境。この国会に求められていることは、こ

うした懸案に真正面から「挑戦」する。答えを出すことであります。 

 批判だけに明け暮れ、対案を示さず、後は「どうにかなる」。そういう態度は、国民に対して

誠に無責任であります。是非とも、具体的な政策をぶつけあい、建設的な議論を行おうでは

ありませんか。 

 私たち自由民主党と公明党の連立与党は、決して逃げません。安定した政治基盤の下、そ

して、この三年間の大きな実績の上に、いかなる困難な課題にも、果敢に「挑戦」してまいりま

す。 

（世界経済の新しい成長軌道への挑戦） 

 世界経済の不透明感が増しています。これまで力強く成長を牽引してきた新興国経済に、

弱さが見られます。 

 二十一世紀に入って十五年。安い労働力、緩い環境規制、「より安く」生産できる地を求め、

新興国への投資が拡大しました。工業化は、人々を豊かにし、新興国に大きなマーケットを生

み出しました。 

 しかし、経済が成長すれば、労働コストは上がる。公害も発生します。「より安く」を追い求め

る、デフレ型の経済成長には、自ずと限界があります。 

 そのリスクが顕在化する前に、世界が目指すべき、新しい成長軌道を創らねばなりません。 

 イノベーションによって新しい付加価値を生み出し、持続的な成長を確保する。「より安く」で

はなく、「より良い」に挑戦する、イノベーション型の経済成長へと転換しなければなりません。 

 模倣、過酷な労働、環境への負荷。安かろう悪かろうは、世界のマーケットから一掃すべき

であります。二十一世紀にふさわしい経済ルールを世界へと広げる、大いなる「挑戦」。ＴＰＰ

は、その最初の一歩であります。 
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 イノベーションを次々と生み出す社会へと変革する。その鍵は多様性であります。三人寄れ

ば文殊の知恵。多様性の中から、新たなアイデアが生まれ、イノベーションが起こる。「一億

総活躍」は、そうした新しい経済社会システムを創る「挑戦」であります。 

 自然との共存の中で育まれた、おいしくて、安全な日本の農産物。環境と調和し、最大限の

省エネを追求してきた「メイド・イン・ジャパン」の品質。日本は、古来、付加価値の高いものづ

くりを実践してきました。そのマインドを世界へと広げる。日本のリーダーシップが求められて

います。 

 伊勢神宮、美しい入江。日本の長い伝統や文化、豊かな自然を感じられる、伊勢志摩の地

で開く五月のサミットは、その大きな舞台であります。基本的価値を共有する主要国のリーダ

ーたちと、世界経済の未来を論じ、新しい「挑戦」を始める。そのようなサミットにする決意であ

ります。 

二 地方創生への挑戦 

（ＴＰＰは大きなチャンス） 

 人口八億人、ＧＤＰ三千兆円を超える巨大な経済圏。ＴＰＰの誕生は、我が国のＧＤＰを十四

兆円押し上げ、八十万人もの新しい雇用を生み出します。 

 一方で、「ＴＰＰによって農業を続けることができなくなるのではないか」。多くの農家の皆さ

んが不安を抱いておられます。 

 美しい田園風景、伝統ある故郷、助け合いの農村文化。日本が誇るこうした国柄をしっかり

と守っていく。安倍内閣の決意は、決して揺らぐことはありません。 

 米や麦、砂糖・でん粉、牛肉・豚肉、そして乳製品。日本の農業を長らく支えてきた重要品目

については、関税撤廃の例外を確保いたしました。二年半にわたる粘り強い交渉によって、

国益にかなう最善の結果を得ることができました。更に、生産者の皆さんが安心して再生産

に取り組むことができるよう、農業の体質強化と経営安定化のための万全の対策を講じます。 

 北海道・十勝の雄大な大地が育てた生乳は、現在、ソフトクリームの原料に加工され、輸出

を大幅に増やしています。 

 「二〇二〇年までに農林水産物の輸出を一兆円に増やす」。この目標を三年前に掲げた時、

「無理だ」という声が上がりました。「できない」とも言われました。 

 しかし、輸出額は昨年七千億円規模に達し、その結果、「過去最高」を三年連続で更新いた

しました。 

 一兆円目標も二〇二〇年より前倒しで達成いたします。おいしくて、安全な日本の農産物に

とって、ＴＰＰは、ピンチではありません。世界に売り込む大きなチャンスであります。 

 朝早く起き、額に汗して草を引き、精魂込めて作物をこしらえてきた、農家の皆さんの手間

暇が、真っ当に評価されるようになる。それがＴＰＰです。 

 農産物の地理的表示を始め、投資、労働、環境など幅広い分野で、透明で公正なルールが

共有されます。日米両国が主導して、「良いものが良い」と評価される経済ルールを世界へと
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広げる。ＴＰＰは正に「国家百年の計」であります。 

 その先には、欧州とのＥＰＡ、インドや中国を含めたＲＣＥＰなど、自由で公正な経済圏を更

に拡大するため、交渉を加速します。経済統合を大胆に進め、海外の活力を日本の成長へと

取り込んでまいります。 

（農政新時代） 

 この機に、農林水産業の付加価値を更に高め、農業・農村の所得倍増へ取組を加速します。 

 夕張メロン、あおもりカシス、神戸ビーフ。農産物のブランド化を支援します。新たな加工品

の開発など六次産業化のチャレンジへの支援を強化してまいります。 

 意欲ある担い手への農地集約を加速します。農地集積バンクに貸し付けられた農地への固

定資産税を半減する一方、耕作放棄地への課税を強化します。大規模化、大区画化を進め、

国際競争力を強化してまいります。 

 「攻めの農政」の下、四十代以下の新規就農者が年間二万人を超え、この八年間で最も多

くなりました。 

 「きつい仕事だが、やりがいがあります」 

 和歌山で出会った若手林業者の言葉です。緑の雇用事業で家族と共にＩターンして十一年、

地域の林業を支える人材となりました。 

 若者が将来に夢や希望を持てる農業へと改革する。「農政新時代」を、皆さん、共に切り拓

いていこうではありませんか。 

（中小・小規模事業者、中堅企業の海外展開） 

 ＴＰＰの下では、技術移転を強制するような不当な要求が行われることは、一切なくなります。

知的財産も保護されます。高い技術力を持つ、全国津々浦々の中小・小規模事業者、中堅

企業にとって、ＴＰＰは大きなチャンスです。 

 中小・小規模事業者、中堅企業もまた、グローバルな経営が求められる時代です。 

 中小企業版の「競争力強化法」を制定します。海外も視野に入れた営業活動、高度な経営

管理、そのための人材育成を支援します。生産性を高める設備投資については、固定資産

税を三年間半減する、大胆な減税を行います。世界にネットワークを持つＪＥＴＲＯを中心に、

企画段階から販路開拓、商談までを一貫して支援する体制を構築してまいります。 

（被災地の復興） 

 岩手から世界へ。震災を乗り越えた奇跡の醤油は、昨年フランスへ輸出が始まりました。 

 漁網を編む宮城・気仙沼の伝統は、地元の女性たちによって、手編みのセーターに生まれ

変わりました。福島の土湯温泉では、地熱エネルギーを利用して、新しい産品や体験ツアー

を開発し、賑わいを取り戻そうとしています。 

 新しい産業の芽が、東北から次々と育っている。既に二十五回を数えた被災地訪問の度、

地元の皆さんの復興への情熱を感じます。 
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 来年春までに、計画の八十五％に当たる二万五千戸の災害公営住宅が完成し、高台移転

も七割で工事が完了する見込みです。 

 この春、ほぼ全ての漁港が復旧します。来年には、全ての水産加工施設の再開を目指しま

す。農地は八割が作付け可能となる予定です。生業の復興も本格化し、復興は新たなステー

ジへと入ります。 

 今後五年間を復興・創生期間と位置付け、六兆五千億円の財源を確保し、被災地の自立に

つながる支援を行ってまいります。 

 福島では、来年春までに、帰還困難区域を除く避難指示を解除し、一人でも多くの方に故郷

へと戻って頂けるよう、廃炉・汚染水対策を着実に進め、中間貯蔵施設の建設と除染を一層

加速し、生活インフラの復旧に全力で取り組んでまいります。 

 「明るい陽射しが見えてきた」 

 大熊町では復興拠点計画が動き出しました。植物工場、メガソーラー。復興は、単なる復旧

であってはならない。新しいものを創り出し、新しい可能性に挑戦するチャンスです。 

 正に「地方創生の先駆け」であります。 

 被災地の皆さんの故郷への思い、復興への熱意をこれからも全力で応援してまいります。 

（地方の創意工夫） 

 地方創生の原動力。それは、地方の皆さんの「情熱」であります。 

 本年三月までにほぼ全ての自治体で、各地方の創生に向けた総合戦略が策定されます。

自分たちの未来を、自分たちの創意工夫で切り拓く。地方の意欲的なチャレンジを、自由度

の高い「地方創生交付金」によって応援します。 

 地方の発意による、地方のための分権改革を進めます。自治体が地方版ハローワークを設

置し、住民相談や企業支援と一体となった職業紹介が行えるようにします。 

 アベノミクスによって、来年度の地方税収は、政権交代前から五兆円以上増加し、過去最

高となりました。 

 この果実を全国津々浦々にお届けする。消費税率引上げ時に、地方法人税を拡充し、都市

に偏りがちな税収の再分配を行うことで、過疎に直面する地方でも、財源をしっかりと確保し

てまいります。 

 企業版のふるさと納税制度をスタートします。民間の力も大いに活かしながら、ダイナミック

に地方創生を進めてまいります。 

 安全で安心な暮らしを守るため、サイバー犯罪、サイバー攻撃への対策を強化します。高

齢者を狙った悪質商法には、規制を強化し、消費者の迅速な救済を図ります。基礎ぐい工事

問題については、再発防止に向け、明確なルールを創り、適切な施工が行われる体制を整

備します。 

 先般のスキーバスの事故では、多くの未来ある若者たちの命が絶たれました。亡くなられた

方々の御冥福と、負傷された方々の一日も早い回復を、心よりお祈りします。徹底して原因を
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究明し、悲劇を二度と繰り返さないため万全の対策を講じます。 

 昨年も関東・東北豪雨を始め自然災害が相次ぎました。堤防の強化対策、避難訓練の実施、

的確な防災情報の提供など、事前防災・減災対策に徹底して取り組み、国土強靱化を進めて

まいります。 

（観光立国） 

 リニア中央新幹線が本格着工しました。東京と大阪を一時間で結ぶ夢の超特急。最先端技

術の結晶です。 

 三月に北海道新幹線が開業します。札幌へと工事を続けます。九州新幹線も着実に長崎

へとつなげてまいります。東京から富山、金沢を貫く北陸新幹線も、敦賀へと延伸することで、

大阪へとつながる回廊が生まれます。 

 大阪や東京が大きなハブとなって、北から南まで、地方と地方をつないでいく。「地方創生回

廊」を創り上げ、全国を一つの経済圏に統合することで、地方に成長のチャンスを生み出して

まいります。 

 外国人観光客は、三年連続で過去最高を更新し、政権交代前の二倍以上、一千九百万人

を超えました。二十年前、三兆円の赤字であった旅行収支は、五十五年ぶりに黒字となり、

今年度は一兆円を超える黒字が見込まれます。 

 次は三千万人、いや、更なる高みを目指してまいります。戦略的なビザの緩和や、いわゆる

「民泊」を拡大する規制改革を進めます。羽田空港の容量拡大に着手し、国内の税関や検疫、

出入国管理の体制を一層拡充してまいります。 

 沖縄・石垣港を訪れる大型クルーズ船は、この三年で二倍近くに増えました。 

 町で石垣牛を食べ、お土産に黒糖を買う。周辺の島へと足を伸ばす観光客もいて島々が沸

いています。二年後の供用開始に向け、新しい岸壁の整備を進めます。アジアとのハブであ

る沖縄の成長の可能性を開花させるため、今年度を上回る予算を確保してまいります。 

 免税店の数は、この一年で一気に三倍、三万店に増えました。更なる手続の簡素化、免税

対象金額の引下げを行い、年三兆円を上回る外国人観光客の旺盛な消費を、地方が誇るふ

るさと名物の拡大につなげてまいります。 

 豊かな自然、文化や歴史、食など、地方にはそれぞれの「オンリーワン」があります。それを

付加価値へと変えることで、過疎化というマイナスの流れを、プラスへと大きく転換する。地方

創生の実現に向かって、皆さん、共に挑戦しようではありませんか。 

三 一億総活躍への挑戦 

（多様な働き方改革） 

 金星への挑戦。探査機「あかつき」は、五年前、その挑戦に失敗しました。 

 しかし、挫けなかった。先月、再チャレンジに成功しました。その投入軌道を、二年半、数万

通りに及ぶ執念の計算から導き出したのは、一人の女性研究者です。 
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 「家族に感謝したい」 

 そう語る廣瀬史子さんは、この五年の間に、結婚、そして出産を経験し、育児休業を取得し

た後、再びプロジェクトに復帰し、成功の瞬間に立ち会いました。 

 女性も男性も、お年寄りも若者も、一度失敗を経験した人も、障害や難病のある人も、誰も

が活躍できる社会。その多様性の中から、新たなアイデアが生まれ、イノベーションが湧き起

こるはずです。 

 「一億総活躍」への挑戦を始めます。 

 最も重要な課題は、一人ひとりの事情に応じた、多様な働き方が可能な社会への変革。そ

して、ワーク・ライフ・バランスの確保であります。 

 労働時間に画一的な枠をはめる、従来の労働制度、社会の発想を大きく改めていかなけれ

ばなりません。フレックスタイム制度を拡充します。専門性の高い仕事では、時間ではなく成

果で評価する新しい労働制度を選択できるようにします。 

 時間外労働への割増賃金の引上げなどにより長時間労働を抑制します。更に、年次有給

休暇を確実に取得できるようにする仕組みを創り、働き過ぎを防ぎます。 

 女性が活躍できる社会づくりを加速します。妊娠や出産、育児休業などを理由とする、上司

や同僚による嫌がらせ、いわゆる「マタハラ」の防止措置を事業者に義務付けます。男性によ

る育児休業を積極的に促す事業者には、新しい助成金を創設します。 

 障害者総合支援法を改正し、障害者の皆さんが、自立した生活を送り、職場に定着、就業

を継続できるよう、きめ細かな支援を行ってまいります。 

 非正規雇用の皆さんの均衡待遇の確保に取り組みます。短時間労働者への被用者保険の

適用を拡大します。正社員化や処遇改善を進める事業者へのキャリアアップ助成金を拡充し

ます。契約社員でも、原則一年以上働いていれば、育児休業や介護休業を取得できるように

します。更に、本年取りまとめる「ニッポン一億総活躍プラン」では、同一労働同一賃金の実

現に踏み込む考えであります。 

（介護離職ゼロ） 

 介護で自分の人生を犠牲にされたと思わずに済むような社会にしたい。そう訴える、介護経

験者の方の言葉が胸に刺さりました。 

 介護離職者は年間十万人を超えています。離職を機に、高齢者と現役世代が共倒れする

現実もあります。日本の大黒柱、団塊ジュニア世代が大量離職すれば、経済社会は成り立ち

ません。 

 「介護離職ゼロ」という明確な目標を掲げ、現役世代の「安心」も確保する社会保障制度へ

と改革を進めてまいります。 

 在宅介護の負担を軽減します。特別養護老人ホームやサービス付き高齢者住宅など多様

な介護の受け皿を、二〇二〇年代初頭までに五十万人分整備します。介護施設には、首都

圏などの国有地を安く提供いたします。 
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 介護福祉士を志す学生には、返還を免除する奨学金制度を充実します。一旦仕事を離れ

た人が復職する場合には再就職の準備金を支給します。あらゆる施策を総動員し、今後二

十五万人の介護人材を確保してまいります。 

 介護休業の分割取得を可能にし、休業中の給付を四十％から六十七％に引き上げます。

所定外労働の免除、短時間勤務などを可能とし、仕事と介護が両立できる社会を創り上げて

まいります。 

 高齢者の皆さんの七割近くが、六十五歳を超えても働きたいと願っておられる。大変勇気付

けられる数字です。 

 高齢者も雇用保険の適用対象とし、再就職を支援するなど、多様な就労機会を提供します。

更に「ニッポン一億総活躍プラン」では、定年延長に積極的な企業への支援など、定年引上

げに向けた環境を整え、働きたいと願う高齢者の皆さんに道を拓いてまいります。 

 いつまでも、元気で、その豊富な経験や知恵を、能(あた)う限り、社会で発揮して頂きたい。

「生涯現役社会」。単なるスローガンはもう要りません。それを、現実のものにしていこうでは

ありませんか。 

（希望出生率一・八） 

 一億総活躍の最も根源的な課題は、人口減少問題に立ち向かうこと。五十年後も人口一億

人を維持することであります。長年放置されてきた、この課題への挑戦をスタートします。 

 「希望出生率一・八」の実現を目指します。 

 一人でも多くの若者たちの、結婚や出産の希望を叶えてあげたい。 

 所得の低い若者たちには、新婚生活への経済的支援を行います。不妊治療への支援を拡

充します。産前産後期間の年金保険料を免除し、出産の負担を軽減します。妊娠から出産、

子育てまで、様々な不安の相談に応じる「子育て世代包括支援センター」を、全国に展開して

まいります。 

 仕事をしながら子育てできる。そういう社会にしなければなりません。 

 病児保育の充実など、子ども・子育て支援を強化します。目標を上積みし、平成二十九年度

末までに合計で五十万人分の保育の受け皿を整備してまいります。返還免除型の奨学金の

拡充、再就職準備金などの支援を行い、九万人の保育士を確保します。「待機児童ゼロ」を

必ず実現してまいります。 

 大家族による支え合いを応援します。二世帯住宅の建設を支援します。ＵＲの賃貸住宅で

は「近居割」を五％から二十％へと拡大します。新しい住生活基本計画を策定し、三世代の

同居や近居に対する支援に本格的に取り組んでまいります。 

 子どもたちの未来が、家庭の経済事情によって左右されるようなことがあってはなりません。  

 ひとり親家庭への支援を拡充します。所得の低い世帯には児童扶養手当の加算を倍増し、

第二子は月一万円、第三子以降は月六千円を支給します。 

 幼児教育無償化の実現に一歩一歩進んでまいります。所得の低い世帯については、兄弟
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姉妹の年齢に関係なく、第二子は半額、第三子以降は無償にします。 

 高校生への奨学給付金を拡充します。本年採用する大学進学予定者から、卒業後の所得

に応じて返還額が変わる、新たな奨学金制度がスタートします。希望すれば、誰もが、高校に

も、専修学校、大学にも進学できる環境を整えます。 

 いじめや発達障害など様々な事情で不登校となっている子どもたちも、自信を持って学んで

いける環境を整えます。フリースクールの子どもたちへの支援に初めて踏み込みます。子ど

もたち一人ひとりの個性を大切にする教育再生を進めてまいります。 

 日本の未来。それは、子どもたちであります。子どもたちの誰もが、頑張れば、大きな夢を

紡いでいくことができる。そうした社会を、皆さん、共に創り上げていこうではありませんか。  

（アベノミクスの果実） 

 三年間のアベノミクスは、大きな果実を生み出しました。 

 名目ＧＤＰは二十八兆円増えました。国民総所得は四十兆円近く増加し、政権交代選挙で

国民の皆様にお約束した、「失われた国民総所得五十兆円」の奪還は、本年、実現する見込

みであります。 

 来年度予算の税収は十五兆円増えています。社会保障を始めとする歳出の伸びを抑制し、

基礎的財政収支の赤字は、政権交代前の半分以下、十兆円余りにまで減りました。 

 経済再生なくして財政再建なし。二〇二〇年度の財政健全化目標を堅持します。行政改革

も不断に進めてまいります。来年四月の消費税率引上げでは、酒類と外食を除く全ての食品

について、十％に引き上げることなく八％に軽減し、日々の生活で幅広い消費者の皆さんに

負担軽減を実感して頂けるよう、準備を進めます。 

 企業収益は過去最高となりました。中小企業の倒産は、政権交代前と比べて二割減り、一

昨年、二十四年ぶりに一万件を下回りました。昨年は更に一割近く減少しています。 

 雇用は百十万人以上増え、正社員も増加に転じました。正社員の有効求人倍率は、政権交

代前より五割上昇し、統計開始以来最高の水準です。昨年は十七年ぶりの高い賃上げも実

現しました。 

（ＧＤＰ六百兆円） 

 強い経済、「成長」の果実なくして、「分配」を続けることはできません。「成長と分配の好循

環」を創り上げてまいります。 

 「介護離職ゼロ」、「希望出生率一・八」という二つの「的」を射抜くためにも、又その安定的な

基盤の上に、「戦後最大のＧＤＰ六百兆円」というもう一つの「的」を掲げ、新しい「三本の矢」

を放ちます。 

 この春も、企業収益の拡大を賃金の上昇へとつなげる。昨年を上回る賃上げを目指すこと

で、政府と経済界の認識が一致しました。原材料コストの価格への転嫁など、下請企業の取

引条件の改善に官民で取り組みながら、最低賃金についても、千円を目指し、年率三％を目

途に引き上げます。 



33 

 

 昨年の七月八月九月、企業の設備投資は一年前と比べ十一％以上伸びました。三年後に

は更に十兆円上積みできる。その認識で経済界と一致いたしました。 

 法人実効税率を来年度から一気に二十％台へと引き下げ、国際的に遜色のない水準へと

法人税改革を断行します。中小・小規模事業者には固定資産税の大胆な減税を行い、投資

収益率を高め、国内の設備投資を後押しします。 

 経済の好循環によって、内需を押し上げてまいります。 

 日本が、これからも、力強く成長を続ける。その成否は、イノベーションにかかっています。 

 五十年間で五十六億人を輸送し、死亡事故ゼロ。年間十二万本を運行し、遅れは一分以内。

新幹線技術は、日本が誇るイノベーションであります。トップセールスが実を結び、インドでそ

の採用が決まりました。エネルギー、都市開発、日本には質の高いインフラがあります。ＪＢＩ

Ｃに新勘定を創設し、世界へと売り込んでまいります。 

 地球温暖化対策は、新しいイノベーションを生み出すチャンスです。主要排出国を含む全て

の国が参加するパリ協定を歓迎します。温室効果ガスの排出量を二〇三〇年度までに二〇

一三年度比で二十六％削減するとの目標の下、省エネルギーと再生可能エネルギーの大胆

な技術革新、最大限の導入を進めてまいります。十五年間で、次世代自動車の販売を新車

全体の七割にまで引き上げ、自動車市場の姿を一変させます。 

 人工知能、ロボット、ＩｏＴ、宇宙など、次世代を切り拓く挑戦的な研究を支援し、大胆な規制

改革によって新しい可能性を開花させてまいります。国産資源であるメタンハイドレートの商

業化を目指し、調査・開発を進めます。 

 筋肉が衰える難病。その皆さんが自分の足で歩くことができる。「夢のロボットスーツ」の技

術は、筑波大学で誕生しました。企業の協力を得て製品開発に成功。海外の企業とも連携し、

欧州に展開する製品となりました。 

 国内外の研究機関、大学、企業のオープンな連携から、ダイナミックなイノベーションが生ま

れる。あらゆる壁を取り払ってまいります。新しい科学技術基本計画の最大のテーマは、オー

プン・イノベーション。研究開発法人には、世界中から超一流の研究者を集めます。大学では、

国内外の優秀な人材を集めて経営を革新し、積極的な産学連携など、攻めの経営を促しま

す。 

 日本を「世界で最もイノベーションに適した国」としていく。その決意であります。 

四 より良い世界への挑戦 

（地球儀を俯瞰する外交） 

 さて、この三年間で、六十三の国と地域を訪問し、首脳会談は四百回を超えました。 

 地球儀を大きく俯瞰しながら、積極的な平和外交、経済外交を展開する。そして、アジアか

ら環太平洋地域に及ぶ、この地域の平和と繁栄を、確固たるものとしていく。日本こそがその

牽引役であり、私たちはその大きな責任を果たしていかなければなりません。 

 そのことが、我が国自身の平和を守り、更なる繁栄を築く道である。そう確信しております。 
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 自由、民主主義、基本的人権、法の支配といった基本的価値を共有する国々との連携を、

一層深めます。 

 ＡＳＥＡＮ、豪州、インド、欧州とは、これまでも戦略的なパートナーとしてその絆を深めてき

ました。この協力関係を、より広く、より深く、強化してまいります。 

 韓国とは、昨年末、慰安婦問題の最終的かつ不可逆的な解決を確認し、長年の懸案に終

止符を打ちました。戦略的利益を共有する最も重要な隣国として、新しい時代の協力関係を

築き、東アジアの平和と繁栄を確かなものとしてまいります。 

 中国の平和的な台頭は、日本にとっても、世界にとっても、大きなチャンスです。戦略的互

恵関係の原則の下、関係改善の流れを一層強化します。地域の平和と繁栄に大きな責任を

持つ日中両国が、大局的な観点から、安定的に友好関係を発展させることで、国際社会の期

待に応えてまいります。 

 ロシアとは、世界が直面する様々な課題に共に立ち向かう関係を築きたい。ウクライナ情勢

については、Ｇ７の連帯を重視しつつ対処いたします。領土問題の解決、平和条約の締結に

向けて、経済、エネルギー、文化など幅広い分野で関係強化を一歩一歩進めます。あらゆる

機会を見つけて対話を重ねてまいります。 

（希望の同盟） 

 こうした外交を展開する、その基軸は、日米同盟であります。 

 普遍的な価値で結ばれた日米同盟、世界第一位と第三位の経済大国による日米同盟は、

世界の平和と繁栄のため、共に行動する「希望の同盟」であります。 

 貧困、感染症、気候変動。人間の安全保障に関わるあらゆる課題に、米国と力を合わせて、

立ち向かってまいります。 

 その強い信頼関係の下に、抑止力を維持しながら、沖縄の基地負担の軽減に全力で取り

組みます。 

 西普天間住宅地区は、昨年返還が実現し、病院の建設が決まりました。アクセス道路の設

置も日米で合意し、前進を続けています。オスプレイの定期整備は千葉・木更津駐屯地で行

います。普天間飛行場や牧港補給地区の一部の返還前倒しも決まりました。一歩一歩、確実

に結果を出しながら、負担軽減を進めています。 

 学校や住宅に囲まれ、市街地の真ん中にある、普天間飛行場の全面返還を、日米で合意

してから二十年。もはや先送りは許されません。名護市辺野古沖への移設による埋立て面積

は、現在の普天間の三分の一以下に縮小します。普天間が有する三つの機能のうち、二つ

は本土に移転し、オスプレイの運用機能だけに限られます。日常の飛行経路も海上へ変更さ

れ、騒音対策が必要な住宅はゼロになります。 

 沖縄の皆さんと対話を重ね、理解を得る努力を粘り強く続けながら、明日の沖縄を共に切り

拓いてまいります。 
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（積極的平和主義） 

 ネパールを襲った、死傷者二万五千人を超える巨大地震。自衛隊は直ちに現地に展開し、

不眠不休で医療援助に当たりました。 

 部隊が撤収する際、子どもの手を引いた一人のお母さんが、隊員に近寄り、飴をプレゼント

してくれました。食糧が不足する現地で、それは、心からの感謝の気持ちがこもった飴であり

ました。 

 震災で御主人と家を失った、その女性は、隊員の手を握りながら、「ありがとう。ありがと

う。」何度も繰り返していたそうであります。 

 世界のため黙々と汗を流す自衛隊の姿を、世界が称賛し、感謝し、そして頼りにしています。 

 その自衛隊が、積極的平和主義の旗の下、これまで以上に国際平和に力を尽くす。平和安

全法制は、世界から、支持され、高く評価されています。「戦争法案」などという批判は、全く

根拠のないレッテル貼りであった。その証であります。 

 先般、北朝鮮が核実験を強行したことは、断じて容認できません。強く非難します。安保理

決議への明確な違反であり、国際社会と連携して、断固たる対応を取ってまいります。「対話

と圧力」、「行動対行動」の原則を貫きながら、拉致問題の解決に全力を尽くします。拉致、核、

ミサイルの諸懸案の包括的な解決に向けて具体的な行動を取るよう、北朝鮮に強く求めます。 

 もはやどの国も、一国だけで自国の安全を守ることはできない時代です。自国防衛のため

の集団的自衛権の一部行使容認を含め、切れ目のない対応を可能とし、抑止力を高める。

平和安全法制の施行に向けて万全の準備を進めます。国民の命と平和な暮らしを守り抜くと

いう政府の最も重い責任を、しっかりと果たしてまいります。 

（世界の中心で輝く日本） 

 本年から、日本は、安全保障理事会の非常任理事国の重責を担います。国連改革を推し

進め、世界の平和と安定にしっかりと責任を果たしてまいります。 

 本年は、伊勢志摩サミットに世界のリーダーたちを招きます。アフリカの首脳たちが一堂に

会するＴＩＣＡＤも開催します。「女性が輝く世界」に向けた国際女性会議も三年目。日中韓サミ

ットも日本が議長国を務めます。 

 日本が、正に世界の中心で輝く一年となります。 

 日本が世界に誇る文化芸術の魅力を発信する。ソフトパワーを活かし、積極的な文化外交

を展開してまいります。 

 これまでの国を挙げた努力が実を結び、「世界津波の日」が国連総会において全会一致で

採択されました。世界の防災に、日本の教訓を活かしてまいります。 

 中東地域での緊張感が増しています。全ての当事者の自制を求め、その対話を促してまい

ります。欧州には大量の難民が流入しています。その根本的な解決に向けて、保健医療での

協力、経済支援を進め、大きな責任を果たします。 

 国際社会と共にテロとの闘いを進めます。水際対策の強化など国内のテロ対策、危機管理
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を強化し、安全の確保に万全を期してまいります。 

 より良い未来、より良い世界を築く、国際社会の「挑戦」に終わりはありません。そうした世

界の中で、日本は、しっかりとリーダーシップを発揮してまいります。 

五 おわりに 

 ラグビー日本チームの世界への「挑戦」。あの歴史的な勝利は、私たち日本人に、大きな自

信と勇気を与えてくれました。日本で開催されるラグビーワールドカップ、東京オリンピック・パ

ラリンピックの成功に全力を尽くします。 

 継続こそ力。三年間の内政、外交の実績の上に、今後も、ぶれることなく、この道をまっすぐ

に進んで行きます。困難な課題にも真正面から「挑戦」し、結果を出してまいります。 

 「挑戦」 

 日本で初めての孤児院を設立した石井十次は、児童福祉への「挑戦」に、その一身を捧げ

ました。たくさんの子どもたちを、立派に育て上げ、社会へと送り出しました。 

 孤児がいれば救済する。天災の度に子どもの数は増えていきました。食べ物が底を尽き、

何度も困窮しました。コレラが流行し、自らも生死の境を彷徨いました。 

 しかし、いかなる困難に直面しても、決して諦めなかった。強い信念で、児童福祉への「挑

戦」を続けました。 

 「為せよ、屈するなかれ。時重なればその事必らず成らん」 

 安倍内閣は、諦めません。目標に向かって、諦めずに進んでいきます。 

 一億総活躍の未来を拓く。日本と世界の持続的な成長軌道を描く。平和で安定した、より良

い世界を築く。安倍内閣は「挑戦」を続けてまいります。 

 皆さん、共に「挑戦」しようではありませんか。そして、「結果」を出していこうではありません

か。それが、私たち国会議員に課せられた使命であります。 

 ただ「反対」と唱える。政策の違いを棚上げする。それでは、国民への責任は果たせません。 

 経済の舵取りをどうするのか、国民の命と平和な暮らしをどのようにして守るのか。互いの

政策を明らかにして、建設的な論戦を行おうではありませんか。 

 民主主義の土俵である選挙制度の改革、国のかたちを決める憲法改正。国民から負託を

受けた、私たち国会議員は、正々堂々と議論し、逃げることなく答えを出していく。その責任を

果たしていこうではありませんか。 

 御清聴ありがとうございました。 

 

 

 

第189回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説  

平成27年2月12日  

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 
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まず冒頭、シリアにおける邦人殺害テロ事件について、一言、申し上げます。 事件発生以来、

政府はあらゆる手段を尽くしてまいりましたが、日本人がテロの犠牲となったことは、痛恨の

極みであります。衷心より哀悼の誠を捧げるとともに、御家族に心からお悔やみを申し上げま

す。 非道かつ卑劣極まりないテロ行為を、断固非難します。 日本がテロに屈することは決し

てありません。水際対策の強化など、国内外の日本人の安全確保に、万全を期してまいりま

す。そして食糧、医療などの人道支援。テロと闘う国際社会において、日本としての責任を、

毅然として、果たしてまいります。  

１．戦後以来の大改革  

「日本を取り戻す」 そのためには、「この道しかない」 こう訴え続け、私たちは、二年間、全力

で走り続けてまいりました。 先般の総選挙の結果、衆参両院の指名を得て、引き続き、内閣

総理大臣の重責を担うこととなりました。 「安定した政治の下で、この道を、更に力強く、前進

せよ。」 これが総選挙で示された国民の意思であります。全身全霊を傾け、その負託に応え

ていくことを、この議場にいる自由民主党及び公明党の連立与党の諸君と共に、国民の皆様

にお約束いたします。 経済再生、復興、社会保障改革、教育再生、地方創生、女性活躍、そ

して外交・安全保障の立て直し。 いずれも困難な道のり。「戦後以来の大改革」であります。

しかし、私たちは、日本の将来をしっかりと見定めながら、ひるむことなく、改革を進めなけれ

ばならない。逃れることはできません。 明治国家の礎を築いた岩倉具視は、近代化が進ん

だ欧米列強の姿を目の当たりにした後、このように述べています。 「日本は小さい国かもし

れないが、国民みんなが心を一つにして、国力を盛んにするならば、世界で活躍する国にな

ることも決して困難ではない。」 明治の日本人に出来て、今の日本人に出来ない訳はありま

せん。今こそ、国民と共に、この道を、前に向かって、再び歩み出す時です。皆さん、「戦後以

来の大改革」に、力強く踏み出そうではありませんか。  

２．改革断行  

（農家の視点に立った農政改革） 戦後1600万人を超えていた農業人口は、現在、200万人。

この70年で8分の1まで減り、平均年齢は66歳を超えました。もはや、農政の大改革は、待っ

たなしであります。 何のための改革なのか。強い農業を創るための改革。農家の所得を増

やすための改革を進めるのであります。 60年ぶりの農協改革を断行します。農協法に基づく

現行の中央会制度を廃止し、全国中央会は一般社団法人に移行します。農協にも会計士に

よる監査を義務付けます。意欲ある担い手と地域農協とが力を合わせ、ブランド化や海外展

開など農業の未来を切り拓く。そう。これからは、農家の皆さん、そして地域農協の皆さんが

主役です。 農業委員会制度の抜本改革にも、初めて、踏み込みます。地域で頑張る担い手

がリードする制度へと改め、耕作放棄地の解消、農地の集積を一層加速いたします。 農業

生産法人の要件緩和を進め、多様な担い手による農業への参入を促します。いわゆる「減

反」の廃止に向けた歩みを更に進め、需要ある作物を振興し、農地のフル活用を図ります。

市場を意識した競争力ある農業へと、構造改革を進めてまいります。 「変化こそ唯一の永遠
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である。」 明治時代、日本画の伝統に新風を持ち込み、改革に挑んだ岡倉天心の言葉です。 

伝統の名の下に、変化を恐れてはなりません。 農業は、日本の美しい故郷を守ってきた、

「国の基」であります。だからこそ、今、「変化」を起こさねばならない。必ずや改革を成し遂げ、

若者が自らの情熱で新たな地平を切り拓くことができる、新しい日本農業の姿を描いてまいり

ます。 目指すは世界のマーケット。林業、水産業にも、大きな可能性があります。昨年、農林

水産物の輸出は六千億円を超え、過去最高を更新いたしました。しかし、まだまだ少ない。世

界には340兆円規模の食市場が広がっています。内外一体の改革を進め、安全で、おいしい

日本の農水産物を世界に展開してまいります。  

（オープンな世界を見据えた改革） オープンな世界へと果敢に踏み出す。日本の国益を確保

し、成長を確かなものとしてまいります。 最終局面のＴＰＰ交渉は、いよいよ出口が見えてま

いりました。米国と共に交渉をリードし、早期の交渉妥結を目指します。欧州とのＥＰＡについ

ても、本年中の大筋合意を目指し、交渉を更に加速してまいります。 経済のグローバル化は

一層進み、国際競争に打ち勝つことができなければ、企業は生き残ることはできない。政府も

また然り。オープンな世界を見据えた改革から逃れることはできません。 全ての上場企業が、

世界標準に則った新たな「コーポレートガバナンス・コード」に従うか、従わない場合はその理

由を説明する。その義務を負うことになります。 法人実効税率を2.5％引き下げます。35％近

い現行税率を数年で20％台まで引き下げ、国際的に遜色のない水準へと法人税改革を進め

てまいります。  

（患者本位の医療改革） 患者本位の新たな療養制度を創設します。世界最先端の医療を日

本で受けられるようにする。困難な病気と闘う患者の皆さんの思いに応え、その申出に基づ

いて、最先端医療と保険診療との併用を可能とします。更に、安全性、有効性が確立すれば、

国民皆保険の下で保険適用としてまいります。 医療法人制度の改革も実施します。外部監

査を導入するなど、経営の透明化を進めます。更に、異なる機能を持つ複数の医療法人の

連携を促す新たな仕組みを創設し、地域医療の充実に努めます。  

（エネルギー市場改革） 電力システム改革も、いよいよ最終段階に入ります。電力市場の基

盤インフラである送配電ネットワークを、発電、小売から分離し、誰もが公平にアクセスできる

ようにします。ガス事業でも小売を全面自由化し、あらゆる参入障壁を取り除いてまいります。

競争的で、ダイナミックなエネルギー市場を創り上げてまいります。 低廉で、安定した電力供

給は、日本経済の生命線であります。責任あるエネルギー政策を進めます。 燃料輸入の著

しい増大による電気料金の上昇は、国民生活や中小・小規模事業の皆さんに大きな負担とな

っています。原子力規制委員会が新規制基準に適合すると認めた原発は、その科学的・技

術的な判断を尊重し、再稼働を進めます。国が支援して、しっかりとした避難計画の整備を進

めます。立地自治体を始め関係者の理解を得るよう、丁寧な説明を行ってまいります。 長期

的に原発依存度を低減させていくとの方針は変わりません。あらゆる施策を総動員して、徹

底した省エネルギーと、再生可能エネルギーの最大限の導入を進めてまいります。 安倍内

閣の規制改革によって、昨年、夢の水素社会への幕が開きました。全国に水素ステーション
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を整備し、燃料電池自動車の普及を加速させます。大規模な建築物に省エネ基準への適合

義務を課すなど、省エネ対策を抜本的に強化してまいります。 安全性、安定供給、効率性、

そして環境への適合。これらを十分に検証し、エネルギーのベストミックスを創り上げます。そ

して世界の温暖化対策をリードする。ＣＯＰ21に向け、温室効果ガスの排出について、新しい

削減目標と具体的な行動計画を、できるだけ早期に策定いたします。  

（改革推進のための行政改革） 各般の改革を進めるため、行政改革を、併せ、断行いたしま

す。 歴代内閣で肥大化の一途を辿ってきた、内閣官房・内閣府の事務の一部を各省に移管

し、重要政策における内閣の総合調整機能が機動的に発揮できるような体制を整えます。 

17の独立行政法人を七法人へと統合します。私たちが進める改革は、単なる数合わせでは

ありません。攻めの農業を始め諸改革を強力に進めていくための統合であります。金融庁検

査の導入など、法人毎の業務の特性に応じたガバナンス体制を整備し、独立行政法人の政

策実施機能を強化してまいります。 4月から日本医療研究開発機構が始動します。革新的な

がん治療薬の開発やｉＰＳ細胞の臨床応用などに取り組み、日本から、医療の世界にイノベー

ションを起こします。 日本を「世界で最もイノベーションに適した国」にする。世界中から超一

流の研究者を集めるため、世界最高の環境を備えた新たな研究開発法人制度を創ります。Ｉ

Ｔやロボット、海洋や宇宙、バイオなど、経済社会を一変させる挑戦的な研究を大胆に支援し

てまいります。  

（改革断行国会） 「知と行は二つにして一つ」 何よりも実践を重んじ、明治維新の原動力とな

る志士たちを育てた、吉田松陰先生の言葉であります。 成長戦略の実行。大胆な規制改革

によって、生産性を押し上げ、国際競争力を高めていく。オープンな世界に踏み出し、世界の

成長力を取り込んでいく。為すべきことは明らかです。要は、やるか、やらないか。 この国会

に求められていることは、単なる批判の応酬ではありません。「行動」です。「改革の断行」で

あります。日本の将来を見据えながら、大胆な改革を、皆さん、実行しようではありませんか。  

３．経済再生と社会保障改革  

（経済の好循環） この二年間、全力で射込んできた「三本の矢」の経済政策は、確実に成果

を挙げています。 中小・小規模事業者の倒産件数は、昨年、24年ぶりの低い水準となりまし

た。就職内定を得て新年を迎えた新卒予定者は、八割を超えました。大卒で六年ぶり、高卒

で21年ぶりに高い内定率です。有効求人倍率は、1年以上にわたって、一倍を超え、仕事を

探す人よりも、人を求める仕事の数が多くなっています。正社員においても、10年前の調査開

始以来、最高の水準となりました。 この機を活かし、正規雇用を望む派遣労働者の皆さんに、

そのチャンスを広げます。派遣先企業への直接雇用の依頼など正社員化への取組を派遣元

に義務付けます。派遣先の労働者との均衡待遇の確保にも取り組み、一人ひとりの選択が

実現できる環境を整えてまいります。 昨年、過去十五年間で最高の賃上げが実現しました。

そしてこの春も、企業収益の拡大を賃金の上昇につなげる。更には、中小・小規模事業の皆

さんが原材料コストを価格に転嫁しやすくし、経済の好循環を継続させていく。その認識で、

政労使が一致いたしました。 デフレ脱却を確かなものとするため、消費税率10％への引上
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げを18か月延期し、平成29年4月から実施します。そして賃上げの流れを来年の春、再来年

の春と続け、景気回復の温かい風を全国津々浦々にまで届けていく。そのことによって、経済

再生と財政再建、社会保障改革の三つを、同時に達成してまいります。 来年度予算は、新

規の国債発行額が六年ぶりに40兆円を下回り、基礎的財政収支の赤字半減目標を達成する

予算としました。2020年度の財政健全化目標についても堅持し、夏までに、その達成に向け

た具体的な計画を策定いたします。  

（社会保障の充実） 消費増税が延期された中にあっても、アベノミクスの果実も活かし、社会

保障を充実してまいります。 難病の皆さんへの医療費助成を大幅に広げます。先月から、小

児慢性特定疾病について、新たに107疾病を助成対象としました。難病についても、この7月

を目指し、300疾病へと広げてまいります。先月から高額療養費制度を見直しました。所得の

低い方々の医療費負担を軽減いたします。 認知症対策を推進します。早期の診断と対応に

加え、認知症の皆さんが、できる限り住み慣れた地域で暮らしていけるよう、環境を整えてま

いります。国民健康保険への財政支援を拡充することと併せ、その財政運営を市町村から都

道府県に移行することにより、国民皆保険の基盤を強化してまいります。 所得の低い高齢者

世帯の皆さんの介護保険料を軽減いたします。介護職員の皆さんに月額1万2千円相当の処

遇改善を行い、サービスの充実にも取り組みます。他方で、利用者の負担を軽減し、保険料

の伸びを抑えるため、増え続ける介護費用全体を抑制します。社会福祉法人について、経営

組織の見直しや内部留保の明確化を進め、地域に貢献する福祉サービスの担い手へと改革

してまいります。 子育て世帯の皆さんを応援します。子ども・子育て支援新制度は、予定通り、

四月から実施いたします。引き続き「待機児童ゼロ」の実現に全力投球してまいります。幼児

教育や保育に携わる皆さんに三％相当の処遇改善を行い、小学校の教室を利用した放課後

児童クラブの拡大や、休日・夜間保育、病児保育の充実など、多様な保育ニーズにもしっかり

と応えてまいります。  

４．誰にでもチャンスに満ち溢れた日本  

（女性が輝く社会） その担い手として、これまで子育てに専念してきた女性の皆さんの力にも、

大いに期待しています。「子育て支援員」制度がスタートします。子育ても一つのキャリア。そ

のかけがえのない、素晴らしい経験を活かしてほしいと思います。 私は、女性の力を、強く信

じます。家庭で、地域社会で、職場で、それぞれの場で活躍している全ての女性が、その生き

方に自信と誇りを持ち、輝くことができる社会を創り上げてまいります。 「女性活躍推進法

案」を再び提出し、早期の成立を目指します。国、地方、企業などが一体となって、女性が活

躍しやすい環境を整える。社会全体の意識改革を進めてまいります。 本年採用の国家公務

員から、女性の比率が三割を超えます。2020年には、あらゆる分野で指導的地位の三割以

上が女性となる社会を目指し、女性役員などの情報の開示、育児休業中の職業訓練支援な

ど、女性登用に積極的な企業を応援してまいります。  

（柔軟かつ多様な働き方） 高齢者の皆さんに、多様な就業機会を提供する。シルバー人材セ

ンターには、更にその機能を発揮してもらいます。障害や難病、重い病気を抱える皆さんにも、
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きめ細かな支援を行い、就労のチャンスを拡大してまいります。 あらゆる人が、生きがいを

持って、社会で活躍できる。そうすれば、少子高齢社会においても、日本は力強く成長できる

はずです。 そのためには、労働時間に画一的な枠をはめる、従来の労働制度、社会の発想

を、大きく改めていかなければなりません。子育て、介護など働く方々の事情に応じた、柔軟

かつ多様な働き方が可能となるよう、選択肢の幅を広げてまいります。 昼が長い夏は、朝早

くから働き、夕方からは家族や友人との時間を楽しむ。夏の生活スタイルを変革する新たな

国民運動を展開します。 夏休みの前に働いた分、子どもに合わせて長い休みを取る。そん

な働き方も、フレックスタイム制度を拡充して、可能とします。専門性の高い仕事では、時間で

はなく成果で評価する新たな労働制度を選択できるようにします。 時間外労働への割増賃

金の引上げなどにより、長時間労働を抑制します。更に、年次有給休暇を確実に取得できる

ようにする仕組みを創り、働き過ぎを防ぎ、ワーク・ライフ・バランスが確保できる社会を創っ

てまいります。  

（若者の活躍） 日本の未来を創るのは、若者です。若者たちには、社会で、その能力を思う

存分発揮し、大いに活躍してもらいたいと願います。 若者への雇用対策を抜本的に強化しま

す。3割を超える若者が早期離職する現実を踏まえ、新卒者を募集する企業には、残業、研

修、離職などの情報提供を求めます。若者の使い捨てが疑われる企業からは、ハローワーク

で新卒求人を受理しないようにいたします。 非正規雇用の若者たちには、キャリアアップ助

成金を活用して正規雇用化を応援します。魅力ある中小企業がたくさんある。そのことを若者

たちに知ってもらうための仕組みを強化します。  

（子どもたちのための教育再生） 「娘は今、就職に向けて前向きに頑張っております。」 20歳

の娘さんを持つお母さんから、手紙を頂きました。娘さんは、幼い頃から学習困難があり、友

達と違う自分に悩んできたといいます。 「娘はだんだん自己嫌悪がひどくなり『死んでしまい

たい』と泣くこともありました・・・学校に行くたびに輝きが失せていく・・・しかし、娘は世の中に

置いて行かれまいと、学校に通いました。」 中学一年生の時、不登校になりました。しかし、

フリースクールとの出会いによって、自信を取り戻し、再び学ぶことができました。大きな勇気

を得て、社会の偏見に悩みながらも、今は就職活動にもチャレンジしているそうです。その手

紙は、こう結ばれていました。 

「子どもは大人の鏡です。大人の価値観が変わらない限りいじめは起こり、無くなることはな

いでしょう。・・・多様な人、多様な学び、多様な生き方を受け入れ、認め合う社会を目指す日

本であってほしいと切に願っております。ちっぽけな母親の願いです。」と。 否、当然の願い

であります。子どもたちの誰もが、自信を持って、学び、成長できる環境を創る。これは、私た

ち大人の責任です。 フリースクールなどでの多様な学びを、国として支援してまいります。義

務教育における「六・三」の画一的な学制を改革します。小中一貫校の設立も含め、九年間

の中で、学年の壁などにとらわれない、多様な教育を可能とします。 「できないことへの諦

め」ではなく「できることへの喜び」を与える。地域の人たちの協力を得ながら、中学校で放課

後などを利用して無償の学習支援を行う取組を、全国二千か所に拡大します。 子どもたちの
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未来が、家庭の経済事情によって左右されるようなことがあってはなりません。子どもの貧困

は、頑張れば報われるという真っ当な社会の根幹に関わる深刻な問題です。 所得の低い世

帯の幼児教育にかかる負担を軽減し、無償化の実現に向け、一歩一歩進んでまいります。希

望すれば、高校にも、専修学校、大学にも進学できる環境を整えます。高校生に対する奨学

給付金を拡充します。大学生への奨学金も、有利子から無利子への流れを加速し、将来的に、

必要とする全ての学生が、無利子奨学金を受けられるようにしてまいります。 誰にでもチャン

スがある、そしてみんなが夢に向かって進んでいける。そうした社会を、皆さん、共に創り上げ

ようではありませんか。  

５．地方創生  

（地方にこそチャンス） 地方で就職する学生には、奨学金の返済を免除する新たな仕組みを

創ります。東京に住む10代・20代の若者に尋ねると、その半分近くが、地方への移住を望ん

でいる。大変勇気づけられる数字です。 地方にこそチャンスがある。 若者たちの挑戦を力

強く後押しします。一度失敗すると全てを失う、「個人保証」偏重の慣行を断ち切ります。全国

の金融機関、中小・小規模事業の皆さんへの徹底を図ります。政府調達では、創業から十年

未満の企業を優先するための枠組みを創り、新たなビジネスに挑む中小・小規模事業の皆さ

んのチャンスを広げてまいります。 地方にチャンスを見出す企業も応援します。本社などの

拠点を地方に移し、投資や雇用を拡大する企業を、税制により支援してまいります。地域なら

ではの資源を活かした、新たな「ふるさと名物」の商品化、販路開拓も応援し、地方の「しごと

づくり」を進めてまいります。 地方こそ成長の主役です。 外国人観光客は、この2年間で500

万人増加し、過去最高、1300万人を超えました。ビザ緩和などに戦略的に取り組み、更なる

高みを目指します。  

日本を訪れる皆さんに、北から南まで、豊かな自然、文化や歴史、食など、地方の個性あふ

れる観光資源を満喫していただきたい。国内の税関や検疫、出入国管理の体制を拡充いた

します。全国各地と結ぶ玄関口、羽田空港の機能強化を進めます。地元の理解を得て飛行

経路を見直し、国際線の発着枠を2020年までに年四万回増やします。成田空港でも、管制機

能を高度化し、同様に年四万回、発着枠を拡大します。アジアとのハブである沖縄では、那覇

空港第二滑走路の建設を進めます。2021年度まで毎年3000億円台の予算を確保するとした

沖縄との約束を重んじ、その実施に最大限努めてまいります。  

（地方目線の行財政改革） 熱意ある地方の創意工夫を全力で応援する。それこそが、安倍

内閣の地方創生であります。 地方の努力が報われる、地方目線の行財政改革を進めます。

それぞれの地方が、特色を活かしながら、全国にファンを増やし、財源を確保する。ふるさと

納税を拡大してまいります。手続も簡素化し、より多くの皆さんに、地方の応援団になってほ

しいと思います。 地方分権でも、霞が関が主導する従来のスタイルを根本から改め、地方の

発意による、地方のための改革を進めてまいります。地方からの積極的な提案を採用し、農

地転用などの権限を移譲します。更に、国家戦略特区制度を進化させ、地方の情熱に応えて

規制改革を進める「地方創生特区」を設けてまいります。  
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（安心なまちづくり） 伝統ある美しい日本を支えてきたのは、中山間地や離島にお住まいの

皆さんです。医療や福祉、教育、買物といった生活に必要なサービスを、一定のエリアに集め、

周辺の集落と公共交通を使って結ぶことで、小さくても便利な「まちづくり」を進めてまいります。 

安全で安心な暮らしは、何よりも重要です。ストーカー、高齢者に対する詐欺など、弱い立場

の人たちを狙った犯罪への対策を強化してまいります。児童虐待から子どもたちを守るため、

ＳＯＳの声を「いち・はや・く」キャッチする。児童相談所への全国共通ダイヤル「189」を、この

七月から運用開始いたします。 御嶽山の噴火を教訓に、地元と一体となって、観光客や登

山者の警戒避難体制を充実するなど、火山防災対策を強化してまいります。近年増加するゲ

リラ豪雨による水害や土砂災害などに対して、インフラの整備に加え、避難計画の策定や訓

練の実施など、事前防災・減災対策に取り組み、国土強靱化を進めてまいります。 昨年は各

地で自然災害が相次ぎました。その度に、自衛隊、警察、消防などの諸君が、昼夜を分かた

ず、また危険も顧みず、懸命の救助活動に当たってくれました。 「たくさん雪が降っていて、と

っても、こわかったです。」 昨年12月の大雪では、徳島県でいくつもの集落が孤立しました。

災害派遣された自衛隊員に、地元の中学校の子どもたちが手紙をくれました。 「そんなとき、

自衛隊のみなさんが、来てくれて、助けてくれて、かんしゃの気持ちでいっぱいです。・・・わた

したちも、みなさんに何かしなくては！と思い、手紙を書きました。」 

私たちもまた、彼らの高い使命感と責任感に対し、今この場から、改めて、感謝の意を表した

いと思います。  

６．外交・安全保障の立て直し  

（平和国家としての歩み） 昨年10月、海上自衛隊の練習艦隊が、5か月間の遠洋航海から帰

国しました。 「国のために戦った方は、国籍を超えて、敬意を表さなければならない。」 ソロ

モン諸島リロ首相の心温まる御協力を頂き、今回の航海では、先の大戦の激戦地ガダルカ

ナル島で収容された137柱の御遺骨に、祖国へと御帰還いただく任務にあたりました。 今も

異国の地に眠るたくさんの御遺骨に、一日も早く、祖国へと御帰還いただきたい。それは、今

を生きる私たちの責務であります。硫黄島でも、12000柱もの御遺骨の早期帰還に向け、来

年度中に滑走路下百か所の掘削を完了し、取組を加速してまいります。 祖国の行く末を案じ、

家族の幸せを願いながら、お亡くなりになった、こうした尊い犠牲の上に、私たちの現在の平

和があります。 平和国家としての歩みは、これからも決して変わることはありません。国際情

勢が激変する中で、その歩みを更に力強いものとする。国民の命と幸せな暮らしは、断固とし

て守り抜く。そのために、あらゆる事態に切れ目のない対応を可能とする安全保障法制の整

備を進めてまいります。  

（戦後七十年の「積極的平和主義」） 本年は、戦後70年の節目の年にあたります。 我が国

は、先の大戦の深い反省と共に、ひたすらに自由で民主的な国を創り上げ、世界の平和と繁

栄に貢献してまいりました。その誇りを胸に、私たちは、これまで以上に世界の平和と安定に

貢献する国とならなければなりません。次なる80年、90年、そして100年に向けて、その強い

意志を世界に向けて発信してまいります。 幾多の災害から得た教訓や経験を世界と共有す
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る。3月、仙台で国連防災世界会議を開きます。「島国ならでは」の課題に共に立ち向かう。五

月、いわきで太平洋・島サミットを開催します。21世紀こそ、女性への人権侵害が無い世紀と

する。女性が輝く世界に向けて、昨年に引き続き、秋口には、世界中から活躍している女性

の皆さんに、日本にお集まりいただきたいと考えています。 本年はまた、被爆70年の節目で

もあります。唯一の戦争被爆国として、日本が、世界の核軍縮、不拡散をリードしてまいりま

す。 国連創設から70年にあたる本年、日本は、安全保障理事会・非常任理事国に立候補い

たします。そして、国連を21世紀にふさわしい姿へと改革する。その大きな役割を果たす決意

であります。 

本年こそ、「積極的平和主義」の旗を一層高く掲げ、日本が世界から信頼される国となる。戦

後70年にふさわしい1年としていきたい。そう考えております。  

（地球儀を俯瞰する外交） 今後も、豪州、ＡＳＥＡＮ諸国、インド、欧州諸国など、自由や民主

主義、基本的人権や法の支配といった基本的価値を共有する国々と連携しながら、地球儀を

俯瞰する視点で、積極的な外交を展開してまいります。 その基軸は日米同盟であります。こ

の2年間で、日米同盟の絆は復活し、揺るぎないものとなりました。日米ガイドラインの見直し

を進め、その抑止力を一層高めてまいります。 現行の日米合意に従って、在日米軍再編を

進めてまいります。3月末には、西普天間住宅地区の返還が実現いたします。学校や住宅に

囲まれ、市街地の真ん中にある普天間飛行場の返還を、必ずや実現する。そのために、引き

続き沖縄の方々の理解を得る努力を続けながら、名護市辺野古沖への移設を進めてまいり

ます。今後も、日米両国の強固な信頼関係の下に、裏付けのない「言葉」ではなく実際の「行

動」で、沖縄の基地負担の軽減に取り組んでまいります。 日本と中国は、地域の平和と繁栄

に大きな責任を持つ、切っても切れない関係です。昨年11月、習近平国家主席と首脳会談を

行って、「戦略的互恵関係」の原則を確認し、関係改善に向けて大きな一歩を踏み出しました。

今後、様々なレベルで対話を深めながら、大局的な観点から、安定的な友好関係を発展させ、

国際社会の期待に応えてまいります。 韓国は、最も重要な隣国です。日韓国交正常化50周

年を迎え、関係改善に向けて話合いを積み重ねてまいります。対話のドアは、常にオープン

であります。 ロシアとは、戦後70年経った現在も、いまだ平和条約が締結できていない現実

があります。プーチン大統領とは、これまで10回にわたる首脳会談を行ってまいりました。大

統領の訪日を、本年の適切な時期に実現したいと考えております。これまでの首脳会談の積

み重ねを基礎に、経済、文化など幅広い分野で協力を深めながら、平和条約の締結に向け

て、粘り強く交渉を続けてまいります。 北朝鮮には、拉致、核、ミサイルの諸懸案の包括的な

解決を求めます。最重要課題である拉致問題について、北朝鮮は、迅速な調査を行い、一刻

も早く、全ての結果を正直に通報すべきであります。今後とも、「対話と圧力」、「行動対行動」

の原則を貫き、拉致問題の解決に全力を尽くしてまいります。  

７．2020年の日本  

（東日本大震災からの復興） 昨年末、日本を飛び立った「はやぶさ２」。宇宙での挑戦を続け

ています。小惑星にクレーターを作ってサンプルを採取する。そのミッションを可能とした核心
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技術は、福島で生まれました。東日本大震災で一時は休業を強いられながらも、技術者の皆

さんの熱意が、被災地から「世界初」の技術を生み出しました。 福島を、世界最先端の研究、

新産業が生まれる地へと再生する。原発事故によって被害を受けた浜通り地域に、ロボット

関連産業などの集積を進めてまいります。 中間貯蔵施設の建設を進め、除染を更に加速し

ます。東京電力福島第一原発の廃炉・汚染水対策に、国も前面に立ち、全力で取り組みます。

福島復興再生特別措置法を改正し、避難指示の解除に向けて、復興拠点が円滑に整備でき

るようにします。財政面での支援も拡充し、故郷に帰還する皆さんの生活再建を力強く後押し

してまいります。 3月には、東北の被災地を貫く常磐自動車道が、いよいよ全線開通いたしま

す。多くの観光客に東北を訪れていただきたい。被災地復興の起爆剤となることを期待してい

ます。 高台移転は九割、災害公営住宅は八割の事業がスタートしています。住まいの再建

を続けると同時に、孤立しがちな被災者への見守りなどの「心」の復興、農林水産業や中小

企業など「生業」の復興にも、全力を挙げてまいります。 「はやぶさ２」は、福島生まれの技術

がもたらした小惑星のサンプルと共に、2020年、日本に帰ってきます。その時には、東北の姿

は一変しているに違いありません。いや、一変させなければなりません。「新たな可能性と創

造」の地としての東北を、皆さん、共に創り上げようではありませんか。  

（オリンピック・パラリンピック） その同じ年に、私たちは、オリンピック・パラリンピックを開催い

たします。 必ずや成功させる。その決意で、専任の担当大臣の下、インフラ整備からテロ対

策まで、多岐にわたる準備を本格化してまいります。 スポーツ庁を新たに設置し、日本から

世界へと、スポーツの価値を広げます。子どもも、お年寄りも、そして障害や難病のある方も、

誰もがスポーツをもっと楽しむことができる環境を整えてまいります。  

（日本は変えられる） 私たち日本人に、「2020年」という共通の目標ができました。 昨年、日

本海では、世界に先駆けて、表層型メタンハイドレート、いわゆる「燃える氷」の本格的なサン

プル採取に成功しました。「日本は資源に乏しい国である」。そんな「常識」は、2020年には、

もはや「非常識」になっているかもしれません。 「日本は変えられる」。全ては、私たちの意志

と行動にかかっています。 15年近く続いたデフレ。その最大の問題は、日本人から自信を奪

い去ったことではないでしょうか。しかし、悲観して立ち止まっていても、何も変わらない。批判

だけを繰り返していても、何も生まれません。 「日本国民よ、自信を持て」 戦後復興の礎を

築いた吉田茂元総理の言葉であります。 昭和の日本人に出来て、今の日本人に出来ない

訳はありません。私は、この議場にいる全ての国会議員の皆さんに、再度、呼び掛けたいと

思います。 全ては国民のため、党派の違いを超えて、選挙制度改革、定数削減を実現させ

ようではありませんか。憲法改正に向けた国民的な議論を深めていこうではありませんか。 

そして、日本の未来を切り拓く。そのために、「戦後以来の大改革」を、この国会で必ずや成し

遂げようではありませんか。 今や、日本は、私たちの努力で、再び成長することができる。世

界の真ん中で輝くことができる。その「自信」を取り戻しつつあります。 さあ皆さん、今ここか

ら、新たなスタートを切って、芽生えた「自信」を「確信」へと変えていこうではありませんか。 

御清聴ありがとうございました。  
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◎安倍内閣総理大臣 平成２７年 年頭所感  

平成27年1月1日  

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

 

新年あけましておめでとうございます。 総理就任から２年が経ちました。この間、経

済の再生をはじめ、東日本大震災からの復興、教育の再生、社会保障改革、外交・安全

保障の立て直しなど、各般の重要課題に全力で当たってまいりました。さらには、地方

の創生や、女性が輝く社会の実現といった新たな課題にも、真正面から取り組んできま

した。  

そして先の総選挙では、国民の皆様から力強いご支援を頂き、引き続き、内閣総理大臣

の重責を担うこととなりました。いずれも戦後以来の大改革であり、困難な道のりです。

しかし、信任という大きな力を得て、今年は、さらに大胆に、さらにスピード感を持っ

て、改革を推し進める。日本の将来を見据えた「改革断行の一年」にしたい、と考えて

おります。  

総選挙では全国各地を駆け巡り、地方にお住いの皆さんや、中小・小規模事業の皆さん

などの声を、直接伺う機会を得ました。こうした多様な声に、きめ細かく応えていくこ

とで、アベノミクスをさらに進化させてまいります。経済対策を早期に実施し、成長戦

略を果断に実行する。今年も、経済最優先で政権運営にあたり、景気回復の暖かい風を、

全国津々浦々にお届けしてまいります。  

今年は、戦後７０年の節目であります。日本は、先の大戦の深い反省のもとに、戦後、

自由で民主的な国家として、ひたすら平和国家としての道を歩み、世界の平和と繁栄に

貢献してまいりました。その来し方を振り返りながら、次なる８０年、９０年、さらに

は１００年に向けて、日本が、どういう国を目指し、世界にどのような貢献をしていく

のか。私たちが目指す国の姿を、この機会に、世界に向けて発信し、新たな国づくりへ

の力強いスタートを切る。そんな一年にしたいと考えています。  

「なせば成る」。  

上杉鷹山のこの言葉を、東洋の魔女と呼ばれた日本女子バレーボールチームを、東京オ

リンピックで金メダルへと導いた、大松監督は、好んで使い、著書のタイトルとしまし

た。半世紀前、大変なベストセラーとなった本です。 戦後の焼け野原の中から、日本

人は、敢然と立ちあがりました。東京オリンピックを成功させ、日本は世界の中心で活

躍できると、自信を取り戻しつつあった時代。大松監督の気迫に満ちた言葉は、当時の

日本人たちの心を大いに奮い立たせたに違いありません。 そして、先人たちは、高度

経済成長を成し遂げ、日本は世界に冠たる国となりました。当時の日本人に出来て、今

の日本人に出来ない訳はありません。国民の皆様とともに、日本を、再び、世界の中心
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で輝く国としていく。その決意を、新年にあたって、新たにしております。  

最後に、国民の皆様の一層の御理解と御支援をお願い申し上げるとともに、本年が、皆

様一人ひとりにとって、実り多き素晴らしい一年となりますよう、心よりお祈り申し上

げます。  

平成２７年１月１日 内閣総理大臣 安倍晋三  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

◎第187回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説  

平成26年9月29日 

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

 

平成２６年９月２９日、第１８７回国会が平成２６年１１月３０日までの会期で開会し、

安倍総理による所信表明演説が行われた。 この中で安倍総理は、社会の閉そく感を破

る女性と「地方創生」では若者の成長力に期待していますが、高齢者にはひとことも呼

びかけがありません。（堀内 記）  

 

一 災害に強い国づくり  

先般の「平成二十六年八月豪雨」により、広島での大規模な土砂災害を始め、全国各地で甚

大な被害が発生いたしました。  

亡くなられた方々の御冥福を謹んでお祈りするとともに、被害に遭われた皆様に、心からお見

舞いを申し上げます。一日も早い生活再建に、全力を尽くしてまいります。  

土砂災害警戒区域にまだ指定されていない全国の危険箇所について徹底的な調査を行い、

併せて、警戒区域の指定や国民への情報提供が、より万全な体制で行えるよう、制度の見直

しを進めてまいります。  

今年の大雪災害では、放置された車両などによって、救助活動に支障を来しました。災害時

にそうした車両を移動できるよう、災害対策基本法を改正いたします。インフラの整備だけで

はなく、避難計画の作成や周知、訓練の実施など、国土強靱(きょうじん)化を、更に推し進め

てまいります。  

災害対応には、与党も野党もありません。国民の暮らしを守るため、災害に強い国づくりを、

皆さん、共に進めていこうではありませんか。  

二 復興の加速化  

福島は、今、実りの秋を迎えています。先日訪れた広野町(ひろのまち)では、復興を成し遂げ

た水田に、黄金色の稲穂が輝いていました。  

来月一日には、田村市に続き、川内村(かわうちむら)への避難指示を解除します。故郷(ふる

さと)に帰還する皆さんが、安心できる暮らしを取り戻すことができるよう、健康や仕事などの

不安を一つひとつ解消してまいります。  
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中間貯蔵施設の建設も、福島の皆さんの御理解を得て、大きな一歩を踏み出すことができま

した。これを機に、除染を更に加速し、一日も早い福島の再生を成し遂げてまいります。  

岩手と宮城における高台移転や災害公営住宅の建設は、八割を超える事業が既に始まって

います。  

被災者の皆さんの「心」の復興にも、大きく力を入れてまいります。仮設住宅への保健師の巡

回訪問、子供たちが安心して遊べる居場所づくりなど、被災者の方々の心に寄り添いながら、

きめ細かく、丁寧な取組を進めます。  

七月に宮城の東松島で出会った安部俊郎(としろう)さんは、地域の人たちと共に、地域に根

づいた農業を進めています。農地の集積、多角化、六次産業化。それによって、農業者の所

得を増やし、地域のにぎわいを創出する。私たちが目指す「攻めの農業」の姿が、ここにあり

ます。震災で壊滅的な被害を受けた大地から、最先端の農業が花開こうとしています。 今後

も、暮らしを支える「生業(なりわい)」の復興を、力強く支援してまいります。  

二〇二〇年のオリンピック・パラリンピックは、何としても「復興五輪」としたい。日本が新しく生

まれ変わる大きなきっかけとしなければなりません。開催に向けた準備を本格化します。六年

後には、見事に復興を成し遂げた東北の街並みを背に、三陸海岸から仙台湾を通り、福島の

浜通りへと、聖火ランナーが走る姿を、皆さん、世界に向けて発信しようではありませんか。  

三 地方創生  

（観光立国） 「桃源郷のような別世界」  

東洋文化の研究家であるアレックス・カーさんは、徳島の祖谷(いや)に広がる日本の原風景

をこう表現しました。鳴門のうず潮など、風光明媚(ふうこうめいび)な徳島県では、今年の前

半、外国人宿泊者が、前の年から四割増えています。  

外国人観光客は半年間で六百万人を超え、過去最高のペースです。今年四月には、旅行収

支が、大阪万博以来、四十四年ぶりの黒字となりました。  

更なる高みを目指し、ビザの緩和、免税店の拡大などに戦略的に取り組んでまいります。外

国語を駆使しながら名所旧跡の案内ができる人材を、自治体の努力で育成できるよう、特区

制度を活用して規制を緩和します。  

昨年度、沖縄を訪れた外国人観光客は過去最高となりました。「アジアの架け橋」たる沖縄の

振興に全力で取り組み、この勢いを更に発展させてまいります。  

それぞれの地域が、豊かな自然、文化や歴史など、特色ある観光資源を活用できるよう、応

援してまいります。  

（個性を活かす） 鳥取・大山(だいせん)の水の恵みを活かした地ビールは、全国にリピーター

を広げ、売り上げを伸ばしています。  

「ふるさと納税が、ご縁となった」  

ふるさと納税してくれた人たちに、地元が誇る名産品をプレゼントする。自治体の工夫を凝ら

した努力が、「ふるさと名物」を全国の人に知ってもらう大きなきっかけとなりました。  

「ふるさと名物」を、全国区の人気商品へと押し上げる支援を、更に強化いたします。地域なら
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ではの資源を活かした、新たな「ふるさと名物」の商品化、販路開拓の努力を後押ししてまい

ります。  

「ないものはない」  

隠岐の海に浮かぶ島根県海士町(あまちょう)では、この言葉がロゴマークになっています。都

会のような便利さは無い。しかし、海士町(あまちょう)の未来のために大事なものは、全てここ

にある、というメッセージです。「この島にしかない」ものを活かすことで、大きな成功を収めて

います。  

大きな都市を真似るのではなく、その個性を最大限に活かしていく。発想の転換が必要です。

それぞれの町が、「本物はここにしかない」という気概を持てば、景色は一変するに違いあり

ません。  

（地方創生国会） 島のさざえカレーを、年間二万食も売れる商品へと変えたのは、島にやっ

てきた若者です。若者たちのアイデアが、次々とヒット商品につながり、人口二千四百人ほど

の島には、十年間で四百人を超える若者たちがＩターンでやってきています。  

やれば、できる。  

人口減少や超高齢化など、地方が直面する構造的な課題は深刻です。しかし、若者が、将来

に夢や希望を抱き、その場所でチャレンジしたいと願う。そうした「若者」こそが、危機に歯止

めをかける鍵であると、私は確信しています。  

若者にとって魅力ある、町づくり、人づくり、仕事づくりを進めます。「まち・ひと・しごと創生本

部」を創設し、政府として、これまでとは次元の異なる大胆な政策を取りまとめ、実行してまい

ります。  

若者がチャレンジしやすい環境を整えます。一度失敗すると全てを失う、「個人保証」偏重の

慣行を断ち切ります。政策金融公庫と商工中金だけで、この半年間で、二万件を超える融資

が個人保証なしで実行されています。更に政府調達では、創業から十年未満の企業を優先

するための枠組みを新たに創り、新事業にチャレンジする皆さんの販路拡大を、政府一丸と

なって応援していきます。  

伝統ある故郷(ふるさと)を守り、美しい日本を支えているのは、中山間地や離島を始め、地方

にお住まいの皆さんです。そうした故郷(ふるさと)を、消滅させてはならない。もはや時間の猶

予はありません。  

この国会に求められているのは、若者が将来に夢や希望を持てる地方の創生に向けて、力

強いスタートを切ることです。皆さん、一緒にやろうではありませんか。  

四 地球儀を俯瞰する外交  

今が旬のサンマは、ベトナムではトマト煮が大人気。北海道の根室から輸出されています。  

地元の漁協や商工会議所の皆さんによる一体となった売り込みが、「根室のサンマ」を世界

ブランドへと発展させました。「北海道の根室」から「日本の根室」へ。更には「世界の根室」へ

と。地方も、オープンな世界に目を向けるべき時です。  

世界に、自由で、大きな経済圏を創り上げる。引き続き、ＴＰＰ交渉や、ＥＵ、東アジアとのＥＰ
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Ａ交渉など、経済連携を戦略的に推し進めてまいります。豪州とのＥＰＡについて、早期の発

効を実現し、経済的な絆を一層深めてまいります。  

「地域と世界の平和と安定に貢献する日本の取組を支持する。」  

就任後、主要国で最初に、日本を訪問してくださった、インドのモディ首相から、我が国が掲

げる「積極的平和主義」について、強い支持を得ることができました。  

我が国は、米国を始め、自由や民主主義、人権、法の支配といった基本的価値を共有する

国々と手を携えながら、世界の平和と安定にこれまで以上に貢献してまいります。  

その上で、いかなる事態にあっても、国民の命と平和な暮らしは守り抜く。その決意の下、切

れ目のない安全保障法制の整備に向けた準備を進めてまいります。  

在日米軍再編については、現行の日米合意に従い、抑止力を維持しつつ、基地負担の軽減

に向けて、全力で取り組みます。  

かつて、裏付けのない「言葉」だけの政治が、沖縄の皆さんを翻弄しました。学校や住宅に囲

まれ、市街地の真ん中にある、普天間飛行場の現実は、あの三年三か月間、一ミリたりとも

変わることはありませんでした。こんな無責任な政治を、二度と繰り返してはなりません。  

安倍内閣は、「言葉」ではなく、実際の「行動」で、負担軽減に取り組んでまいります。先月、普

天間配備のＫＣ―一三〇空中給油機十五機全機について、山口県岩国基地への移駐が完了

しました。今後も、沖縄の方々の気持ちに寄り添いながら、沖縄県外における努力を十二分

に行ってまいります。  

さて、総理就任以来、四十九か国を訪問し、延べ二百回以上の首脳会談を行いました。「地

球儀を俯瞰(ふかん)する外交」を、更に積極的に展開し、日本の立場を国際的に発信してま

いります。  

基本的な価値や利益を共有し、最も重要な隣国である、韓国との関係改善に向け、一歩一歩

努力を重ねてまいります。  

日本と中国は、切っても切れない関係であり、中国の平和的な発展は、我が国にとって大き

なチャンスです。地域の平和と繁栄に大きな責任を持つ、日中両国が、安定的な友好関係を

築いていくために、首脳会談を早期に実現し、対話を通じて「戦略的互恵関係」を更に発展さ

せていきたいと考えます。  

ウクライナの安定確保のため、Ｇ７を始め国際社会と一致団結し、我が国としてできる限りの

支援を行います。ロシアには、責任ある国家として、国際社会の諸問題に建設的に関与して

もらうよう、対話を通じて働きかけてまいります。ロシアとの平和条約締結に向けて、粘り強く

交渉を続けてまいります。  

北朝鮮が、拉致被害者を含む全ての日本人に関する包括的、全面的調査を開始しました。

全ての拉致被害者の御家族が、御自身の手で肉親を抱きしめるその日まで、私たちの使命

は終わりません。今回の調査が、全ての拉致被害者の帰国という具体的な成果につながって

いくよう、「対話と圧力」、「行動対行動」の原則を貫き、全力を尽くしてまいります。  

五 成長戦略の実行  
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（女性が輝く社会） 先週ニューヨークで、ヒラリー・クリントン前国務長官と再会を果たしまし

た。  

「前進あるのみ！」  

「女性が輝く社会」を目指す、安倍内閣の挑戦に、昨年、ヒラリーさんが、力強いエールを送っ

てくれました。  

日本から、世界を変えていく。今月、日本で初めての、女性をテーマとした国際会議を開催し、

世界から、活躍している女性の皆さんにお集まりいただきました。日本社会が本当に変わる

のか。今や、世界が注目しています。  

「待機児童ゼロ」は、確実に前進しています。この目標を掲げて以来二年間、従来の二倍の

スピードで、保育の受け皿の整備が進んでいます。小学校の教室も一層活用して、放課後子

ども総合プランを更に加速し、いわゆる「小一のカベ」も突き破ります。  

子育ても、一つのキャリアです。保育サービスに携わる「子育て支援員」という新しい制度を

設け、家庭に専念してきた皆さんも、その経験を活かすことができる社会づくりを進めます。  

真に変革すべきは、社会の意識そのものです。上場企業では、女性役員の数について情報

公開を義務付けます。国、地方、企業などが一体となって、女性が活躍しやすい社会を目指

します。  

先日訪問した大阪の中小企業では、女性ならではのきめ細かな営業活動が、海外展開のチ

ャンスを広げています。女性の活躍は、社会の閉塞感を打ち破る大きな原動力となる。その

認識を共有し、国民運動を展開してまいります。  

（岩盤規制改革） 原子力規制委員会により求められる安全性が確認された原発は、その科

学的・技術的な判断を尊重し再稼働を進めます。立地自治体を始め関係者の理解を得るよう、

丁寧な説明、避難計画の充実支援などに取り組みます。徹底した省エネルギーと再生可能エ

ネルギーの最大限の導入により、できる限り原発依存度を低減させてまいります。  

二酸化炭素を排出しない、未来のエネルギー。水素の活用を阻んできた、様々な省庁にまた

がるがんじがらめの規制を、昨年、一挙に改革しました。  

「規制緩和のおかげです。」  

水素ステーションがいよいよ商業化され、福岡の北九州を始め全国各地で、夢だった水素社

会が、現実に幕を開けようとしています。日本の自動車メーカーは、世界に先駆けて、燃料電

池自動車の販売に踏み切りました。  

民間のダイナミックなイノベーションの中から、多様性あふれる新たなビジネスが生まれる。

大胆な規制改革なくして、成長戦略の成功はありません。農業・雇用・医療・エネルギーなど、

岩盤のように固い規制に、これからも果敢に挑戦してまいります。  

その突破口が、国家戦略特区です。今月、本格スタートしたばかりですが、更に改革メニュー

を充実します。創業や家事支援に携わる、能力あふれる外国人の皆さんに、日本で活躍して

もらえる環境を整備します。公立学校の運営を民間に開放し、グローバル人材の育成や、個

性に応じた教育など、多様な価値に対応した公教育を可能にしてまいります。 安倍内閣の
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規制改革に、終わりはありません。  

この二年間で、あらゆる岩盤規制を打ち抜いていく。その決意を新たに、次の国会も、更にそ

の次も、今後、国会が開かれるたびに、特区制度の更なる拡充を、矢継ぎ早に提案させてい

ただきたいと考えております。  

（全国津々浦々に届ける） 内閣発足から六百日余り。  

有効求人倍率は、二十二年ぶりの高水準となり、就業地別では、三十五の都府県で、仕事の

数が求職者の数を上回っています。  

この春、多くの企業で、賃金がアップしました。連合の調査で、平均二％を超える賃上げは過

去十五年間で最高です。中小企業・小規模事業者でも、一万社余りの調査において、六十

五％で賃上げが実施されています。  

頑張れば、報われる。日本は、その自信を取り戻そうとしています。  

しかし、その効果は、まだ日本の隅々にまで行き渡っているとは言えません。消費税率引上

げや、燃料価格の高騰、この夏の天候不順などによる景気への影響にも、慎重に目配りして

いくことが必要です。  

私たちの改革は、いまだ道半ばです。社会保障改革、教育の再生、行政の徹底的な効率化

など、各般の改革を、新内閣の総力を挙げて、更に前に進めてまいります。  

成長戦略を確実に実行し、経済再生と財政再建を両立させながら、「経済の好循環」を確か

なものとする。そして、景気回復の実感を、全国津々浦々にまで届けることが、安倍内閣の大

きな使命であります。  

引き続き、デフレ脱却を目指し、「経済最優先」で政権運営に当たっていく決意であります。  

六 おわりに  

「天は、なぜ、自分を、すり鉢のような谷間に生まれさせたのだ？」  

三河の稲橋村(いなはしむら)に生まれた、明治時代の農業指導者、古橋源六郎暉皃(てるの

り)は、貧しい村に生まれた境遇を、こう嘆いていたと言います。しかし、ある時、峠の上から、

周囲の山々や平野を見渡しながら、一つの確信に至りました。  

「天は、水郷には魚や塩、平野には穀物や野菜、山村にはたくさんの樹木を、それぞれ与え

ているのだ。」  

そう確信した彼は、植林、養蚕、茶の栽培など、土地に合った産業を新たに興し、稲橋村(い

なはしむら)を豊かな村へと発展させることに成功しました。  

今、「日本はもう成長できない」、「人口減少は避けられない」といった悲観的な意見がありま

す。  

しかし、「地方」の豊かな個性を活かす。あらゆる「女性」に活躍の舞台を用意する。日本の中

に眠る、ありとあらゆる可能性を開花させることで、まだまだ成長できる。日本の未来は、今、

何を為(な)すか、にかかっています。  

悲観して立ち止まるのではなく、可能性を信じて、前に進もうではありませんか。 厳しい現実

に立ちすくむのではなく、輝ける未来を目指して、皆さん、共に、立ち向かおうではありません
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か。  

御清聴ありがとうございました。  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

◎第１８６回国会安倍総理の施政方針演説  

平成２６年１月２４日  

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

 

安倍総理は、平成２６年（２０１４年）１月２４日（金）、年頭の第１８６回国会の開会にあた

って「施政方針演説」をおこなった。  

この演説の中で、社会保障費の全世代化、予防・管理による医療費の適正化、在宅化などの「高

齢者対策」は述べたが、「社会参加」に対しては、女性や若者への期待を力を込めて訴えたのに

対して、高齢者の社会参加に対しては、以下の部分を添えたにとどまった。 

四 社会保障の強化 で  

社会保障関係費が初めて三十兆円を突破しました。少子高齢化の下、受益と負担の均衡がとれた

制度へと、社会保障改革を不断に進めます。ジェネリック医薬品の普及を拡大します。生活習慣

病の予防・健康管理なども進め、毎年一兆円以上増える医療費の適正化を図ってまいります。  

健康管理、医療費適正化といった高齢者個人への対策が「社会保障」として述べられている。そ

の上で、  

消費税率引上げによる税収は、全額、社会保障の充実・安定化に充てます。世界に冠たる国民皆

保険、皆年金をしっかり次世代に引き渡してまいります。 年金財政を安定させ、将来にわたっ

て安心できる年金制度を確立します。 

所得が低い世帯の介護保険や国民健康保険などの保険料を軽減します。地域において、お年寄り

の皆さんが必要としている、在宅での医療・介護サービスなどを充実してまいります。  

ここでもお年寄りが必要としているとして、在宅での医療・介護サービスの充実をあげている。

新たな高齢社会をつくり、経済を押し上げる健康な「支える側の高齢者」が無視されている。  

全世代型の社会保障を目指し、子ども・子育て支援を充実します。この国から待機児童をなくす

ため、来年度までに二十万人分、二〇一七年度までに四十万人分の保育の受け皿を整備してまい

ります。 「社会保障費」を高齢者３経費（年金・医療・介護）の健全化から現役世代の医療費

や子育てにあてることで、全世代型にすることが進んでいる。 五 あらゆる人にチャンスを創る 

で  

元気で経験豊富な高齢者もたくさんいます。あらゆる人が、社会で活躍し、その「可能性」を発

揮できるチャンスを創る。そうすれば、少子高齢化の下でも、日本は力強く成長できるはずです。  

この後に、（女性が輝く日本）と（若者を伸ばす教育再生）として、女性と若者への熱い期待が

述べられている。 その後も、女性登用と若者の活躍は繰り返し期待しているが、高齢者の社会

参加は脳裏にないようである。（堀内 記）  
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一 はじめに  

まず冒頭、海上自衛隊輸送艦おおすみと小型船の衝突事故について、亡くなられた方の御

冥福をお祈りし、又お見舞いを申し上げます。徹底した原因究明と再発防止に全力を挙げて

まいります。 「何事も、達成するまでは、不可能に思えるものである。」 ネルソン・マンデラ元

大統領の偉大な足跡(そくせき)は、私たちを勇気づけてくれます。誰もが不可能だと諦めかけ

ていたアパルトヘイトの撤廃を、その不屈の精神で成し遂げました。 「不可能だ」と諦める心

を打ち捨て、わずかでも「可能性」を信じて、行動を起こす。一人ひとりが、自信を持って、そ

れぞれの持ち場で頑張ることが、世の中を変える大きな力になると信じます。 かつて日本は、

東京五輪の一九六四年を目指し、大きく生まれ変わりました。新幹線、首都高速、ゴミのない

美しい街並み。 やれば、できる。二〇二〇年の東京オリンピック・パラリンピック。その舞台

は東京にとどまらず、北海道から沖縄まで、日本全体の祭典であります。 二〇二〇年、そし

てその先の未来を見据えながら、日本が新しく生まれ変わる、大きなきっかけとしなければな

りません。その思いを胸に、日本の中に眠る、ありとあらゆる「可能性」を開花させることが、

安倍内閣の新たな国づくりです。  

二 創造と可能性の地・東北  

「創造と可能性の地」。二〇二〇年には、新たな東北の姿を、世界に向けて発信しましょう。 

福島沖で運転を始めた浮体式洋上風力発電。宮城の大規模ハウスで栽培された甘いイチゴ。

震災で多くが失われた東北を、世界最先端の新しい技術が芽吹く「先駆けの地」としてまいり

ます。 三月末までに、岩手と宮城でがれきの処理が終了します。作付けを再開した水田、水

揚げに湧く漁港、家族の笑顔であふれる公営住宅。 一年半前、見通しすらなかった高台移

転や災害公営住宅の建設は、六割を超える事業がスタートしました。来年三月までに、二百

地区に及ぶ高台移転と一万戸を超える住宅の工事が完了する見込みです。 やれば、できる。

「住まいの復興工程表」を着実に実行し、一日も早い住まいの再建を進めてまいります。 福

島の皆さんにも一日も早く故郷(ふるさと)に戻っていただきたい。除染や健康不安対策の強

化に加え、使い勝手のよい交付金を新たに創設し、産業や生活インフラの再生を後押ししま

す。新しい場所で生活を始める皆さんにも、十分な賠償を行い、コミュニティを支える拠点の

整備を支援してまいります。 東京電力福島第一原発の廃炉・汚染水対策について万全を期

すため、東京電力任せとすることなく、国も前面に立って、予防的・重層的な対策を進めてま

いります。 力強いアーチ姿の永代(えいたい)橋。関東大震災から三年後、海外の最新工法

を採り入れて建設されました。コストがかさむなどの反対を押し切って導入された、当時最先

端の技術は、その後全国に広まり、日本の橋梁(きょうりょう)技術を大きく発展させました。 ま

もなく三度目の三月十一日を迎えます。復興は、新たなものを創り出し、新たな可能性に挑

戦するチャンスでもあります。日本ならできるはず。その確固たる自信を持って、「新たな創造

と可能性の地」としての東北を、皆さん、共に創り上げようではありませんか。  

三 経済の好循環  
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（この道しかない） 日本経済も、三本の矢によって、長く続いたデフレで失われた「自信」を、

取り戻しつつあります。 ４四半期連続でプラス成長。ＧＤＰ五百兆円の回復も視野に入ってき

ました。 リーマンショック後〇・四二倍まで落ち込んだ有効求人倍率は、六年一か月ぶりに

一・〇倍を回復。冬のボーナスは、連合の調査によると、平均で一年前より三万九千円増え

ました。  

北海道から沖縄まで全ての地域で、一年前と比べ、消費が拡大しています。中小企業の景況

感も、先月、製造業で六年ぶり、非製造業で二十一年十か月ぶりに、プラスに転じました。 

景気回復の裾野は、着実に広がっています。改めて申し上げます。 この道しかない。皆さん、

共に、この道を、進んで行こうではありませんか。  

（好循環実現国会） 企業の収益を、雇用の拡大や所得の上昇につなげる。それが、消費の

増加を通じて、更なる景気回復につながる。「経済の好循環」なくして、デフレ脱却はありませ

ん。 政府、労働界、経済界が、一致協力して、賃金の上昇、非正規雇用労働者のキャリアア

ップなど、具体的な取組を進めていく。政労使で、その認識を共有いたしました。 経済再生に

向けた「チーム・ジャパン」。みんなで頑張れば、必ず実現できる。その自信を持って、政府も、

規制改革を始め成長戦略を進化させ、力強く踏み出します。 国家戦略特区が、三月中に具

体的な地域を指定し、動き出します。容積率規制や病床規制など長年実現しなかった規制緩

和を行います。企業実証特例制度も今月からスタート。フロンティアに挑む企業には、あらゆ

る障害を取り除き、チャンスを広げます。設備投資減税や研究開発減税も拡充し、チャレンジ

精神を持って新たな市場に踏み出す企業を応援してまいります。 利益を従業員に還元する

企業を応援する税制を拡充します。復興財源を確保した上で、来年度から、復興特別法人税

を廃止し、法人実効税率を二・四％引き下げます。キャリアアップ助成金を拡充し、正規雇用

労働者へのステップアップを促進してまいります。 この国会に問われているのは、「経済の

好循環」の実現です。景気回復の実感を、全国津々浦々にまで、皆さん、届けようではありま

せんか。  

（財政健全化） 四月から消費税率が上がりますが、万全の転嫁対策を講ずることに加え、経

済対策により持続的な経済成長を確保してまいります。 五兆五千億円に上る今年度補正予

算の財源は、税収の上振れなどこの一年間の「成長の果実」です。国債の追加発行は行いま

せん。来年度予算でも、基礎的財政収支が、中期財政計画の目標を大きく上回る、五兆二千

億円改善します。 経済の再生なくして、財政再建なし。経済の好循環を創り上げ、国・地方

の基礎的財政収支について、二〇一五年度までに二〇一〇年度に比べ赤字の対ＧＤＰ比の

半減、二〇二〇年度までに黒字化、との財政健全化目標の実現を目指します。 独立行政法

人の効率化、公務員制度改革を始め、行政改革にもしっかりと取り組んでまいります。  

四 社会保障の強化社会保障関係費が初めて三十兆円を突破しました。少子高齢化の下、

受益と負担の均衡がとれた制度へと、社会保障改革を不断に進めます。ジェネリック医薬品

の普及を拡大します。生活習慣病の予防・健康管理なども進め、毎年一兆円以上増える医療

費の適正化を図ってまいります。 その上で、消費税率引上げによる税収は、全額、社会保障
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の充実・安定化に充てます。世界に冠たる国民皆保険、皆年金をしっかり次世代に引き渡し

てまいります。 年金財政を安定させ、将来にわたって安心できる年金制度を確立します。 所

得が低い世帯の介護保険や国民健康保険などの保険料を軽減します。地域において、お年

寄りの皆さんが必要としている、在宅での医療・介護サービスなどを充実してまいります。 全

世代型の社会保障を目指し、子ども・子育て支援を充実します。この国から待機児童をなくす

ため、来年度までに二十万人分、二〇一七年度までに四十万人分の保育の受け皿を整備し

てまいります。 昨年、一人の女の子から届いた手紙を、私は、今も忘れません。 今は中学

生となった愛ちゃんは、生まれつき小腸が機能しない難病で、幼い頃から普通の食事はした

ことがありません。ｉＰＳ細胞の研究への期待を込め、手紙はこう結ばれていました。 「治療法

が見つかれば、とっても未来が明るいです。そして、なんでも食べられるようになりたいで

す。」 この小さな声に応え、未来への希望を創るのは、政治の仕事です。難病から回復して

総理大臣となった私には、天命とも呼ぶべき責任があると考えます。 小児慢性特定疾患を

含む難病対策を、大胆に強化します。医療費助成の対象を、子供は六百疾患、大人は三百

疾患へと大幅に拡大。難病の治療法や新薬開発のための研究も、これまで以上に加速して

まいります。 病室を見舞った私に、愛ちゃんが、可愛らしい絵をくれました。 「私は絵をかく

のが好きで、将来、絵本作家になって、たくさんの子供を笑顔にしたいと思っています。」 難

病の皆さんが、将来に夢を抱き、その実現に向けて頑張ることができる社会を創りたい。私は、

心から、そう願います。 二〇二〇年のパラリンピック。日本は、障害者の皆さんにとって、世

界で最もいきいきと生活できる国にならねばなりません。 難病や障害のある皆さんの誰もが、

生きがいを持って働ける環境を創る。その特性に応じて、職業訓練を始め、きめ細やかな支

援体制を整え、就労のチャンスを拡大してまいります。  

五 あらゆる人にチャンスを創る  

元気で経験豊富な高齢者もたくさんいます。あらゆる人が、社会で活躍し、その「可能性」を

発揮できるチャンスを創る。そうすれば、少子高齢化の下でも、日本は力強く成長できるはず

です。  

（女性が輝く日本） 全ての女性が活躍できる社会を創る。これは、安倍内閣の成長戦略の中

核です。 仕事と子育てが両立しやすい環境を創ります。「小一のカベ」を突き破るべく、一次

内閣で始めた放課後子どもプランを着実に実施してまいります。 家族の絆を大切にしつつ、

男性の育児参加を促します。育休給付を半年間五十％から六十七％に引き上げ、夫婦で半

年ずつ取得すれば一年間割増給付が受けられるようにします。 子育てに専念したい方には、

最大三年育休の選択肢を認めるよう経済界に要請しました。政府も休業中のキャリアアップ

訓練を支援します。一年半でも二年でも子育てした後は、職場に復帰してほしいと願います。 

子育ての経験を活かし、二十億円の市場を開拓した女性がいます。子育ても、一つのキャリ

ア。家庭に専念してきた皆さんにも、その経験を社会で活かしてほしい。インターンシップや起

業を支援します。 女性を積極的に登用します。二〇二〇年には、あらゆる分野で指導的地

位の三割以上が女性となる社会を目指します。そのための情報公開を進めてまいります。ま
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ず隗(かい)より始めよ。国家公務員の採用は、再来年度から、全体で三割以上を女性にいた

します。 全ての女性が、生き方に自信と誇りを持ち、持てる「可能性」を開花させる。「女性が

輝く日本」を、皆さん、共に創り上げようではありませんか。  

（若者を伸ばす教育再生） 若者たちには、無限の「可能性」が眠っています。それを引き出す

鍵は、教育の再生です。 いじめで悩む子供たちを守るのは、大人の責任です。 教育現場の

問題に的確で速やかな対応を行えるよう、責任の所在が曖昧な現行の教育委員会制度を抜

本的に改革します。 公共の精神や豊かな人間性を培うため、道徳を特別の教科として位置

づけることとし、教員養成など準備を進めてまいります。 全ての子供たちに必要な学力を保

障するのも、公教育の重要な役割です。幼児教育の無償化を段階的に進めます。教科書の

改善に向けた取組を進めてまいります。 「世界一の読解力」 十五歳の子供たちを対象とし

た国際的な学力調査で、日本の学力が過去最高となりました。改正教育基本法の下、全国

学力テストを受けてきた世代です。一次内閣以来の公教育の再生が、確実に成果を上げて

います。 やれば、できる。二〇二〇年を目標に、中学校で英語を使って授業するなど英語教

育を強化します。目指すは、コミュニケーションがとれる「使える」英語を身に付けること。来年

度から試験的に開始します。 「日本人はもっと自信を持って、自分の意見を言うべきだ。」 立

命館アジア太平洋大学でミャンマーからの留学生ミンさんがこう語ってくれました。教授も、学

生も、半分近くが外国籍。文化の異なる人々との生活は、日本の若者たちに素晴らしい刺激

となっています。 二〇二〇年を目標に、外国人留学生の受入数を二倍以上の三十万人へと

拡大してまいります。国立の八大学では、今後三年間で外国人教員を倍増します。 外国人

教員の積極採用、英語による授業の充実、国際スタンダードであるＴＯＥＦＬを卒業の条件と

するなど、グローバル化に向けた改革を断行する大学を支援してまいります。 意欲と能力の

ある全ての若者に留学機会を実現します。学生の経済的負担を軽減する仕組みを創り、二

〇二〇年に向けて日本人の海外留学の倍増を目指します。 「可能性」に満ちた若者たちを、

グローバルな舞台で活躍できる人材へと育んでまいります。  

六 オープンな世界で日本の可能性を活かす  

世界に目を向けることで、日本の中に眠る様々な「可能性」に改めて気づかされます。オープ

ンな世界は、日本が成長する大きなチャンスです。  

（日本を売り込む） 急成長する新興国では、道路も鉄道も必要です。水道や電気のインフラ

を整え、災害に強い都市開発が課題です。アジアでは二〇二〇年までに八兆ドルものインフ

ラ投資が見込まれています。 その世界のニーズに応える力が、日本にはあります。エネルギ

ー不足や公害などの問題に取り組んできた経験があります。高い環境技術は、世界の温暖

化対策にも貢献できるはずです。長年培ってきた経験や技術を、世界と惜しむことなく共有し

てまいります。 インフラ輸出機構を創設します。交通や都市開発といった分野で、海外市場

に飛び込む事業者を支援し、官民一体となって成約につなげます。十兆円のインフラ売上げ

を、二〇二〇年までに三倍の三十兆円まで拡大してまいります。 昨年シンガポールで、日本

専門チャンネル「Ｈｅｌｌｏ ＪＡＰＡＮ」が開局。インドネシアでは、仮面ライダーが子供たちのヒー
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ローに加わりました。 日本のコンテンツやファッション、文化芸術・伝統の強みに、世界が注

目しています。ここにも「可能性」があります。クールジャパン機構を活用し、コンテンツの海外

展開や、地域ならではの産品の海外売込みなどを支援してまいります。  

（アジアの架け橋） 成長センターであるアジア・太平洋に、一つの経済圏を創る。ＴＰＰは、大

きなチャンスであり、正に国家百年の計です。 企業活動の国境をなくす。関税だけでなく、知

的財産、投資、政府調達など野心的なテーマについて、厳しい交渉を続けています。 同盟国

でもあり経済大国でもある米国と共に、交渉をリードし、「攻めるべきは攻め、守るべきは守

る」との原則の下、国益にかなう最善の判断をしてまいります。 アジアと日本をつなぐゲート

ウェイ。それは沖縄です。 「舟(しゅう)楫(しゅう)を以て万国の津(しん)梁(りょう)となし」 万国

津(しん)梁(りょう)の鐘にはこう刻まれています。古来、沖縄の人々は、自由な海を駆け回り、

アジアの架け橋となってきました。そして今、自由な空を舞台に、沖縄が二十一世紀のアジア

の架け橋となる時です。 アジアとの物流のハブであり、観光客を迎える玄関口として、那覇

空港第二滑走路は日本の成長のために不可欠です。予定を前倒し、今月から着工いたしま

した。工期を短縮し、二〇一九年度末に供用を開始します。 高い出生率、豊富な若年労働

力など、成長の「可能性」が満ち溢れる沖縄は、二十一世紀の成長モデル。二〇二一年度ま

で毎年三千億円台の予算を確保し、沖縄の成長を後押ししてまいります。 沖縄科学技術大

学院大学には、世界中から卓越した教授陣と学生たちが集まっています。更なる拡充に取り

組み、沖縄の地に、世界一のイノベーション拠点を創り上げてまいります。  

七 イノベーションによって新たな可能性を創りだす  

ＩＴやロボットには、競争力を劇的に伸ばす力があります。メタンハイドレートは、日本を資源大

国に変えるかもしれません。海洋や宇宙、加速器技術への挑戦は、未来を切り拓(ひら)きま

す。イノベーションによって、日本に新たな「可能性」を創りだす気概が必要です。 世界中か

ら超一流の研究者を集めるため、研究者の処遇など世界最高の環境を備えた、新たな研究

開発法人制度を創ります。経済社会を一変させる挑戦的な研究開発を大胆に支援します。年

度にとらわれない予算執行を可能とし、長期にわたる腰を据えた研究が行える環境を保障し

ます。 日本を「世界で最もイノベーションに適した国」としてまいります。  

（中小・小規模事業者の底力） 「世界シェア三割」 誰にも真似のできない薄いメッキを作るイ

ノベーションは、墨田区にある従業員九人の町工場から生まれました。 日本のイノベーショ

ンを支えてきたのは、大企業の厳しい要求に高い技術力で応える、こうした中小・小規模事業

者の底力です。 ものづくり補助金を大幅に拡充します。ものづくりのための設備だけでなく、

新たな商業・サービスを展開するための設備に対する投資も支援してまいります。併せて、

「個人保証」偏重の慣行も改めてまいります。 ソニーもホンダも、ベンチャー精神あふれる小

規模事業者からスタートしました。小規模事業者がどんどん活躍できる環境を創るための基

本法を制定し、小規模事業者支援に本腰を入れて乗り出します。  

（成長分野の可能性を引き出す） ｉＰＳ細胞を始め再生医療・創薬の分野で、日本は強みを持

っています。しかし、未踏の技術開発には、リスクも高く、民間企業は二の足を踏みがちです。 
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日本版ＮＩＨを創設します。医療分野の研究開発の司令塔です。難病など不治の病に対し、官

民一体で基礎研究から実用化まで一貫して取り組み、革新的な治療法、医薬品、医療機器

を世界に先駆けて生み出してまいります。 電力システム改革を前進させ、電気の小売を全

面自由化します。全ての消費者が自由に電力会社を選べます。ベンチャー意欲の高い皆さん

に参入してもらい、コスト高、供給不安といった課題を解決する、ダイナミックなイノベーション

を起こしてほしいと願います。 これまでのエネルギー戦略をゼロベースで見直し、国民生活

と経済活動を支える、責任あるエネルギー政策を構築します。原子力規制委員会が定めた世

界で最も厳しい水準の安全規制を満たさない限り、原発の再稼働はありません。徹底した省

エネルギー社会の実現と、再生可能エネルギーの最大限の導入を進め、原発依存度は可能

な限り低減させてまいります。  

八 地方が持つ大いなる可能性を開花させる  

さて今年は、地方の活性化が、安倍内閣にとって最重要のテーマです。地方が持つ大いなる

「可能性」を開花させてまいります。  

（農政の大改革） 地方経済の中核は、農林水産業です。おいしくて安全な日本の農水産物

は、世界中どこでも大人気。必ずや世界に羽ばたけるはずです。 農地集積バンクが動き出し

ます。農地を集約して生産現場の構造改革を進めます。更に、四十年以上続いてきたコメの

生産調整を見直します。いわゆる「減反」を廃止します。需要のある作物を振興し、農地のフ

ル活用を図ります。 規模拡大に伴って負担が増す、水路や農道など多面的機能の維持のた

め、新たに日本型直接支払を創設します。農地の規模拡大を後押しし、美しい故郷(ふるさと)

を守ります。 経営マインドを持ったやる気ある担い手が、明日の農業を切り拓(ひら)きます。

彼らが安心と希望を持って活躍できる環境を整えることこそ、農業・農村全体の所得倍増を

実現する道だと信じます。農林水産業を、若者に魅力のある、地方の農山漁村を支える成長

産業とするため、食料・農業・農村基本計画を見直し、農政の大改革を進めてまいります。 

（元気な地方を創る） 人口減少が進む中においても、元気な地方を創る。これは、大いなる

挑戦であります。 自主性と自立性を高めることで、個性豊かな地方が生まれます。一次内閣

で始めた第二次地方分権改革の集大成として、地方に対する権限移譲や規制緩和を進めま

す。 行政サービスの質と量を確保するため、人口二十万人以上の地方中枢拠点都市と周辺

市町村が柔軟に連携する、新たな広域連携の制度を創ります。中心市街地に生活機能を集

約し、併せて地方の公共交通を再生することにより、まち全体の活性化につなげてまいりま

す。 中山間地や離島といった地方にお住まいの皆さんが、伝統ある故郷(ふるさと)を守り、

美しい日本を支えています。活力ある故郷(ふるさと)の再生こそが、日本の元気につながりま

す。こうした地域で、都道府県が、福祉やインフラの維持などを支援できる仕組みを整えます。

都市に偏りがちな地方法人税収を再分配する仕組みを創り、過疎に直面する地方において

も、財源を確保してまいります。 地方には、特色ある産品や伝統、観光資源などの「地域資

源」があります。そこに成長の「可能性」があります。地域資源を活かして新たなビジネスにつ

なげようとする中小・小規模事業者を応援します。  
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（観光立国） 昨年、外国人観光客一千万人目標を達成いたしました。 北海道や沖縄では、

昨年夏、外国人宿泊者が八割も増えました。観光立国は、地方にとって絶好のチャンスです。

タイからの観光客は、昨年夏ビザを免除したところ、前年比でほぼ倍増です。 やれば、でき

る。次は二千万人の高みを目指し、外国人旅行者に不便な規制や障害を徹底的に洗い出し

ます。フランスには毎年八千万人の外国人観光客が訪れます。日本にもできるはず。二〇二

〇年に向かって、目標を実現すべく努力を重ねてまいります。 「日本人のサービスは世界

一」 一千万人目として、タイから来日したパパンさんの言葉です。日本のおもてなしの心は外

国の皆さんにも伝わっています。昨年は富士山や和食がユネスコの世界遺産に登録されまし

た。日本ブランドは、海外から高い信頼を得ています。 観光立国を進め、活力に満ち溢れる

地方を、皆さん、創り上げようではありませんか。  

九 安心を取り戻す  

その日本ブランドが揺らぎかねない事態が、起きています。 ホテルなどで表示と異なる食材

が使用されていた偽装問題については、不正表示への監視指導体制を強化します。悪質商

法による高齢者被害の防止にも取り組み、消費者の安全・安心を確保してまいります。 日本

を「世界一安全な国」にしていかなければなりません。近年多発するストーカー事案には、警

察や婦人相談所などが連携して被害者の安全を守る体制を整え、加害者の再犯防止対策も

実施します。社会を脅かす暴力団やテロ、サイバー空間の脅威への対策も進め、良好な治安

を確保してまいります。 昨年は、自然災害により大きな被害が相次いで発生しました。災害

から人命を守り、社会の機能を維持するため、危機管理を徹底するとともに、大規模建築物

の耐震改修や治水対策、避難計画の作成や防災教育など、ハードとソフトの両面から、事前

防災・減災、老朽化対策に取り組み、優先順位を付けながら国土強靱(きょうじん)化を進めま

す。 伊豆大島への災害派遣。活動中に御位牌(いはい)を発見した自衛隊員は、泥を自らの

水筒の水で洗い、きれいに拭き取りました。その様子をテレビで見た方から自衛隊に手紙が

寄せられました。 「本当に涙が出ました。あの過酷な条件のなかで自衛隊員の心のやさしさ

に感動しました。」 その手紙は、こう続きます。 「私はもう八十歳になりますが、戦争を知って

いる世代としては最後の世代ではなかろうかと思います。このように逞(たくま)しく、また、心や

さしい自衛隊員がおられる日本は安心です。」 自衛隊は、何物にも代え難い国民の信頼を

勝ち得ています。黙々と任務を果たす彼らは、私の誇りです。  

十 積極的平和主義  

海を挟んだ隣国フィリピンの台風被害でも、千二百人規模の自衛隊員が緊急支援を行いまし

た。 避難する方々を乗せたＣ―一三〇輸送機は、マニラ到着とともに、乗客の大きな拍手に

包まれました。「サンキュー、サンキュー」子供たちは何度もそう言いながら、隊員たちに握手

を求めてきたそうです。 日本の自衛隊を、日本だけでなく、世界が頼りにしています。世界の

コンテナの二割が通過するアデン湾でも、海賊対処行動にあたる自衛隊、海上保安庁は、世

界から高い評価を受けています。 今年はＯＤＡ六十周年。日本は、戦後間もない頃から、世

界に支援の手を差し伸べてきました。医療・保健分野などで生活水準の向上にも貢献してき
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ました。女性の活躍を始め人間の安全保障への取組を先頭に立って進めています。 シリア

では化学兵器の廃棄に協力しています。イランの核問題では平和的解決に向けた独自の働

きかけを行っています。 こうした活動の全てが、世界の平和と安定に貢献します。これが、積

極的平和主義です。我が国初の国家安全保障戦略を貫く基本思想です。その司令塔が国家

安全保障会議です。戦後六十八年間守り続けてきた我が国の平和国家としての歩みは、今

後とも、変わることはありません。集団的自衛権や集団安全保障などについては、「安全保障

の法的基盤の再構築に関する懇談会」の報告を踏まえ、対応を検討してまいります。 先月

東京で開催した日・ＡＳＥＡＮ特別首脳会議では、多くの国々から積極的平和主義について支

持を得ました。ＡＳＥＡＮは、繁栄のパートナーであるとともに、平和と安定のパートナーです。 

中国が、一方的に「防空識別区」を設定しました。尖閣諸島周辺では、領海侵入が繰り返され

ています。力による現状変更の試みは、決して受け入れることはできません。引き続き毅然

かつ冷静に対応してまいります。 新たな防衛大綱の下、南西地域を始め、我が国周辺の広

い海、そして空において、安全を確保するため、防衛態勢を強化してまいります。 自由な海

や空がなければ、人々が行き交い、活発な貿易は期待できません。民主的な空気が、人々

の「可能性」を開花させ、イノベーションを生み出します。 私は、自由や民主主義、人権、法

の支配の原則こそが、世界に繁栄をもたらす基盤である、と信じます。日本が、そして世界が、

これからも成長していくために、こうした基本的な価値を共有する国々と、連携を深めてまいり

ます。 その基軸が日米同盟であることは、言うまでもありません。 「世界の市民同胞の皆さ

ん、米国があなたのために何をするかを問うのではなく、われわれが人類の自由のために、

一緒に何ができるかを問うてほしい。」 昨年着任されたキャロライン・ケネディ米国大使の父、

ケネディ元大統領は、就任に当たって、世界にこう呼びかけました。 半世紀以上を経て、日

本は、この呼びかけに応えたい。国際協調主義に基づく積極的平和主義の下、日本は、米国

と手を携え、世界の平和と安定のために、より一層積極的な役割を果たしてまいります。 在

日米軍再編については、抑止力を維持しつつ、基地負担の軽減に向けて、全力で進めてま

いります。 特に、学校や住宅に近く、市街地の真ん中にある普天間飛行場については、名護

市辺野古沖の埋立て申請が承認されたことを受け、速やかな返還に向けて取り組みます。同

時に、移設までの間の危険性除去が極めて重要な課題であり、オスプレイの訓練移転など沖

縄県外における努力を十二分に行います。 沖縄の方々の気持ちに寄り添いながら、「できる

ことは全て行う」との姿勢で取り組んでまいります。  

十一 地球儀を俯瞰(ふかん)する視点でのトップ外交  

さて、総理就任から一年ほどで、十五回海外に出かけ、三十か国を訪問し、延べ百五十回以

上の首脳会談を行いました。 ロシアのプーチン大統領とは、四度首脳会談を行い、外務・防

衛閣僚協議も開催されました。 

個人的な信頼関係の下で、安全保障・経済を始めとする協力を進めるとともに、平和条約締

結に向けた交渉にしっかり取り組み、アジア・太平洋地域のパートナーとしてふさわしい関係

を構築してまいります。 トルコのエルドアン首相とは、三度の首脳会談を通じ、地下鉄、橋な



62 

 

どの交通システム、原子力、科学技術分野における人材育成など、多岐にわたる協力で合意

し、戦略的パートナーシップは着実に前進しています。 直接会って信頼関係を築きながら、

一つひとつ前に進む。いかなる課題があっても、首脳同士が膝詰めで話をすることで物事が

大きく動く。昨年は、トップ外交の重要性を改めて実感しました。 今年も、地球儀を俯瞰(ふか

ん)する視点で、戦略的なトップ外交を展開してまいります。 中国とは、残念ながら、いまだに

首脳会談が実現していません。しかし、私の対話のドアは、常にオープンであります。課題が

解決されない限り対話をしないという姿勢ではなく、課題があるからこそ対話をすべきです。 

日本と中国は、切っても切れない関係。「戦略的互恵関係」の原点に立ち戻るよう求めるとと

もに、関係改善に向け努力を重ねてまいります。 韓国は、基本的な価値や利益を共有する、

最も重要な隣国です。日韓の良好な関係は、両国のみならず、東アジアの平和と繁栄にとっ

て不可欠であり、大局的な観点から協力関係の構築に努めてまいります。 北朝鮮には、拉

致、核、ミサイルの諸懸案の包括的な解決に向けて具体的な行動を取るよう、強く求めます。 

拉致問題については、全ての拉致被害者の御家族が御自身の手で肉親を抱きしめる日が訪

れるまで、私の使命は終わりません。北朝鮮に「対話と圧力」の方針を貫き、全ての拉致被害

者の安全確保及び即時帰国、拉致に関する真相究明、拉致実行犯の引渡しの三点に向けて、

全力を尽くしてまいります。  

十二 おわりに  

今月、アフリカ三か国を訪問しました。力強く成長するアフリカは、日本外交の新たなフロンテ

ィアです。日本は、インフラ、人材育成といった分野で、アフリカの人々のため一層の貢献をし

てまいります。 アフリカの人々のため。八十七年前、アフリカに渡った一人の日本人がいまし

た。野口英世博士です。 「志を得ざれば再び此(この)地を踏まず」 故郷(ふるさと)・福島から

世界に羽ばたき、黄熱病研究のため周囲の反対を押し切ってガーナに渡り、そしてその地で

黄熱病により殉職。人生の最期の瞬間まで、医学に対する熱い初心を貫きました。 我々が

国会議員となったのも、「志を得る」ため。「この国を良くしたい」、「国民のために力を尽くした

い」との思いからであったはずです。改めて申し上げます。 全ては国家、国民のため、互い

に寛容の心を持って、建設的な議論を行い、結果を出していくことが、私たち国会議員に課せ

られた使命であります。 一年前、私は、この場所でこう申し上げました。今や、自由民主党と

公明党による連立与党は、衆参両院で多数を持っております。しかし、私の信念は、今なお

変わることはありません。 私たち連立与党は、政策の実現を目指す「責任野党」とは、柔軟

かつ真摯(しんし)に、政策協議を行ってまいります。 そうした努力を積み重ねることで、定数

削減を含む選挙制度改革も、国会改革も、そして憲法改正も、必ずや、前に進んで行くことが

できると信じております。 皆さん、是非とも国会議員となったときの熱い初心を思い出してい

ただき、建設的な議論を行っていこうではありませんか。 最後に、こうお願いして、私の施政

方針演説といたします。御清聴ありがとうございました。  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

◎第１８５回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説  
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平成25年10月15日  

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

 

この演説には高齢者の社会参加への言及はありません。（堀内 記）  

一 はじめに  

まず冒頭、過去に経験したことのない豪雨や、台風、竜巻により、亡くなられた方々に心から

哀悼の意を表するとともに、被害に遭われた方々に対してお見舞いを申し上げます。高齢化

や過疎に直面する被災地域も多く、そうした実態も踏まえながら、早期の復旧に向け全力で

取り組んでまいります。  

この道しかない。  

「三本の矢」は、世の中の空気を一変させました。今年に入って、２四半期連続で、年率三％

以上。主要先進国では最も高い成長となりました。昨年末〇・八三倍だった有効求人倍率は、

八か月で〇・九五倍まで来ました。  

景気回復の実感は、いまだ全国津々浦々まで届いてはいません。日本の隅々にまでこびり

ついた「デフレ」からの脱却は、いまだ道半ばです。 この道を、迷わずに、進むしかありませ

ん。  

今や、世界が、日本の復活に注目しています。ロック・アーンでも、サンクトペテルブルクでも、

ニューヨークでも、そしてバリでも、そのことを強く実感しました。 

日本は、「もう一度、力強く成長できる」。そして、「世界の中心で、再び活躍することができる」。

そうした未来への「希望」が、確実に芽生えています。  

皆さん、共に、この道を、進んで行こうではありませんか。  

二 復興の加速化  

強い経済を取り戻すことは、被災地にも大きな希望の光をもたらします。東日本大震災から

の一日も早い復興に向けて、取組を更に加速してまいります。併せて、将来の大規模な災害

に備え、強靭(きょうじん)な国づくりを進めてまいります。  

被災地では、今も二十九万人の方々が、避難生活を送っています。高台移転は、ほぼすべて

の計画が決定し、用地取得や造成工事の段階に移りました。今後、市町村毎(ごと)の「住まい

の復興工程表」を着実に実行してまいります。  

福島の皆さんにも、一日も早く故郷(ふるさと)に戻っていただけるよう、除染やインフラ復旧を

加速してまいります。  

私は、毎日官邸で、福島産のお米を食べています。折り紙つきのおいしさです。安全でおいし

い福島の農水産物を、風評に惑わされることなく、消費者の皆さんに、実際に味わってほしい

と願います。  

汚染水の問題でも、漁業者の方々が、「事実」と異なる「風評」に悩んでいる現実があります。

しかし、食品や水への影響は、基準値を大幅に下回っている。これが、「事実」です。  

抜本解決に向けたプログラムも策定し、すでに着手しています。今後とも、東京電力福島第
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一原発の廃炉・汚染水対策を、全力でやり抜いてまいります。東京電力任せにすることなく、

国が前面に立って、責任を果たしてまいります。  

福島出身の若いお母さんから、一通の手紙を頂きました。震災の年に生まれたお子さんへの

愛情と、故郷(ふるさと)の福島に戻るかどうか苦悩する心の内を綴(つづ)った手紙は、こう結

ばれていました。  

「・・・私達夫婦は今福島に帰ろうと考えています。あの土地に家族三人で住もうとしています。

私達のように若い世代が暮らさないと、福島に未来はないと考えたからです。」  

福島の若い世代は、しっかりと福島の未来を見据えています。  

被災地の復興なくして、日本の再生なし。その未来への責任を、私は、総理大臣として果たし

てまいります。  

三 成長戦略の実行  

（新しい成長の幕開け） チャレンジして「失敗」しても、それは「前進への足跡」であり、「大い

に奨励」すべきもの。しかし、「失敗を恐れて何もしない」のは「最低」だ。 本田宗一郎さんは、

こう述べて社員たちに奮起を促したと言います。先人たちのこうしたチャレンジ精神が、日本

を高度成長へと導きました。  

しかし、日本人は、いつしか自信を失ってしまった。長引くデフレの中で、萎縮してしまいまし

た。  

この呪縛から日本を解き放ち、再び、起業・創業の精神に満ち溢(あふ)れた国を取り戻すこと。

若者が活躍し、女性が輝く社会を創り上げること。これこそが、私の成長戦略です。いよいよ、

日本の「新しい成長」の幕開けです。  

（産業競争力の強化と経済の好循環） 果敢にチャレンジする企業を、安倍内閣は応援します。

日本の持つ「可能性」を最大限引き出すことこそが、競争力を強化する道であると考えます。  

新たに「企業実証特例制度」を創設します。あらゆる分野において、フロンティアに挑む企業

には、新たな規制緩和により、チャンスを広げます。  

事業再編を進め新陳代謝を促し、新たなベンチャーの起業を応援します。研究開発を促進し、

設備投資を後押しして生産性を向上します。  

そのために、今後三年間を「集中投資促進期間」と位置付け、税制・予算・金融・規制制度改

革といったあらゆる施策を総動員してまいります。  

その目指すところは、若者・女性を始め、頑張る人たちの雇用を拡大し、収入を増やすことに

ほかなりません。その実感を、必ずや、全国津々浦々にまで届けてまいります。  

そのことが、さらに消費を拡大し、新たな投資を生み出す。「経済の好循環」を実現するため、

政・労・使の連携を深めてまいります。  

（成長分野でチャンスを創る） 将来の成長が約束される分野で、意欲のある人にどんどんチ

ャンスを創ります。 

電力システム改革を断行します。ベンチャー意欲の高い皆さんに、自由なエネルギー市場に

参入してほしいと願います。コスト高、供給不安といった電力システムを取り巻く課題を同時
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に解決できる、ダイナミックな市場を創ってまいります。  

難病から回復して再び総理大臣となった私にとって、難病対策はライフワークとも呼ぶべき仕

事です。患者に希望をもたらす再生医療について、その実用化を更に加速してまいります。

民間の力を十二分に活用できるよう、再生医療に関する制度を見直します。  

外国訪問では、私は、安全でおいしい日本の農水産物を紹介しています。どこに行っても、本

当に驚くほどの人気です。かつて農業が産業として、これほど注目されたことがあったでしょう

か。  

意欲のある民間企業には、この分野にどんどん投資してもらい、日本の農産物の可能性を世

界で開花させてほしいと願います。しかし、狭い農地がバラバラに散在する現状では、意欲あ

る農業者ですら、コストを削減し、生産性を向上することはできません。都道府県毎(ごと)に、

農地をまとめて貸し出す、いわば「農地集積バンク」を創設してまいります。  

併せて、成長する世界の食市場への農水産物の輸出を戦略的に倍増し、一(ひと)手間(てま)

かけて付加価値を増す六次産業化を進めます。これらによって、今後十年間で、農業・農村

全体の所得倍増を目指してまいります。  

（オープンな世界で競争する） 競争の舞台は、オープンな世界。日本は、「世界で一番企業

が活躍しやすい国」を目指します。  

七年後には、東京を始め日本中の都市に、世界の注目が集まります。特異な規制や制度を

徹底的に取り除き、世界最先端のビジネス都市を生み出すため、国家戦略特区制度を創設

します。  

ＴＰＰ交渉では、日本は、今や中核的な役割を担っています。年内妥結に向けて、攻めるべき

は攻め、守るべきは守り、アジア・太平洋の新たな経済秩序づくりに貢献してまいります。  

公務員には、広く世界に目を向け、国家国民のため能動的に行動することが求められていま

す。内閣人事局の設置を始め、国家公務員制度改革を推進してまいります。 （成長戦略実

行国会） やるべきことは明確です。これまでも同じような「成長戦略」は、たくさんありました。

違いは、「実行」が伴うか、どうか。もはや作文には意味はありません。  

「実行なくして成長なし」。この国会は、成長戦略の「実行」が問われる国会です。皆さん、しっ

かりと結果を出して、日本が力強く成長する姿を、世界に発信していこうではありませんか。  

四 強い経済を基盤とした社会保障改革と財政再建  

経済政策パッケージを果断に実行し、日本経済を持続的に成長させる。その上で、私は、来

年四月からの消費税率三％引上げを予定通り実行することを決断しました。  

これから実行に移す経済政策パッケージは、かつてのような、目先の景気を押し上げるため

の一過性のものではありません。賃金上昇と雇用拡大などを実現するための、未来への投

資です。  

世界に誇る我が国の社会保障制度を、次世代に安定的に引き渡していく。そのためには、財

源確保のための消費税率引上げと同時に、保険料収入や税収の基盤である「強い経済」を

取り戻さねばなりません。こうした取組の下、中長期の財政健全化目標の実現を目指しま
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す。  

併せて、大胆に改革を進め、持続可能な制度を構築しなければなりません。少子化対策を充

実し、全世代型の社会保障へと転換してまいります。医療、介護保険、公的年金について、

受益と負担の均衡がとれた制度へと、具体的な改革を進めてまいります。高齢者の皆さんが

安心して暮らせる社会を構築します。  

「心(しん) 志(し)あれば 必ず便宜(べんぎ)あり」  

意志さえあれば、必ずや道は拓(ひら)ける。中村正直は、明治四年の著書「西国(さいごく)立

志編(りっしへん)」の中で、英国人スマイルズの言葉をこのように訳しました。  

欧米列強が迫る焦燥(しょうそう)感の中で、あらゆる課題に同時並行で取り組まなければなら

なかった明治日本。現代の私たちも、経済再生と財政再建、そして社会保障改革、これらを

同時に達成しなければなりません。  

明治人たちの「意志の力」に学び、前に進んで行くしかない。明治の日本人にできて、今の私

たちにできないはずはありません。要は、その「意志」があるか、ないか。  

「強い日本」。それを創るのは、ほかの誰でもありません。私たち自身です。  

皆さん、共に、進んで行こうではありませんか。  

五 現実を直視した外交・安全保障政策の立て直し  

相互依存を深める世界において、世界の平和と安定に積極的な責任を果たすことなくして、も

はや我が国の平和を守ることはできません。  

これは、私たち自身の問題です。  

戦後六十八年にわたる平和国家としての歩みに、私たちは胸を張るべきです。しかし、その

平和を将来も守り抜いていくために、私たちは、今、行動を起こさねばなりません。 単に国際

協調という「言葉」を唱えるだけでなく、国際協調主義に基づき、積極的に世界の平和と安定

に貢献する国にならねばなりません。「積極的平和主義」こそが、我が国が背負うべき二十一

世紀の看板であると信じます。  

石垣島で漁船を守る海上保安官。宮古島で南西の空をにらみ、ジブチで灼熱(しゃくねつ)のも

と海賊対処行動に当たる自衛官。極限の環境でも高い士気を保つ姿を目の当たりにしました。

彼らは、私の誇りです。御家族にも感謝の気持ちで一杯です。  

彼らは、現場で、今この瞬間も、「現実」と向き合っています。私たちも、安全保障環境がます

ます厳しさを増す「現実」から、決して目を背けてはならない。  

私は、「現実」を直視した、外交・安全保障政策の立て直しを進めてまいります。  

国家安全保障会議を創設し、官邸における外交・安全保障政策の司令塔機能を強化します。

これと併せ、我が国の国益を長期的視点から見定めた上で、我が国の安全を確保していくた

め、「国家安全保障戦略」を策定してまいります。 さらに、日米同盟を基軸とし、自由、民主

主義、基本的人権、法の支配といった価値観を共有する国々と連携を強めてまいります。  

在日米軍再編については、抑止力を維持しつつ、沖縄を始めとする地元の負担軽減を図る

ため、現行の日米合意に従って着実に進めます。  
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拉致問題については、私の内閣で、全面解決に向けて、全力を尽くしてまいります。  

総理就任から十か月間、私は、地球儀を俯瞰(ふかん)する視点で、二十三か国を訪問し、延

べ百十回以上の首脳会談を行いました。これからも、世界の平和と繁栄に貢献し、より良い

世界を創るため一層の役割を果たしながら、積極果敢に国益を追求し、日本の魅力を売り込

んでまいります。  

六 おわりに  

「ＴＯＫＹＯ」。  

ロゲ会長のアナウンスで、ブエノスアイレスの会場は歓喜に包まれました。「みんなが頑張れ

ば、夢は叶う」。そのことが証明された瞬間でありました。  

歓喜の輪の中に、成田真由美さんがいました。パラリンピック水泳で、これまで十五個もの金

メダルを獲得した、日本が世界に誇るアスリートです。  

その成田選手が、かつて、私に、こう語ってくれました。  

「私は、失ったものを数えるのではなく、得たものを数えていきます。」  

「意志の力」に裏打ちされているからこそ、前を向いて生きていこうとする姿勢に、私は、強く

心を打たれました。  

十三歳から車いすでの生活となり、その後も交通事故など数々の困難を、成田選手は、強い

「意志の力」で乗り越えて、素晴らしい記録を生み出してきました。  

今の日本が直面している数々の課題。復興の加速化、長引くデフレからの脱却、経済の再生、

財政の再建、社会保障制度の改革、教育の再生、災害に強く安全・安心な社会の構築、地域

の活性化、そして、外交・安全保障政策の立て直し。これらも、「意志の力」さえあれば、必ず、

乗り越えることができる。私は、そう確信しています。  

先般の参議院選挙で、自由民主党及び公明党の連立与党を支持してくださった国民の皆さ

んに、心より感謝します。この選挙により国会のねじれが解消されたことは、「困難を乗り越え

ていけ」と、背中を力強く押していただいたものと認識しています。  

この選挙結果に、政策を前に進めることで、応えてまいります。いや、応えていかねばなりま

せん。  

定数削減を含む選挙制度改革について、現在のこう着状況を打破し、結論を得ようではあり

ませんか。  

憲法改正について、国民投票の手続を整え、国民的な議論を更に深めながら、前に進んで

行こうではありませんか。  

皆さん、「決める政治」によって、国民の負託にしっかりと応えていこうではありませんか。  

国民の皆様並びに議員各位の御理解と御協力をお願い申し上げる次第です。  

御清聴ありがとうございました。  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

◎第１８３回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説  
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平成25年2月28日  

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

 

一 はじめに  

「強い日本」。それを創るのは、他の誰でもありません。私たち自身です。  

「一身独立して一国独立する」  

私たち自身が、誰かに寄り掛かる心を捨て、それぞれの持ち場で、自ら運命を切り拓こうとい

う意志を持たない限り、私たちの未来は開けません。  

日本は、今、いくつもの難しい課題を抱えています。しかし、くじけてはいけない。諦めてはい

けません。  

私たち一人ひとりが、自ら立って前を向き、未来は明るいと信じて前進することが、私たちの

次の、そのまた次の世代の日本人に、立派な国、強い国を残す唯一の道であります。  

「苦楽を与(とも)にするに若(し)かざるなり」  

一身の独立を唱えた福沢諭吉も、自立した個人を基礎としつつ、国民も、国家も、苦楽を共に

すべきだと述べています。  

「共助」や「公助」の精神は、単に可哀想(かわいそう)な人を救うことではありません。 

懸命に生きる人同士が、苦楽を共にする仲間だからこそ、何かあれば助け合う。そのような

精神であると考えます。  

二 被災者の皆さんの強い自立心と復興の加速化  

「みんなで声を掛け合って、励まし合っている。」  

総理就任以来、私は、毎月、被災地を訪問し、避難生活を強いられている方々の声を直接伺

ってまいりました。  

仮設住宅の厳しい環境の下でも、思いやりの心が、そこにはありました。自立して支え合おう

とする気概を感じるのです。  

一方、個人の意志や努力だけではどうにもならない問題が、今なお立ちはだかっています。

高台移転は、ようやく動き始めたものの、土地の買収や、様々な手続により、大幅な遅れが

目立ちます。  

仮設住宅暮らしの長期化による、先の見えない不安。お年寄りの方からは、「時間がない」と

いう悲痛なお話も伺いました。  

「どんなに小さくてもいいから、自分の家に住みたい」  

今を懸命に生きる人たちに、復興を加速することで、応えていかねばなりません。解決すべき

課題は、地域ごとに異なりますが、復興庁が、現場主義を徹底し、課題を具体的に整理して、

一つひとつ解決します。  

福島は、今も、原発事故による被害に苦しんでいます。子どもたちは、屋外で十分に遊ぶこと

すらできません。除染、風評被害の防止、早期帰還に、行政の縦割りを排し、全力を尽くすべ

きは当然です。しかし、私たちは、その先にある「希望」を創らねばなりません。  
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若者たちが、「希望」に胸を膨らませることができる東北を、私たちは創り上げます。それこそ

が、真の復興です。  

既に、再生可能エネルギー産業や医療関連産業など、将来の成長産業が東北で芽吹きつつ

あります。復興を更に強力に進めるため、復興予算十九兆円枠を見直し、必要な財源を確保

することとしました。  

今年も、間もなく三月十一日がやってきます。厳しく長い冬が続いた東北にも、もうすぐ春が

訪れます。冬の寒さに耐えて、春に咲き誇る花のように、「新たな創造と可能性の地」としての

東北を、皆さん、共に創り上げようではありませんか。  

三 経済成長を成し遂げる意志と勇気  

さて、日本経済の将来に、今の若者たちは「希望」を持てるでしょうか。  

若者たちが、「未来は明るい」と信じることができる、力強い日本経済を立て直すことが、私た

ちの世代の責任であります。  

「三本の矢」を、力強く、射込みます。大胆な金融政策であり、機動的な財政政策。そして、民

間投資を喚起する成長戦略です。  

今までと同じやり方では、激変している国際経済に、立ち向かうことはできません。  

日本の経済成長は、世界を覆う大競争の荒波に、ためらうことなく漕(こ)ぎ出していく、私たち

の意志と、それから勇気にかかっています。  

（世界のフロンティアへ羽ばたく） 正にそうした勇気を示し、遠くアルジェリアの砂漠で働いて

いた方々が、犠牲となりました。  

彼らに非業の死を遂げさせたテロリストたちの卑劣と非道を、我が国は決して許しません。テ

ロの犠牲を繰り返さないため、何を為さねばならないかを検証し、具体的な対策を進めます。  

私が恐れていることは、今回の事件によって、日本人が、世界に羽ばたく意志と勇気を失うこ

とです。  

世界の成長センターは、アジアから、中南米、アフリカへと広がっています。今回犠牲となった

方々の志を無にしないためにも、海外の成長を日本に取り込むべく、世界のどこへでも、フロ

ンティアに果敢に飛び込んでいかねばなりません。  

そのカバンに詰め込むべき、魅力ある商品は、たくさんあります。  

健康的な日本食は、世界でブームを巻き起こしています。四季の移ろいの中で、きめ細やか

に育てられた、日本の農産物。世界で豊かな人が増えれば増えるほど、人気が高まることは

間違いありません。そのためにも、「攻めの農業政策」が必要です。日本は瑞穂の国です。 

息を飲むほど美しい棚田の風景、伝統ある文化。若者たちが、こうした美しい故郷(ふるさと)

を守り、未来に「希望」を持てる「強い農業」を創ってまいります。  

健康は、誰もが求める、世界共通のテーマです。日本発の技術であるｉＰＳ細胞を利用した再

生医療・創薬など、最先端の医療技術を積極的に活用して、世界に先駆けて健康長寿社会

を目指します。世界に誇る国民皆保険制度が育んだ、我が国の医療技術とサービスに、更に

磨きをかけ、国際的な医療協力なども通じて、世界に積極的に展開してまいります。  
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日本のコンテンツやファッション、文化・伝統の強みも、世界から注目されています。アニメな

どのブームを一過性のものに終わらせることなく、世界の人たちを惹(ひ)きつける観光立国を

推進することに加え、「クール・ジャパン」を世界に誇るビジネスにしていきましょう。  

それから環境技術です。資源制約を抱える世界で、その解決策を、日本は持っています。ここ

にも、商機があります。最先端の技術で、世界の温暖化対策に貢献し、低炭素社会を創出し

ていくという我が国の基本方針は不変です。  

詰め込むカバンの中身が、技術、サービス、知的財産など多様化する現代では、活発でフェ

アな国際競争を確保するため、貿易や投資のルールを国際的に調和していかねばなりませ

ん。  

我が国は、受け身であってはなりません。グローバルなレベルでも、地域レベルや二国間レ

ベルでも、日本は、ルールを「待つ」のではなく、「創る」国でありたいと考えます。  

アジア・太平洋地域、東アジア地域、欧州などとの経済連携を、戦略的に推進します。我が国

の外交力を駆使して、守るべきものは守り、国益にかなう経済連携を進めます。  

ＴＰＰについては、「聖域なき関税撤廃」は、前提ではないことを、先般、オバマ大統領と直接

会談し、確認いたしました。今後、政府の責任において、交渉参加について判断いたします。  

意欲のある全ての日本人が、世界の成長センターで、存分に活躍できる環境を整えます。  

（日本が世界の成長センターになる） 一方で、日本から世界へという流れだけでなく、世界か

ら日本に、優れた企業や人を集め、日本をもう一度成長センターにしていく気概も必要です。  

優れた人たちは、今、日本で能力を発揮したいと考えるでしょうか。  

日本での研究環境に満足できない研究者たちが、海外にどんどん流出しています。 

「世界で最もイノベーションに適した国」を創り上げます。総合科学技術会議が、その司令塔

です。大胆な規制改革を含め、世界中の研究者が日本に集まるような環境を整備します。  

その萌(ほう)芽とも呼ぶべき「希望」に、私は、沖縄で出会いました。  

「非常に素晴らしい研究機会が与えられると考えて、沖縄にやってきた。」  

アメリカから来たこの学生は、かつてハーバード大学やイェール大学で研究に携わってきまし

た。その上で、昨年開学した沖縄科学技術大学院大学で研究する道を選びました。  

最新の研究設備に加え、沖縄の美(ちゅ)ら海に面した素晴らしい雰囲気の中で、世界中から

卓越した教授陣と優秀な学生たちが集まりつつあります。沖縄の地に、世界一のイノベーショ

ン拠点を創り上げます。  

世界初の海洋メタンハイドレート産出試験、世界に冠たるロケット打ち上げ成功率、世界最先

端の加速器技術への挑戦など、日本は、先端分野において、世界のイノベーションをけん引

しています。  

将来の資源大国にもつながる海洋開発、安全保障や防災など幅広い活用が期待できる宇宙

利用、テレワークや遠隔医療など社会に変革をもたらし得るＩＴ活用。  

日本に「新たな可能性」をもたらすこれらのイノベーションを、省庁の縦割りを打破し、司令塔

機能を強化して、力強く進めてまいります。  
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世界の優れた企業は、日本に立地したいと考えるでしょうか。  

むしろ、我が国は、深刻な産業空洞化の課題に直面しています。  

長引くデフレからの早期脱却に加え、エネルギーの安定供給とエネルギーコストの低減に向

けて、責任あるエネルギー政策を構築してまいります。  

東京電力福島第一原発事故の反省に立ち、原子力規制委員会の下で、妥協することなく安

全性を高める新たな安全文化を創り上げます。その上で、安全が確認された原発は再稼働し

ます。  

省エネルギーと再生可能エネルギーの最大限の導入を進め、できる限り原発依存度を低減

させていきます。同時に、電力システムの抜本的な改革にも着手します。  

「世界で一番企業が活躍しやすい国」を目指します。  

「国際先端テスト」を導入し、聖域なき規制改革を進めます。企業活動を妨げる障害を、一つ

ひとつ解消していきます。これが、新たな「規制改革会議」の使命です。  

行政や公務員制度の在り方も、これまでの改革の成果に加え、国際的な大競争時代への変

化をとらえ、改革します。公務員には、誇りと責任を持って、世界との競争に打ち勝つ国づくり

を、それぞれの持ち場で能動的に進めるよう期待します。  

魅力あふれる地域を創ります。その鍵(かぎ)は、地域ごとの創意工夫を活(い)かすための、地

方分権改革です。大都市制度の改革を始め、地方に対する権限移譲や規制緩和を進めます。

また、「地域の元気づくり」を応援します。  

（世界一を目指す気概） 小さな町工場から、フェラーリやＢＭＷに、果敢に挑戦している皆さ

んがいます。  

自動車ではありません。東京都大田区の中小企業を経営する細貝さんは、仲間と共に、ボブ

スレー競技用「そり」の国産化プロジェクトを立ち上げました。  

「世界最速のマシンをつくりたい」  

三十社を超える町工場が、これまで培ってきた、ものづくりの力を結集して、来年のソチ五輪

を目指し、世界に挑んでいます。  

高い技術と意欲を持つ中小企業・小規模事業者の挑戦を応援します。試作品開発や販路開

拓など、新しいチャレンジを応援する仕組みを用意します。  

ひたすらに世界一を目指す気概。こういう皆さんがいる限り、日本はまだまだ成長できると、

私は、確信しています。  

今一度、申し上げます。皆さん、今こそ、世界一を目指していこうではありませんか。  

（家計のための経済成長） なぜ、私たちは、世界一を目指し、経済を成長させなければなら

ないのか。  

それは、働く意欲のある人たちに仕事を創り、頑張る人たちの手取りを増やすために他なりま

せん。  

このため、私自身、可能な限り報酬の引上げを行ってほしいと、産業界に直接要請しました。

政府も、税制で、利益を従業員に還元する企業を応援します。  
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既に、この方針に御賛同いただき、従業員の報酬引上げを宣言する企業も現れています。う

れしいことです。  

家計のやりくりは、大変な御苦労です。日々の暮らしを少しでも良くするために、私たちは、

「強い経済」を取り戻します。  

四 世界一安全・安心な国  

経済だけではありません。様々なリスクにさらされる国民の生命と財産を、断固として守る、

「強靭(じん)な国づくり」も急務です。  

旅行で、仕事で、普段何気なく通るトンネルで、その事故は起きました。笹子トンネル事故で

す。  

私の育った時代、高速道路が次々と延びていく姿は、「成長する日本」の象徴でありました。し

かし、あの頃できたインフラが、老いつつある。人の命まで奪った現実に、向き合わなければ

なりません。  

命を守るための「国土強靭(じん)化」が、焦眉(び)の急です。首都直下地震や南海トラフ地震

など、大規模な自然災害への備えも急がなければなりません。徹底した防災・減災対策、老

朽化対策を進め、国民の安全を守ります。  

治安に対する信頼も欠かせません。ネット社会の脅威であるサイバー犯罪・サイバー攻撃や、

平穏な暮らしを脅かす暴力団やテロリストなどへの対策・取締りを徹底します。  

悪質商法によるトラブルから、消費者を守らねばなりません。地方の相談窓口の充実や監視

強化などによって、消費者の安全・安心を確保します。  

「世界一安心な国」、「世界一安全な国、日本」を創り上げます。  

五 暮らしの不安に一つひとつ対応する政治  

さて、今、この演説を聞く国民一人ひとりが、悩みや不安を抱えておられます。  

家計のやりくり、教育、子育て、介護。こうした不安に目を向け、一つひとつ対応することも、

政治の使命です。  

「車座ふるさとトーク」を始めました。皆さんの声を直接お伺いするため、閣僚が、地方に足を

運びます。一人ひとりの思いを、直接、具体的な政策につなげていきます。 

（子どもたちが主役の教育再生） 子どもを持つ親は、常に子どもの教育に頭を悩ませていま

す。  

いじめや体罰を背景に、子どもの尊(とうと)い命が絶たれる事案が発生しています。「子ども

の命は何としても守り抜く」との強い意志と責任感を、私たち大人が持って、直ちに行動に移

さねばなりません。  

六年前に改正した教育基本法を踏まえ、現場での具体的な改革を進めます。まずは、先般、

「教育再生実行会議」が取りまとめた、道徳教育の充実を始めとする、いじめ対策の提言を実

行します。  

教育現場で起きる問題に、的確で速やかな対応が行える体制を整えます。現行の教育委員

会制度について、責任体制を明確にすることを始め、抜本的な改革に向けた検討を進めま
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す。  

学力の向上も、公教育に求められる重要な役割です。世界トップレベルの学力を育むため、

力ある教師を養成し、グローバル化に対応したカリキュラムなどを充実していきます。「大学

力」は、国力そのものです。大学の強化なくして、我が国の発展はありません。世界トップレベ

ルとなるよう、大学の在り方を見直します。  

私も、子どもの頃、野球選手や警察官などと、色々な「夢」を見ました。教育再生とは、子ども

たちが、「夢」を実現する意志を持って、自分たちの道を歩んでいけるよう手助けするための

ものに他なりません。  

その主役は、子どもたちです。  

六・三・三・四制の見直しによる「平成の学制大改革」を始め、教育再生に向けた具体的な課

題について、今後検討を進めます。  

（子育て・介護を支える社会） 子育てに頑張るお父さんやお母さんが、育児を取るか仕事を

取るかという二者択一を迫られている現実があります。  

待機児童の解消に向けて保育所の受入児童数を拡大します。多様な保育ニーズに応えるた

めには、休日・夜間保育なども拡充していかねばなりません。放課後児童クラブを増設し、地

域による子育て支援も力を入れてまいります。 仕事との両立支援と併せ、仕事への復帰を

応援します。両立支援に取り組む事業者への助成、マザーズハローワークの拡充に取り組

みます。  

年老いた親の介護と仕事の両立に御苦労される方も、増えつつあります。  

介護と仕事も、両立しやすい社会を創っていかねばなりません。まずは、その第一歩として、

両立するための知識やノウハウを、働く方々や職場に周知して、様々な支援を受けられるよう

にします。地域のお年寄りの皆さんに、質が高く、必要な介護が行われる体制も整えます。  

全てを家庭に任せるのではなく、社会も共に子育てや介護を支えていきます。  

（女性が輝く日本） 他方、家庭に専念して、子育てや介護に尽くしている方々もいらっしゃい

ます。皆さんの御苦労は、経済指標だけでは測れない、かけがえのないものです。  

皆さんの社会での活躍が、日本の新たな活力を生み出すと信じます。皆さんが、いつでも仕

事に復帰できるよう、トライアル雇用制度を活用するなど、再就職支援を実施します。  

仕事で活躍している女性も、家庭に専念している女性も、全ての女性が、その生き方に自信

と誇りを持ち、輝けるような国づくりを進めます。皆さん、女性が輝く日本を、共に創り上げて

いこうではありませんか。  

（誰もが再チャレンジできる社会） 老いも若きも、障害や病気を抱える方も、意欲があるなら

ば、世のため人のために活躍できる機会を創ります。その先に、活力あふれる日本が待って

います。  

個々の事情に応じた就労支援を、きめ細かく行います。「若者・女性活躍推進フォーラム」の

場を通じて、更なる課題を抽出し、具体策を検討していきます。  

一度の失敗で烙(らく)印が押され、「負け組」が固定化するような社会は、「頑張る人が報われ
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る社会」とは言えません。何度でもチャレンジできる社会を創り上げてまいります。  

（持続可能な社会保障制度の構築） しかし、どんなに意欲を持っていても、病気や加齢など

により、思い通りにならない方々がいらっしゃいます。  

こうした方々にも安心感を持っていただくため、持続可能な社会保障制度を創らねばなりませ

ん。少子高齢化が進む中、安定財源を確保し、受益と負担の均衡がとれた制度を構築します。 

自助・自立を第一に、共助と公助を組み合わせ、弱い立場の人には、しっかりと援助の手を

差し伸べます。自由民主党、公明党、民主党による三党間での協議の進展も踏まえ、社会保

障制度改革国民会議において御議論いただき、改革を具体化してまいります。  

国・地方のプライマリーバランスについて、二〇一五年度までに二〇一〇年度に比べ赤字の

対ＧＤＰ比の半減、二〇二〇年度までに黒字化、との財政健全化目標の実現を目指します。  

六 原則に基づく外交・安全保障  

さて、外交・安全保障について、お話しいたします。  

私の外交には、原則があります。先般のアセアン諸国訪問の際には対アセアン外交の五原

則を発表しましたが、私の外交は、「戦略的な外交」、「普遍的価値を重視する外交」、そして

国益を守る「主張する外交」が基本です。傷ついた日本外交を立て直し、世界における確固と

した立ち位置を明確にしていきます。  

その基軸となるのは、やはり日米同盟です。  

開かれた海の下、世界最大の海洋国家である米国と、アジア最大の海洋民主主義国家であ

る日本とが、パートナーを成すのは理の当然であり、不断の強化が必要です。  

先日のオバマ大統領との会談により、緊密な日米同盟は完全に復活いたしました。政治、経

済、安全保障だけではなく、アジア・太平洋地域、更には国際社会共通の課題に至るまで、同

じ戦略意識を持ち、同じ目的を共有していることを確認したのであります。緊密な日米同盟の

復活を内外に示し、世界の平和と安定のために、日米が手を携えて協力していくことを鮮明

にすることができました。  

日米安保体制には、抑止力という大切な公共財があります。これを高めるために、我が国は

更なる役割を果たしてまいります。同時に、在日米軍再編には、現行の日米合意に従って進

め、抑止力を維持しつつ、沖縄の負担軽減に全力で取り組みます。特に、普天間飛行場の固

定化はあってはなりません。沖縄の方々の声によく耳を傾け、信頼関係を構築しながら、普

天間飛行場の移設及び嘉手納以南の土地の返還計画を早期に進めてまいります。  

北朝鮮が核実験を強行したことは、断じて容認できません。安保理決議にも明確に違反する

ものであり、厳重に抗議し、非難します。北朝鮮が平和と繁栄を求めるのであれば、このよう

な挑発的な行動を取ることが何の利益にもならないことを理解させるべく、米国、韓国を始め、

中国、ロシアといった関係国と連携して、断固たる対応を追求します。  

拉致問題については、全ての拉致被害者の御家族が御自身の手で肉親を抱きしめる日が訪

れるまで、私の使命は終わりません。北朝鮮に「対話と圧力」の方針を貫き、全ての拉致被害

者の安全確保及び即時帰国、拉致に関する真相究明、拉致実行犯の引渡しの三点に向けて、
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全力を尽くします。  

拉致、核、ミサイルの諸懸案の包括的な解決に向けて具体的な行動を取るよう、北朝鮮に強

く求めます。  

尖閣諸島が日本固有の領土であることは、歴史的にも国際法上も明白であり、そもそも解決

すべき領有権の問題は存在しません。  

先般の我が国護衛艦に対する火器管制レーダー照射のような、事態をエスカレートさせる危

険な行為は厳に慎むよう、強く自制を求めます。国際的なルールに従った行動が必要であり

ます。  

同時に、日中関係は、最も重要な二国間関係の一つであり、個別の問題が関係全体に影響

を及ぼさないようコントロールしていくとの「戦略的互恵関係」の原点に立ち戻るよう、求めて

まいります。私の対話のドアは、常にオープンです。  

韓国は、自由や民主主義といった基本的価値と利益を共有する最も重要な隣国です。朴(パ

ク)槿(ク)惠(ネ)新大統領の就任を心より歓迎いたします。日韓の間には、困難な問題もありま

すが、二十一世紀にふさわしい未来志向で重要なパートナーシップの構築を目指して協力し

ていきます。  

もう一つの隣国であるロシアとの関係は、最も可能性に富んだ二国間関係の一つであります。

本年に予定されているロシア訪問を、日露関係の発展に新たな弾みを与えるものとしたいと

考えています。アジア・太平洋地域のパートナーとしてふさわしい関係を構築すべく、日露関

係全体の発展を図りながら、最大の懸案である北方領土問題を解決して平和条約を締結す

べく、腰を据えて取り組みます。  

緊密な日米関係を基軸として、豪州やインド、アセアン諸国などの海洋アジア諸国との連携を

深めてまいります。Ｇ８、Ｇ20や我が国で開催する第五回アフリカ開発会議などの国際的枠

組みを通じ、貧困や開発といった国際社会に共通する課題の解決に向け、我が国は、世界

の大国にふさわしい責任を果たしていきます。  

七 今、そこにある危機 我が国の領土・領海・領空や主権に対する挑発が続いており、我が

国を取り巻く安全保障環境は、一層厳しさを増しております。  

先般、沖縄を訪問し、最前線で任務に当たっている、海上保安庁や警察、自衛隊の諸君を激

励する機会を得ました。その真剣なまなざしと、みなぎる緊張感を目の当たりにしました。彼ら

を送り出してくれた御家族にも、感謝の念で一杯です。  

私は、彼らの先頭に立って、国民の生命・財産、我が国の領土・領海・領空を断固として守り

抜く決意であります。  

十一年ぶりに防衛関係費の増加を図ります。今後、防衛大綱を見直し、南西地域を含め、自

衛隊の対応能力の向上に取り組んでまいります。  

我が国の外交・安全保障政策の司令塔となる「国家安全保障会議」の設置に向けた検討を

本格化します。同時に、「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」において、二十一

世紀の国際情勢にふさわしい我が国の立ち位置を追求してまいります。  
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危機にあって、大切なことは、大局を見失わないことです。  

我が国の国益は、万古不易です。我が国の存立基盤である「海」を、徹底してオープンなもの

とし、自由で平和なものとすることであります。 「全世界にとっての基本的に重要な原則、す

なわち何よりも国際法が力の行使に勝たなくてはならないという原則を守ろうとしていた」  

フォークランド紛争を振り返って、イギリスのマーガレット・サッチャー元首相は、こう語りまし

た。  

「海における法の支配」。私は、現代において、「力の行使による現状変更」は、何も正当化し

ないということを、国際社会に対して訴えたいと思います。  

安全保障の危機は、「他人事」ではありません。「今、そこにある危機」なのです。  

今、この瞬間も、海上保安庁や警察、自衛隊の諸君は、強い意志と忍耐力で任務に当たって

います。荒波を恐れず、乱気流を乗り越え、極度の緊張感に耐え、強い誇りを持って任務を

果たしています。皆さん、与野党を超えて、今、この場から、彼らに対し、感謝の意を表そうで

はありませんか。  

八 おわりに  

江戸時代の高名な学者である貝原(かいばら)益軒(えきけん)は、牡(ぼ)丹の花を大切に育て

ていました。ある日、外に出ていた間に、留守番の若者が、その花を折ってしまいました。怒

られるのではないか、と心配する若者に対して、益軒(えきけん)は、こう述べて許したと言いま

す。  

「自分が牡(ぼ)丹を植えたのは、楽しむためで、怒るためではない。」  

「何のため」に牡(ぼ)丹を植えたのか、という初心を常に忘れず、そこに立ち戻ることによって、

寛大な心を持つことができた益軒(えきけん)。  

私は、この議場にいる全ての国会議員の皆さんに、呼び掛けたいと思います。  

我々は、「何のため」に、国会議員を志したのか。  

それは、「この国を良くしたい」、「国民のために力を尽くしたい」、との思いからであって、間違

っても、政局に明け暮れたり、足の引っ張り合いをするためではなかったはずです。  

全ては国家、国民のため、互いに寛容の心を持って、建設的な議論を行い、結果を出してい

くことが、私たち国会議員に課せられた使命であります。  

議員定数の削減や、選挙制度の見直しについても、各党各会派で話し合い、しっかりと結論

を出していこうではありませんか。  

憲法審査会の議論を促進し、憲法改正に向けた国民的な議論を深めようではありませんか。  

政権与党である自由民主党と公明党が、政権運営に主たる責任を負っていることは言うまで

もありません。その上で、私は、各党各会派の皆さんと丁寧な議論を積み重ね、合意を得る

努力を進めてまいります。  

この議場にいらっしゃる皆さんには、是非とも国会議員となったときの熱い初心を思い出して

いただき、どうか建設的な議論を行っていただけますよう、最後にお願いして、私の施政方針

演説といたします。  
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◎第１８３回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説  

平成25年1月28日  

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

 

この演説には高齢者の社会参加にかんする言及はありません。（堀内 記） 

  

まず、アルジェリアで発生したテロ事件について、一言、申し上げます。 事件発生以来、政府

としては、総力を挙げて情報収集と人命救出に取り組んでまいりました。  

しかしながら、世界の最前線で活躍する、何の罪もない日本人が犠牲となったことは、痛恨の

極みです。残された御家族の方々のお気持ちを想うと、悲痛の念に堪えません。  

無辜(むこ)の市民を巻き込んだ卑劣なテロ行為は、決して許されるものではなく、断固として

非難します。私たちは、今般の事件の検証を行い、国民の生命・財産を守り抜きます。国際

社会と引き続き連携し、テロと闘い続けます。冒頭、その決意を申し上げます。  

（はじめに） 昨年末の総選挙による国民の審判を経て、自由民主党と公明党の連立政権を

発足させ、第九十六代内閣総理大臣を拝命いたしました。  

私は、かつて病のために職を辞し、大きな政治的挫折を経験した人間です。国家の舵(かじ)

取りをつかさどる重責を改めてお引き受けするからには、過去の反省を教訓として心に刻み、

丁寧な対話を心掛けながら、真摯に国政運営に当たっていくことを誓います。  

国家国民のために再び我が身を捧げんとする私の決意の源は、深き憂国の念にあります。

危機的な状況にある我が国の現状を正していくために、為(な)さなければならない使命があ

ると信じるからです。  

デフレと円高の泥沼から抜け出せず、五十兆円とも言われる莫大な国民の所得と産業の競

争力が失われ、どれだけ真面目に働いても暮らしが良くならない、日本経済の危機。  

三十二万人近くにも及ぶ方々が住み慣れた故郷(ふるさと)に戻れないまま、遅々として進ん

でいない、東日本大震災からの復興の危機。  

外交政策の基軸が揺らぎ、その足元を見透かすかのように、我が国固有の領土・領海・領空

や主権に対する挑発が続く、外交・安全保障の危機。  

そして、国の未来を担う子どもたちの中で陰湿ないじめが相次ぎ、この国の歴史や伝統への

誇りを失い、世界に伍(ご)していくべき学力の低下が危惧される、教育の危機。  

このまま、手をこまねいているわけにはいきません。  

皆さん。今こそ、額に汗して働けば必ず報われ、未来に夢と希望を抱くことができる、真っ当

な社会を築いていこうではありませんか。  

そのためには、日本の未来をおびやかしている数々の危機を何としても突破していかなけれ

ばなりません。  



78 

 

野党として過ごした三年余り、全国津々浦々で現場の声を丹念に拾い集め、政策のあるべき

姿を考え抜いてまいりました。政権与党に復帰した今こそ、温めてきた政策を具体的に実現さ

せ、国民と共に、現下の危機突破に邁(まい)進します。  

内閣発足に当たって、私は全ての閣僚に「経済再生」「震災復興」「危機管理」に全力を挙げ

るよう一斉に指示をいたしました。危機の突破は、全閣僚が一丸となって取り組むべき仕事で

す。  

同時に、与野党の別を問わず、国政に携わる全ての国会議員が担うべき責任でもあるはず

です。  

この議場に集う全ての国会議員諸氏に訴えます。危機を突破せんとする国家の確固たる意

思を示すため、与野党の叡(えい)智を結集させ、国力を最大限に発揮させようではありませ

んか。各党各会派の御理解と御協力を切に求めてやみません。  

（経済再生） 我が国にとって最大かつ喫緊の課題は、経済の再生です。  

私が何故、数ある課題のうち経済の再生に最もこだわるのか。それは、長引くデフレや円高

が、「頑張る人は報われる」という社会の信頼の基盤を根底から揺るがしていると考えるから

です。  

政府がどれだけ所得の分配を繰り返しても、持続的な経済成長を通じて富を生み出すことが

できなければ、経済全体のパイは縮んでいってしまいます。そうなれば、一人ひとりがどんな

に頑張ってみても、個人の手元に残る所得は減っていくばかりです。私たちの安心を支える

社会保障の基盤も揺らぎかねません。  

これまでの延長線上にある対応では、デフレや円高から抜け出すことはできません。だからこ

そ、私は、これまでとは次元の違う大胆な政策パッケージを提示します。断固たる決意をもっ

て、「強い経済」を取り戻していこうではありませんか。  

既に、経済再生の司令塔として「日本経済再生本部」を設置し、「経済財政諮問会議」も再起

動させました。この布陣をフル回転させ、大胆な金融政策、機動的な財政政策、そして民間投

資を喚起する成長戦略という「三本の矢」で、経済再生を推し進めます。 

金融政策については、従来の政策枠組みを大胆に見直す共同声明を、日本銀行との間で取

りまとめました。日本銀行において二％の物価安定目標をできるだけ早期に実現することを

含め、政府と日本銀行がそれぞれの責任において、共同声明の内容をきちんと実行していく

ことが重要であり、政府と日本銀行の一層の緊密な連携を図ってまいります。  

加えて、先にまとめた「緊急経済対策」で、景気を下支えし、成長力を強化します。これから提

出する補正予算は、その裏付けとなるものです。「復興・防災対策」「成長による富の創出」

「暮らしの安心・地域活性化」という三つを重点分野として、大胆な予算措置を講じます。速や

かに成立させ、実行に移せるよう、各党各会派の格別の御理解と御協力をお願い申し上げま

す。  

他方、財政出動をいつまでも続けるわけにはいきません。民間の投資と消費が持続的に拡

大する成長戦略を策定し、実行してまいります。  
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ｉＰＳ細胞という世紀の大発明は、新しい薬や治療法を開発するための臨床試験の段階が見

えています。実用化されれば、「健康で長生きできる社会」の実現に貢献するのみならず、新

たな富と雇用も生み出します。イノベーションと制度改革は、社会的課題の解決に結び付くこ

とによって、暮らしに新しい価値をもたらし、経済再生の原動力となります。  

最も大切なのは、未知の領域に果敢に挑戦をしていく精神です。皆さん。今こそ、世界一を目

指していこうではありませんか。  

世界中から投資や人材を惹(ひ)きつけ、若者もお年寄りも、年齢や障害の有無にかかわらず、

全ての人々が生きがいを感じ、何度でもチャンスを与えられる社会。働く女性が自らのキャリ

アを築き、男女が共に仕事と子育てを容易に両立できる社会。中小企業・小規模事業者が躍

動し、農山漁村の豊かな資源が成長の糧となる、地域の魅力があふれる社会。そうした「ある

べき社会像」を、確かな成長戦略に結び付けることによって、必ずや「強い経済」を取り戻して

まいります。  

同時に、中長期の財政健全化に向けてプライマリーバランスの黒字化を目指します。  

（震災復興） 東日本大震災の被災地は、二度目の厳しい冬を迎えています。私は、昨年末に

総理に就任した直後に、最初の訪問地として迷うことなく福島を選びました。そして、先日は

宮城を訪れ、これからも、可能な限り現地に足を運ぶつもりです。  

被災地のことを想う時、私は、ある少女とその家族の物語を思い出さずにはいられません。

東日本大震災で、小学校三年生だった彼女は、ひいおばあさんとお母さんを亡くしました。悲 

しみに暮れる家族のもとに、被災から二か月後のある日、一通の手紙が届きます。それは、

二年前、少女が小学校に入学した後に、お母さんが少女に内緒で書いた「未来へ宛てた手

紙」でした。  

手紙には、入学当初の苦労話の後に、こう綴(つづ)られていました。  

「げんきに学校にいってくれるだけで、とてもあんしんしていました。このてがみを みんなでよ

んでいるところを たのしみにして、これから おかあさんは がんばっていきます」  

この手紙を受け取ったのは、私がかつて被災地で出会い、先般、再会を果たした少女です。

その際、彼女は、私の目をじっと見つめ、「小学校を建てて欲しい」と言いました。過去を振り

返るのではなく、将来への希望を伝えてくれたことに、私は強く心を打たれました。  

故郷(ふるさと)の復興は、被災地の皆さんが生きる希望を取り戻す作業です。今を懸命に生

きる人々の笑顔を取り戻す。それは、その笑顔をただ願いながら天国で私たちを見守ってい

る犠牲者の御霊(みたま)に報いる途(みち)でもあるはずです。  

復興という言葉を唱えるだけでは、何も変わりません。まずは、政府の体制を大転換します。

これまでの行政の縦割りを排し、復興庁がワンストップで要望を吸い上げ、現場主義を貫きま

す。今般の補正予算においても思い切った予算措置を講じ、被災地の復興と福島の再生を

必ずや加速してまいります。  

（外交・安全保障） 外交・安全保障についても、抜本的な立て直しが急務です。  

何よりも、その基軸となる日米同盟を一層強化して、日米の絆を取り戻さなければなりません。
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二月第三週に予定される日米首脳会談において、緊密な日米同盟の復活を内外に示してい

く決意です。同時に、普天間飛行場の移設を始めとする沖縄の負担の軽減に全力で取り組

みます。  

外交は、単に周辺諸国との二国間関係だけを見つめるのではなく、地球儀を眺めるように世

界全体を俯瞰(ふかん)して、自由、民主主義、基本的人権、法の支配といった、基本的価値

に立脚し、戦略的な外交を展開していくのが基本であります。  

大きく成長していくアジア太平洋地域において、我が国は、経済のみならず、安全保障や文

化・人的交流など様々な分野で、先導役として貢献を続けてまいります。 

本年は、日アセアン友好協力四十周年に当たります。私は、先日、ベトナム、タイ、インドネシ

アの三か国を訪問し、日本に対する期待の高さを改めて肌で感じることができました。二〇一

五年の共同体構築に向けて、成長センターとして発展を続けるアセアン諸国との関係を強化

していくことは、地域の平和と繁栄にとって不可欠であり、日本の国益でもあります。この訪問

を皮切りに、今後とも、世界情勢を広く視野に入れた戦略的な外交を展開してまいります。  

我が国を取り巻く情勢は、厳しさを増しています。国境離島の適切な振興・管理、警戒警備の

強化に万全を尽くし、この内閣の下では、国民の生命・財産と領土・領海・領空は、断固として

守り抜いていくことをここに宣言します。  

併せて、今般のアルジェリアでのテロ事件は、国家としての危機管理の重要性について改め

て警鐘を鳴らすものでした。テロやサイバー攻撃、大規模災害、重大事故などの危機管理対

応について、二十四時間・三百六十五日体制で、更なる緊張感を持って対処します。  

そして何よりも、拉致問題の解決です。全ての拉致被害者の御家族が御自身の手で肉親を

抱きしめる日が訪れるまで、私の使命は終わりません。北朝鮮に「対話と圧力」の方針を貫き、

全ての拉致被害者の安全確保及び即時帰国、拉致に関する真相究明、拉致実行犯の引渡

しの三点に向けて、全力を尽くします。  

（おわりに） 我が国が直面する最大の危機は、日本人が自信を失ってしまったことにあります。

確かに、日本経済の状況は深刻であり、今日明日で解決できるような簡単な問題ではありま

せん。  

しかし、「自らの力で成長していこう」という気概を失ってしまっては、個人も、国家も、明るい

将来を切り拓くことはできません。芦田元総理は、戦後の焼け野原の中で、「将来はどうなる

だろうか」と思い悩む若者たちを諭して、こう言いました。「『どうなるだろうか』と他人に問いか

けるのではなく、『我々自身の手によって運命を開拓するほかに道はない』」、と。  

この演説をお聴きの国民一人ひとりへ訴えます。何よりも、自らへの誇りと自信を取り戻そう

ではありませんか。私たちも、そして日本も、日々、自らの中に眠っている新しい力を見出して、

これからも成長していくことができるはずです。今ここにある危機を突破し、未来を切り拓いて

いく覚悟を共に分かち合おうではありませんか。  

「強い日本」を創るのは、他の誰でもありません。私たち自身です。  

御清聴ありがとうございました。  
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